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本電子書籍を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本電子書籍は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。







　contents




第一章　超かっけぇ

第二章　それぞれの現在いま

第三章　心のかたち

第四章　未曾有の開幕

あとがき








[image: ]







[image: 第一章　超かっけぇ]
















　身を焦こがす熱の中に、少女はいる。

　華きや奢しやな体は寝しん台だいに組くみ敷しかれ、およそ気き遣づかいとは無む縁えんの扱あつかいを受けている。細い手首と肩かたにかかった手は骨ごと握にぎり潰つぶさんばかりに彼かの女じよを締しめ付つけ、その力は刻々と強まる一方だ。

　彼かの女じよを見み据すえる黒い瞳ひとみが正面にある。その黒は、あらゆる負の感情を塗ぬり重ねた末に行き着く極限の黒色だ。ひとりの青年が一いつ生しよう涯がいを懸かけた渾こん身しんの憎ぞう悪おがそこに宿っている。彼かれの憤ふん怒ぬに蹂じゆう躙りんされるべくして、少女は喘あえぎながら寝しん台だいに横たわる。

　だが──その一方で。彼かれに憎にくまれる辛つらさとは裏腹な安らぎが、彼かの女じよの中には確しかとある。

　破は滅めつに至る大たい望ぼうを打ち明けたその頃ころから、少女の倒とう錯さくは生まれていた。いつか彼かれに裁かれ罰ばつされること。長い年月の中で膿うみ爛ただれ、見る影かげもなく腐くさり果てた永霊樹カトヴアンマニニクの血統──その罪科の結けつ晶しようである自分自身を、彼かれの手で国もろとも粉こな微み塵じんに砕くだき葬ほうむってもらうこと。その最さい期ごを思おもい描えがいている時だけは、彼かの女じよは束つかの間まの安らぎを得た。自分が息をしていることを許していられた。

　しかし──抱いだき始めた当初はまだ抽ちゆう象しよう的だったその望みは、時を経るにつれて、生々しい実感を帯びてくる。

　想像してしまうのだ、どうしようもなく。彼かれがどのように自分をいたぶり壊こわし尽つくすのか、自分はどんな有あり様さまを晒さらして彼かれに蹂じゆう躙りんされるのか、されたいのか。──その凄せい惨さん極きわまる過程を、少女は仔し細さい余さず思おもい描えがいて埋うめていく。

　引ひき裂さかれた衣服の内から露ろ出しゆつした乳ち房ぶさに、青年の五指が皮ひ膚ふを抉えぐって深々と食くい込こむ。肩かたには犬歯が突つき立たち、薄うすい肉の下の骨をごりごりと削けずっていく。その痛みのひとつひとつに少女は悶もだえ、苦しみ──それら全てを無上の快楽として貪むさぼって、さらなる責め苦を求め続ける。

　白刃ナイフよりも素す手でがいい。──彼かれの体温が感じられるから。

　息絶える瞬しゆん間かんまで延々と嬲なぶって欲ほしい。──彼かれのそばに長くいられるから。

　たとえ泣なき叫さけんでも容よう赦しやしてはならない。──その憎ぞう悪おはどこまでも正しいのだから。

　苛か烈れつな拷ごう問もんに苛さいなまれながら、少女は青年の名前を呼ぶ。許しを乞こうように、救いを求めるように、さらなる重じゆう罰ばつを希こいねがう。その連れん鎖さの末に、苦痛と表ひよう裏り一いつ体たいの果てしない快楽の内に、彼かの女じよの意識は白く融とけて霞かすんでいき──




「──はぁッ──！」

　臨死じみた絶頂へ昇のぼり詰つめる寸前で、少女は目を覚ました。

「──はぁッ！　はぁッ、はぁッ、はぁッ──」

　寝しん台だいの上で飛び起きる上体。覚かく醒せいを経てもなお全身の肌はだに残る生々しい感かん触しよく。吐と息いきは焼け石を吞のみ込こんだように熱く、感覚を辿たどっていけば、その熱の源は下腹に遡さかのぼる。

「…………ッ……」

　もじもじと太ふと腿ももをこすり合わせる無意識の動作。それを自覚した瞬しゆん間かん、少女は羞しゆう恥ちと自己嫌けん悪おに駆かられて肩かたを震ふるわせた。やっきになって呼吸を整えること数分──辛かろうじて平常心の欠片かけらを取とり戻もどし、それでもなお消えない情欲の名残なごりに炙あぶられて、彼かの女じよは独ひとり言ごちる。

「…………浅ましい…………」







　侍じ従じゆうを頼たのまず身み支度じたくを済ませて部屋を出た彼かの女じよを、近衛このえ兵長ルカーンティ・ハルグンスカの力強い笑え顔がおが迎むかえた。

「おはようございます、陛下。昨夜はよく眠ねむられたでありますか」

　口にした本人には何の他意もなかったが、今のシャミーユには気まずい質問だった。やっとのことで振ふり切きったはずの妄もう想そうが、たちまち脳のう裏りに蘇よみがえって顔を熱くする。

「……問題はない。随ずい伴はんせよルカーンティ、今日の政務に向かう」

「あれ？　朝食は取らないの？」

　平静を取とり繕つくろって歩き始めようとした少女の背中に、そこで意識の外から声がかかった。弾はじかれたように振ふり向むいたシャミーユの両目が、その視線の先に黒くろ髪かみの青年を捉とらえる。

「──!?　そ、ソロークっ……!?」

「食べたほうがいいと思うけどね。今日はいつもより体力を使うよ、たぶん」

　柔やわらかい微笑ほほえみを浮うかべてそう言い、わずかに左脚あしを引きずりながら、イクタは杖つえを突ついて女じよ帝ていに歩み寄っていく。わけもない焦あせりに駆かられて、シャミーユは青年の顔をおずおずと見上げた。

「そ、そなた、いつからここに──」

「昨日の深夜から。あなたが宮中に用意してくれた部屋に泊とまったんだ。あの広さにはなかなか馴な染じまないけどね」

　冗じよう談だん混じりに肩かたをすくめるイクタ。と、小さな異変に気付き、その手が女じよ帝ていの頰ほおに伸のびる。

「少し顔が赤いよ、シャミーユ。熱があるんじゃないかい？」

「────っ！」

　無造作に顔を近付け、額と額をぴたりと触ふれ合わせる。伝わる体温に少女の胸がどくんと跳はねた。硬こう直ちよくしたシャミーユとの間でしばらくその体勢を続けてから、青年はあっさりと体を離はなす。

「んー、そうでもないかな。でも体調が悪い時はすぐに言うようにね。政務なんて僕ぼくのほうでどうにでもする。あなたの健康のほうがよっぽど大切だ」

　真顔で言ってのけるイクタ。が、そんな思おもい遣やりとは裏腹に、少女の心臓は今にも不整脈を起こしそうな勢いだった。後宮で物言わぬ彼かれを相手に独ひとり言ごちていた時とはわけが違ちがう。今ここにいる青年は、話しかければ言葉が返り、あまつさえ彼かの女じよに笑え顔がおを向けてくれるのだから。

「さて、名残なごり惜おしいけど、そろそろ僕ぼくは行くよ。基地のほうに色々と仕事が溜たまっていてね。そんなのうっちゃって一日中こっちにいたいのは山々だけど──あんまりサボると、サザルーフ准じゆん将しようが血の涙なみだを流すもんだから」

　そう言ってシャミーユの手を取り、目と目をじっと合わせて、イクタは言葉を重ねる。

「だから、寂さびしがらないで。夜にはまた帰ってくる。夕飯は一いつ緒しよに食べよう」

「……う、うむ……」

　喜びと切なさと、それらと同じだけの罪悪感に翻ほん弄ろうされて、少女にはそう答えるのが精いっぱいだった。彼かの女じよの揺ゆれる瞳ひとみに見つめられながら、ふとイクタはいたずらっぽい表情になって付け加える。

「もっとも──今日に限れば、寂さびしがってる余よ裕ゆうはないかもしれないけどね」







「……うむ。全員、揃そろっているな」

　後うしろ髪がみを引かれながら青年と別れたシャミーユは、その日の政務の皮切りとして、中級の文官を集めた国政会議へと足を運んでいた。

　彼かの女じよの入室を認めるや否いなや、先に顔を揃そろえて席の前に立っていた官かん吏りたちが一いつ斉せいに黙もく礼れいする。それを受けた女じよ帝ていも、率そつ先せんして席に着きながら鷹おう揚ようにうなずいてみせた。

「許可する。着座せよ」

　許しを得てようやく、文官たちも次々と席に着いた。仰ぎよう々ぎようしく見えるが、これでも礼式としては従来に比べて大きく簡略化された形だ。格式と合理性の両立は、改革者を常に悩なやませる。

「書記官、今日の議題を挙げよ」

　促うながされてひとりの官かん吏りが立ち上がり、ひとつ深呼吸を置いて口を開いた。

「奏上します。南なん域いきのいくつかの州で、小麦不足に伴ともなう小麦価格の高こう騰とうが起こっております。いずれも雨量が少なく昨年の収しゆう穫かく量が振ふるわなかった地域でして──」

　具体的な地域と数字が挙げられていき、それを耳にし終えた女じよ帝ていは静かに首を横に振ふる。

「不作ゆえに市場から小麦が減る。その因果は理解出来るが、昨年度までの取れ高を思い返す限り、そこまでの影えい響きようが出るにはまだ早い。備び蓄ちくを放出することで賄まかなえる時期のはずだ。にもかかわらず極きよく端たんに流通量が減っているとなると──派手に買かい溜だめを行っている者がいるな」

　官かん吏りたちの間にたちまち緊きん張ちようが走る。臣下からの報告を分ぶん析せきした上でその背景を見通す能力にかけて、彼かの女じよに勝まさる者はそういない。

「他者の困こん窮きゆうの中に好機を見み出いだすのは商あきないの常とはいえ、自らその困こん窮きゆうを生み出す原因となられては許容出来ぬ。余の名のもと、すみやかに備び蓄ちくを吐はき出だすよう警告を──」

「はんたーい」

　若き女じよ帝ていの威い厳げんが支配する場に、そこで唐とう突とつに気の抜ぬけた声が割って入る。官かん吏りたちがぎょっとして下座を振ふり向むき、その視線の先で、丈たけの短い白衣を身にまとったひとりの少女が平然と片手を上げていた。

「……余の発言を遮さえぎっての意見か。仕官して最初に出席する会議とは思えぬ大だい胆たんさだな、ヴァッキェ三等文官」

「逆、逆。最初だからわたしも張り切ってるんだよ、陛下」

　イクタの推すい薦せんによって文官に登用された科学の徒──ヴァッキェことマィリゥウィーンヴァッキェン・シャットウィェッタニェルシスカッツは、君主からの揶や揄ゆにも笑え顔がおで応じてのけた。

「なんにしても、業ごう突つく張ばりの商人どもに小麦を吐はき出ださせる程度のことで、いちいち陛下が背中をどやしつけることはないでしょ。こんなことはこれからいくらでもある。ひとつひとつ潰つぶしてったらきりがないよ」

「否──今後もたびたび予想されることだからこそだ。再発を防ぐためには、それが許されなかった前例を作ることが重要であると余は考える」

「それはその通り。でもさ、似たようなことは今日までの二年でさんざんやってきたでしょ？　反乱が起きるたびに自分で軍を率いて鎮ちん圧あつしてさ。それはもうじゅうぶんだと思うんだ」

「……む？」

「その努力の甲斐かいあって、今の帝てい国こくに陛下を侮あなどる者はそれほどいないよ。だからね、今回の買かい溜だめはもっと低てい俗ぞくなところから起こってるの。つまり──これくらいならバレないだろう、見み逃のがしてもらえるだろう、っていう浅はかな期待から」

　年若い彼かの女じよの無ぶ遠えん慮りよな発言を、周囲の文官たちははらはらしながら見守っている。今すぐ止めるべきとも思うのだが、女じよ帝ていが自ら耳を傾かたむけている限りはそれも出来ない。彼かれらの胃を無自覚に痛めつけながら、ヴァッキェはなおも言葉を続ける。

「どんなに陛下が頑がん張ばっても、これは根絶出来ないよ。みんな自分だけは大だい丈じよう夫ぶだと考えるんだもん。どうしてもやるなら無警告で即そく処しよ刑けいくらいやれば効果あるかもだけど、一度でも警告を挟はさんじゃうともうダメ。注意されるまでは大だい丈じよう夫ぶって考えるからね、どいつもこいつも」

「……一理ある。だが、現実問題として小麦不足を看過は出来ない。そなたには代案があるのか？」

「代案っていうか、基本的には放置。自己解決させよう」

　予想外の回答にシャミーユの両目が見開く。ヴァッキェは唇くちびるを尖とがらせて腕うでを組んだ。

「これさぁ、たぶん現地の連隊に住民から陳ちん情じようが来てるよね。帝てい国こくだと軍人が間を取り持って折り合いを付けるのが定番になってるけど、今回からはそれもさせないほうがいい。問題がどうしようもなくこじれてからならともかく、いきなり第三者が間に入るのはおかしいんだよ。それは陛下であっても同じこと」

　啞あ然ぜんとする文官たち。その中からひとりが立ち上がり、焦あせりに駆かられて言葉を挟はさむ。

「ま、待て！　このまま放置などすれば小麦不足で民たみが飢うえる！　それでも状じよう況きようが改善しなければ、最悪大おお店だなを狙ねらった打うち壊こわしさえ起こりかねないぞ！」

「うん、起こるだろうね。飢うえれば焦あせる、焦あせれば自ら行動を起こす。それが人として当たり前のことだもん」

「なっ──」

　驚おどろきを通とおり越こした絶句が会議の場を満たした。が、そんな空気にも少しも怯ひるんだ風はなく、ヴァッキェは腰こしに両手を当てて悠ゆう々ゆうと言葉を続ける。

「さて問題です。古今東西、人が困った時に真っ先に取るべき行動はなんでしょう。地元の軍人に解決を頼たのむ？　中央の陛下の裁きを待つ？　──どっちも違ちがうよね。自力で原因を突つき止とめて解消を図はかる、これがシンプルな正解」

「だ、だからといって──」

「そもそもにして」

　周囲から上がりかけた反論に先んじて、少女は再び口を開く。

「そもそもにして、だよ。この問題の当事者は州民と商人たちでしょ。軍人は関係ないし、まして中央のわたしたちはもっと関わりが薄うすい。それなのに首を突つっ込こんでいくから話が難しくなる。まずは構成要素を最小に絞しぼって状じよう況きようを単純にしよう。そうすれば見通しがよくなる上に陛下の負担も減る。一石二鳥だよ」

　一連の発言を受けて、シャミーユは腕うでを組んで考かんがえ込こむ。

「……国政と州の運営との間には線引きを行うべき。そなたが言いたいのは、つまりそういうことか？」

「そうそう。州のことは州に任せて、陛下は陛下にしか出来ない仕事をしよう」

　にっと歯を見せて笑ってのけるヴァッキェ。そんな彼かの女じよとは対照的に厳しい表情を保ちつつ、女じよ帝ていは鋭するどく問い返す。

「州に任せてというが、その仕事は具体的に誰だれがやるのだ。まさか現地の官かん吏りに商人たちの説得を命じるわけにもいくまい」

「そっちはいま陛下が命じた徴ちよう税ぜい業務で大おお忙いそがしだろうし、そもそも勅ちよく任にん官かんはわたしたちと同じで問題の当事者じゃないよ。ここは小麦不足で困っている張本人たちに動いてもらわないと」

「あくまでも州民たち自身にやらせるつもりか」

「もちろん。小麦不足の原因が買かい占しめだと分かれば、州民の側にも打つ手はそれなりにある。さっき話に出た打うち壊こわしもそのひとつだね。阿あ漕こぎな商売をすれば痛い目に合うと思い知らせる、それはそれでとても大切なこと。どっちかが相手を舐なめているうちは健全な関係は育めないものだから」

「……であれば、そのために秩ちつ序じよが乱れることも止やむ無なしと言いたいのか？　あまりに極論であろう。そなたの言う『健全な関係』が育まれるまでの間に、その州の治安は最低を極きわめるぞ」

「うん、そうだね。だから打うち壊こわしはあくまで最後の手段。力ずくの解決に打って出る前に、取るべき方法があることを教えてやる──それがわたしたちに出来る最良の後あと押おしだよ」

　不敵にそう言って、ヴァッキェは両手で釣つり竿ざおを握にぎるような仕草をしてみせる。

「喩たとえるならね。お腹なかを空かした民衆に、これまでは魚を取って与あたえていた。でも、これからは魚の取り方を教えて釣つり竿ざおを貸してやる。どうかな、陛下。これはあなたがやりたいこととも一いつ致ちするんじゃない？」

「……む」

　予想外のところで思おも惑わくを見み透すかされて、シャミーユは言葉に詰つまる。暴論の間に垣かい間ま見みえる知性の片へん鱗りん。目の前の相手をどう評価したらいいものか、彼かの女じよの中では一向に定まらない。

「確かに、州の自治能力の向上は余が企き図とするもののひとつだ。とはいえ、小麦不足などという苦境に乗じてそれを促うながすつもりはなかったが……」

「うんうん。陛下は優やさしいからね」

　文官たちが一いつ斉せいに両目を剝むいた。彼かれらが自分たちの君主に対して決して口にしない言葉を、科学者の少女はあっさりと言い切ったからだ。自明の事実を語るように、あまりにも簡単に。

「でも、そこはむしろ好機と考えて欲ほしいな。えげつない言い方になるけど──人間はね、空腹の時のほうが動きがいいんだよ」

　狡ずるさを含ふくんだ笑えみがヴァッキェの口くち端はに上り、その指し摘てきにシャミーユはハッとさせられた。──民の窮きゆう状じようを逆手に取った改革という発想は、彼かの女じよが企図する「敗戦による国の浄化」とある意味で同質のものだ。

「……長年の軍人頼だのみが祟たたって、労働者組合を始めとする各州の寄合はとうの昔に形けい骸がい化している。州民自らをして商人たちに対たい抗こうさせるなら、それらに新たな命を吹ふき込こまねばなるまい」

「そのための人材くらいはとっくに見み繕つくろって育ててあるんでしょ？　即そく位いから二年以上もあったんだもん。そんな分かりやすい問題点を、あなたが今日まで放置しておくわけがないよ」

　女じよ帝ていの能力への信しん頼らいをさらりと示しつつ、ヴァッキェは肩かたをすくめる。困こん惑わくと納なつ得とくがない交ぜの心境で、シャミーユは眉まゆ根ねを寄せた。

「立場にちょっとした箔はくを付けて、その人たちを現地に扇せん動どう役──もとい相談役として送おくり込こもう。役職は、んー、てきとうに地域監かん督とく官かんとかでいいかな。彼かれらの後あと押おしで州民を主体とした労働者組合を作り上げて、州民たち自身の力で商人どもの買かい占しめに対たい抗こうさせるの」

「…………」

「ちゃんと人材を派は遣けんするんだし、これなら内閣の怠たい慢まんを責められる謂いわれはないでしょ。評判を落とすのは民たみの陳ちん情じようを無視した軍だけど、それはもう仕方ないっていうか、当たり前のところまで落としてくれないとむしろ困る。平時から甲斐甲斐しく民衆の面倒を見る軍なんてあっちゃならないんだよ。イグセムがトップを退いた今、それはむしろ反乱の温おん床しようになる」

　最後の言葉はとりわけ女じよ帝ていの腑ふに落ちた。──はばからず暴論を振ふり回まわすようでいて、帝てい国こくが抱かかえる諸問題についての認にん識しきは共通している。むしろ自分よりも先を見ている部分もあるのだろうと推おし量はかって、暫ざん定てい的ながら、シャミーユはこの科学者の少女に一目置くことにした。

「……よかろう。そなたの言う通り、地方の自治能力向上を後あと押おしするための人材にはすでに用意がある。現地への投入はいま少し時期を見るつもりであったが、州民たちが空腹を抱かかえた今こそ好機であるという見解には説得力があった」

「うんうん、さすがは陛下。──ま、気楽にいこう。どうせ先は長いんだしね。失敗しようが成功しようが、今回の件はいいモデルケースになってくれるよ」

　どこか他人事のようにヴァッキェはそう言ってのけ、その無責任とも取れる態度が女じよ帝ていの逆げき鱗りんを掠かすめた。今まで以上に険しい視線で相手をにらみつけ、シャミーユは重い声で忠告する。

「……今回の提案は受け入れた。が、その上でひとつだけ言い置くぞ科学者。──政治はそなたらの実験の場ではない。ここで下される決定ひとつで国の在り方は揺ゆれ動うごく。その重みを解かいさぬ輩やからに、この会議への臨席は許されぬと知れ」

　怒いかりを込こめて女じよ帝ていは言い切り、彼かの女じよと思いを同じくした文官たちもまた、調子に乗った新参者に厳しい視線を集中させる。誰だれであれ萎い縮しゆくして然しかるべき空気だったが、その圧力を受けてなお、当の本人は恭うやうやしく、そして悠ゆう々ゆうと頭を下げてのけた。

「畏かしこまりました、陛下。……少し硬かたすぎるけど、その厳しさはあなたの美徳だね。尊重するよ」

　ここに至って、シャミーユも感じざるを得なかった。──この不敵さは誰だれかに似ている、と。
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「おはようさんです。──おや、皆みなさんお揃そろいで」

　一方その頃ころ、中央軍事基地では、高級将校たちが黙もく然ぜんと居並ぶ場にひとりの青年が姿を現していた。場ば違ちがいそのものの絵面だが、この状じよう況きようが冗じよう談だんでないことは肩かたの階級章が示している。

　史上最年少の帝てい国こく軍元げん帥すいの到とう着ちやくに、将校たちは座すわったまま一いつ斉せいに目礼した。

「んー、だいぶ空気が硬かたいですね。将官クラスの軍議なんだから当然かもしれませんが、僕ぼくが仕切る場に限っては、もう少しくだけてもらってもいいんですが」

　円えん卓たくの最上座に据すえられた自分の席に腰こしかけつつ、イクタはそんなことをぼやく。遡さかのぼってはあのソルヴェナレス・イグセムが取り仕切り、近くは女じよ帝ていシャミーユが采さい配はいを振ふるった軍議の場の空気は、彼かれが呼吸をするにはいささか重すぎるのだった。

「そいつは難しい話ですな元げん帥すい閣かつ下か。つい先日までその席に誰だれが座すわっていたかを思い出すと、否いや応おうなく背筋が伸のびるってもんでして」

　真っ先に口を開いたのは、部屋の中にいる面々の中でもっとも青年と親しいセンパ・サザルーフ准じゆん将しようだった。最年少の将官という立場をイクタに奪うばわれた形だが、それを悔くやしがるのではなく喜んでしまうところが彼かれの彼かれたる所以ゆえんだ。青年は少し寂さびしげに笑った。

「あまり彼かの女じよを怖こわがらないで欲ほしいもんですが……ま、それは時間をかけておいおいですね。ともあれ、ひとまず軍事に関しては僕ぼくの預かりになりましたんで、この場の空気もそれ相応に改めていきます。息苦しいのは昔から苦手でして」

　ごきごきと首の骨を鳴らしつつ宣言するイクタ。それに対して将校たちは表向き沈ちん黙もくを保ったが、青年にほど近い円えん卓たくの一角でひっそりと声を上げる者もいた。

「……ひとつよろしいか、レミオン大将殿どの」

「なんだ、シバ大将」

「あなたはいま、懐なつかしいと感じておいでだ」

　指し摘てきされた翠すい眼がんの将がふっと口元を緩ゆるめた。今は亡なき盟友の面おも影かげを黒くろ髪かみの青年に重ねつつ。

「ってなわけで、まず笑える話から済ませてしまいましょうか。──帝てい国こく軍の内部監かん査さの結果についてです」

　イクタの望みとは逆に、その前置きで場が一気に引ひき締しまる。歴戦の将校としての威い厳げんを取とり戻もどし、レミオン大将が声を上げた。

「……軍の高官に、内通者の存在が疑われていたのだったな」

「ええ。ですが──結果から言うとシロです。高等士官の中に内通者はいません」

　機先を制して結論を述べる青年。意表を突つかれた将校たちの視線を集めながら、イクタは淡たん々たんと言葉を続ける。

「今回に関して言えば、スパイの存在を疑わせるところまで含ふくめてキオカの策略だったと見るべきでしょう。これ以上の調査継けい続ぞくは踊おどらされる時間を長くするだけと判断しました」

　どこか性急さを感じさせる結論に、翠すい眼がんの将が再び口を開く。

「……三点ほど腑ふに落ちないことがある。第一に、事前の内ない偵ていが空から振ぶりに終わったことについて。アルデラ教徒たちの動向に不ふ穏おんなものを見て取った陛下は紛まぎれもなく慧けい眼がんであられた。だというのに、事前の調査が実を結ばなかったのはなぜなのか？」

「その原因は人選にあったと考えます。内ない偵てい任務を任されて現地に向かった部隊は、いずれもそうした職務に対する経験が乏とぼしかった。──そうですよね、サザルーフ准じゆん将しよう？」

　名指しされたサザルーフがため息混じりに席を立つ。今回はそれを責められるために来たとばかりに、彼かれはすっかり観念した面おも持もちで首を縦に振ふった。

「……無能を晒さらした自覚はありますよ。前線働きとはまるきり勝手が違ちがいましてね。俺おれなりに全力を尽つくしたつもりでしたが、何もかも手て探さぐりだったことは否いなめませんや」

　本人に責せき任にん逃のがれの意思がないので、釈しやく明めいというほどの釈しやく明めいもない。それを埋うめ合あわせるように、イクタはすぐさまフォローに回った。

「かといって、ここでサザルーフ准じゆん将しようを責めることはお門かど違ちがいだと僕ぼくは考えます。大がかりな内ない偵てい任務を行う必要がある状じよう況きよう下で、そのために必要な人材が残っていなかった──それが本当の原因でしょう。准じゆん将しようらを向かわせたのはシャミーユにとっても苦肉の策だったはず。専門家がいないなら、せめて信しん頼らいのおける面々を……彼かの女じよはそう判断したのでしょうから」

「つまり──直接的な原因としては、現場における内ない偵ていのやり方に問題があったと？」

「そう思います。キオカの側としても、教徒たちの動きを事前に気取られることを前提に策を練ったでしょう。中央から来る調査部隊が優先的に調べそうな場所は地理的な条件から目星が付けられます。そうした地域の市街及および集落については、住人たちの誘ゆう導どうを意図的に後回しにしたのかもしれません」

　ふむ、と翠すい眼がんの将が鼻を鳴らした。理解は出来るが納なつ得とくには至らないという表情で、彼かれはさらに追つい及きゆうを重ねる。

「では、第二に……教徒たちを追って山に入った部隊が、陛下ともども山上での挟きよう撃げきを受けるまでの流れについては？　聞く限り、全てにおいて敵の行動のタイミングが良すぎる。リアルタイムで情報を流していた者がいたと考えるのが妥だ当とうだと思うが」

「果たして本当にそうでしょうか？　そう感じる最大の原因は、捕ほ虜りよ収容所から脱だつ走そうしてきたキオカ海軍第四艦かん隊たいが山脈の麓ふもとに辿たどり着ついたタイミングだと思います。最前線のマシュー少しよう佐さらが反はん撃げきを受けて撤てつ退たいを開始した、まさにその頃ころ合あいを突つかれた──と。

　でも実際のところ、このタイミングを教えることは内通者でなくとも可能です。同じく前線に出張ってきていた敵将ジャン・アルキネクスにはこちらの窮きゆう状じようが現場で把は握あく出来ていた。となれば連れん絡らくはあいつ自身が行ったと見るべきでしょう。早馬を走らせるにせよ伝でん書しよ鳩ばとを飛ばすにせよ、当時の第四艦かん隊たいとの位置関係を思えば、それは決して不可能ではない。行動に制限がかけられる内通者の場合より、その実行はむしろ容易です」

「……では最後の一点。ユグニ少しよう佐さにかけられた嫌けん疑ぎについては？　彼かれ自じ身しんが内通者であるか、さもなければ彼かれに罪を被かぶせようとした者が別にいたか──報告を聞く限り、結論はどちらかだと私は思っていたのだが」

　もっとも重要な懸け念ねんを問とい質ただすレミオン大将。口調こそ静かだが、そこには不出来な誤ご魔ま化かしを容よう赦しやなく撥はね除のける厳しさがある。

　表面上は平静さを保ったまま、イクタは背中に冷たい汗あせが流れるのを感じた。──この人物を相手に、自分は噓うそを吐つき通とおさなければならない。

「それもやはりキオカの策略ですよ。──問題の精せい霊れいは、自分からユグニ少しよう佐さの背はい囊のうに潜もぐり込こんだと見ています」

「自分から？」

「ええ。卓たく状じよう台地で防衛戦を行ったあの夜、僕ぼくたちの陣じん地ちには物資への放火を目的として多くの火ひ精せい霊れいが放ほうり込こまれていました。……しかし、彼かれらの目的はそれだけではなかったんです。帝てい国こく兵の荷物に潜せん伏ぷくした後に頃ころ合あいを見て発見され、該がい当とう者へのスパイ疑ぎ惑わくを成立させる──それを企き図とした精せい霊れいも一定数いたと考えられます。ユグニ少しよう佐さはその標的にされたんですよ。こちらの陣じん営えいに疑ぎ心しん暗あん鬼きを蔓まん延えんさせるための一手として、ね」

　言いよどむことなく説明を重ねる。彼かれは知っている──ひとつの噓うそを隠かくすには、多くの真実の中に織り交ぜることがもっとも効果的なのだと。

「あるいはもっと単純に、こちらの兵に見つかりそうになった精せい霊れいが隠かくれたのが偶ぐう然ぜんにもユグニ少しよう佐さの背はい囊のうで、その後にキオカの陣じん地ちへ戻もどろうとしたところを発見されただけ──と見ることも出来ますね。少々楽観が過ぎますが、これでも内通者を疑うよりはよっぽど有り得るんですよ。僕ぼくとしてもあの当時、内通者の存在を警けい戒かいして内向きの監かん視しは相当強めていました。その網あみをすり抜ぬけるとしたら、かさばる人間よりも小さな精せい霊れいのほうが適任なんです」

　厚かましいと知りながら、自分の能力への信しん頼らいを盾たてに取る。レミオン大将は渋しぶい顔で押おし黙だまった。当時現場にいたわけでもない立場から、この件に関してこれ以上の追つい及きゆうは難しい。そして何より、今となっては翠すい眼がんの将もまたイクタを後あと押おしする立場なのだ。

「ちなみに、ここから先が笑えるところなんですが──帝てい国こく軍のスパイ疑ぎ惑わくに関しては、匿とく名めいのタレコミがありましてね。内通者とされる人物が名指しで告発されています」

「何っ!?」「一体誰だれが！」

　一いつ斉せいに色めき立つ将官たち。その興味をじゅうぶんに引き付けた頃ころ合あいで、イクタはおもむろにひとつの名前を口にする。

「それなんですが──まず、イクタ・ソローク」

　彼かれの予想に違たがわず、しん、と辺りに沈ちん黙もくが下りた。

「…………は？」

「キオカの指令を受けて女じよ帝ていを籠ろう絡らくし、帝てい国こくを廃はい滅めつに導かんとする獅し子し身しん中ちゆうの虫むし、だそうです。戦犯の父に加えてキオカ人の母を持つことがその証しよう拠こだとか。うわーこいつ怪あやしいなー」

　棒読みで言いながら、彼かれは手の中の書類をぺらぺらとめくっていく。

「で、他にはトルウェイ・レミオン。先述のイクタ・ソロークと結けつ託たくして国家転てん覆ぷくを目もく論ろんでいるらしいです。マシュー・テトジリチは実家に過日の栄光を取とり戻もどすべく大規模なクーデターを計画中。ハローマ・ベッケルは従軍当初からキオカの工作員で現在も任務を続行しているとか何とか。──いやー参った参った、右も左もスパイだらけですね帝てい国こく軍」

　一通り読み上げたところで書類の束をぽいっと投げ捨て、イクタは円えん卓たくに両手を突ついて将校たちを見み据すえた。

「もうお分かりでしょう？　卓たく状じよう台地で戦った時と同様に、こっちの人間関係を崩くずしに来ているんですよキオカは。シャミーユのもとに新体制が成立してから二年余り。組織はそれなりに固まりつつありますが、その分だけ色々と雑音も聞こえてくる頃ころ合あいです。誰だれそれが不正をしているとか、あいつばかり重用されて気に食わないとか、まぁ色々ね。……で、過去を見返せば分かる通り、そういうところに付け入る隙すきを見み出いだすのはキオカのお家芸ってやつでして」

　腕うでを組んで唸うなる将校たち。キオカのやり口としては実にらしいと、彼かれら全員がそう感じていた。詭き弁べんが通りかけていることを感じつつ、イクタはさらに畳たたみ掛かける。

「内部調査をひとまず打ち切ると言ったのはそういうことですよ。内閣にしろ帝てい国こく軍にしろ、組織の内側に疑ぎ心しん暗あん鬼きを蔓まん延えんさせるのはまっぴら御ご免めんです。皆みなさんも、こんな落書きじみたタレコミには付き合わないでください。時間の無む駄だもいいところですので」

　加えてそう言い切ることで、この件について蒸むし返かえすことをこの場の全員に躊躇ためらわせる。異論を唱える者はなかった。キオカの企くわだて通りに踊おどらされる屈くつ辱じよくは、ここ数十年に亘わたって彼かれらが嚙かみしめてきたものだ。

「すでに内々で通達はしていますが、ユグニ少しよう佐さの嫌けん疑ぎが晴れたことについては、近日中に僕ぼくの名前を添そえて正式に告知します。彼かれが将校として元通りの立場に復帰出来るようフォローするつもりなので、その点は皆みなさんもご協力ください」

　将校たちの大半から同意のこもったうなずきが返る。誰だれの顔にも強い疑念の気配がないことを見て取った上で、イクタはひそかに安あん堵どを覚えながら口を開いた。

「意見はありませんか？　──じゃ、この話はここまで。次の議題に移りましょう」







「ふぅ……午後は軍議がひとつに講義がふたつ、演習の視察がひとつに、事務仕事が山ほど、か。──分かっちゃいたけど、それなりに忙いそがしいなぁ元げん帥すいってのは」

　杖つえ先さきが廊ろう下かをカツカツと叩たたく音。午前の仕事を終えたイクタは、束つかの間まの休きゆう憩けいのために士官食堂へ向かっていた。この時点でも結構な自制を強しいられている。ちょっと気を抜ぬけば基地のあちこちに張ったハンモックに足が向いてしまうのだ。

　食堂に足を踏ふみ入いれると、彼かれが予想した通り、ふたりの顔かお馴な染じみが彼かれを迎むかえた。

「お疲つかれ様さまです、イクタさん。お昼、ご一いつ緒しよしませんか？」

「お言葉に甘あまえて。元げん帥すいってのは忙いそがしくて参るよ、まったく」

「准じゆん将しようもなかなかですぜ閣かつ下か。ま、こっちには優ゆう秀しゆうな副官がいるんで助かってますがね」

　ハロとサザルーフが昼食を共にしているテーブルに、イクタもありがたく加わっていった。ほどなくやって来た給きゆう仕じ係に注文を済ませて、彼かれは今や部下となった最高の上官に憎にくまれ口ぐちで応える。

「よし決めた、メルーザ中ちゆう佐さに辞令を出そう。次の配属先は僕ぼくの執しつ務む室ってことで」

「なぁなぁ。ここだけの話、実は俺おれクーデター企たくらんでんだけどさ、閣かつ下かがそれやったらマジ実行な？　神聖サザルーフ帝てい国こく爆ばく誕たんな？」

　際きわどい冗じよう談だんを投げ合いながら、バチバチと視線で火花を散らすふたり。いつも通りのやり取りにほっとしつつ、イクタは椅い子すに深く体を預ける。

「しかし実際問題として、日常業務で補ほ佐さを頼たのめる副官が欲ほしいですね。スーヤに任せられるのがいちばんだけど、彼かの女じよはまだしばらく士官学校にいるもんだから」

「俺おれの部下から推すい薦せんしてやってもいいぞ。若い男と年を食った男、どっちがお好みだ？」

「そこはもちろん魅み力りよくに溢あふれた年配女性……と言いたいところですけど、ここは単純に実力優先かな。筋きん骨こつ隆りゆう々りゆうの大男でも我が慢まんしますけど、強しいて言えば思想や性格にクセがないほうがありがたい。けっこう雑務を押おし付つけることになるんで」

「そりゃ普ふ通つうに優ゆう秀しゆうな人材ってことじゃねぇか。抱かかえとけば俺おれが楽出来るのに、閣かつ下かのところに回すのは勿もつ体たいねぇなぁ」

「はっはっは。サザルーフ准じゆん将しよう、さてはあなた、とりあえず閣かつ下かさえ付ければ敬語が成り立つと考えてますね？」

「あいにく育ちが悪くてな、これが精せい一いつ杯ぱいだ。無学で無能な俺おれに代わってバリバリ働いてくれよ、史上最年少の元げん帥すい閣かつ下かさんよぉ」

「いいのかなーそんなこと言って。こっちにも北ほく域いき方面戦争の英えい雄ゆう殿どのに任せたい仕事がたくさんあるんだけどなー。将官の立場にも慣れてきたみたいだし、もう明日あたり略式で少将になってもらっちゃおうかなー」

「てめぇ、これ以上俺おれを昇しよう進しんさせてみろ！　メルーザ中ちゆう佐さを抱かかえて地の果てまで逃にげてやるぞ！」

「へぇ──誰だれを抱かかえて逃にげるですって？」

　サザルーフの背後に影かげが立つ。聞き覚えのある声にさっと青ざめながら、彼かれはおそるおそる背後を振ふり向むく。

「昼食休きゆう憩けいにしては長すぎると思って様子を見に来ましたが、元げん帥すい閣かつ下かとご歓かん談だん中でしたか。机に残してきた書類の山を忘れてたいへん盛り上がっておられるようですね。私ごときが水を差すのも気が引けますし、これは一体どうしたものでしょう？」

　凄せい絶ぜつな微笑ほほえみを浮うかべたメルーザ中ちゆう佐さその人がそこに立っていた。あらゆる言い訳は無意味と悟さとったサザルーフは、食べ残した昼食への未練も綺き麗れいさっぱり捨てて、バネ仕じ掛かけの人形のように椅い子すから立ち上がる。

「今すぐ戻もどります。では元げん帥すい閣かつ下か、私はこれにて」

　棒読みでそれだけ言うと、彼かれはメルーザ中ちゆう佐さにぴったりと並んで仕事場へ帰って行った。その後ろ姿は首に綱つなを付けられた犬を彷ほう彿ふつとさせて、イクタは盛せい大だいにため息をつく。

「……ああいう感じになっても困る。副官の人選は慎しん重ちようにやらないとなぁ……」

　明日は我わが身みと思いながらつぶやくイクタ。と、顔を上げてテーブルに残ったハロを見る。

「で、お待たせ。話があるんだよね、ハロ」

「……はい。でも、その」

　彼かの女じよのほうで何を言わずとも、青年は最初からその意図を汲くんでいる。さらにハロが周囲の聞き耳をはばかったところで、イクタは話の内容を半ばまで察した。

「ああ、話したいのは彼女のほうか。──分かった、外を歩きながら話そう」







　ふたり並んで建物を出ると、今は演習にも使われていない広場まで歩いていく。周囲から完全に人の気配がなくなったところで、イクタはぐるりと辺りを見回して口を開いた。

「──ここなら見通しもいいし、盗ぬすみ聞ぎきを警けい戒かいする必要はない。出ておいで、パトレンシーナ」

　その名で呼ばれたハロの肩かたがぴくりと震ふるえて、顔がわずかにうつむく。そして十数秒後──それまでの彼かの女じよとはまったく違ちがう空気を帯びて、もうひとりの彼かの女じよが浮うかび上あがった。

「……無ぶ精しようひげから、午前の軍議の流れを聞いた」

「ふむ、僕ぼくから伝える手間が省けたね。それで、どうかしたかい？」

　しばらくぶりに顔を合わせるパトレンシーナに、青年は至って気さくに声をかける。そうやって迷わず示される友愛に戸と惑まどいを見せつつも、彼かの女じよは本題に切きり込こむ。

「……キオカの行動に先手を打ったやり方はさすが。自分を含ふくめた荒こう唐とう無む稽けいな『匿とく名めいのタレコミ』の中にわたしたちの情報を紛まぎれ込こませて真実味をなくしたんだね。これでこの先、キオカから本物の告発があったとしても、誰だれも本気では受け止めない……」

「ま、打てる手としてはいちばん手軽な部類だからね。他にも色々と並へい行こうして処理してはいるよ。例えば君の書類上の実家……悪いけど焼かせてもらった。『父親』と『母親』はとっくに姿を晦くらましていたけど、『五人の弟たち』が実在しないのはまだしも幸いだったな。本当にいたなら対処を大きく変える必要があっただろうから」

「あれはハロの精神安定のための設定で、そのために実体を伴ともなわせることまではしなかった。誤ご魔ま化かすのが楽な部類ではあるだろうね。『父親』と『母親』に関しては、今ごろキオカに戻もどって状じよう況きようを報告している頃ころだと思う。正体が露ろ見けんしたスパイが敵国に留とどまっているのはリスクでしかないもの」

　つまらなそうに鼻を鳴らして、パトレンシーナはさらに続ける。

「実際のところ、キオカから分かりやすい形での『告発』が行われる可能性はそれほど高くない。スパイの手た綱づなを握にぎれていないと自分から喧けん伝でんすることになるからね。……だから、こうした裏切りに対する報復はあくまで静かに行われる。夕餉ゆうげに毒を盛られるか、人ごみの中で背中を刺さされるか──それは明日かもしれないし、あるいは五年後十年後かもしれない。それまでの時間に安息を与あたえないのが最大の報復と言えるかな」

　自分たちがいずれ辿たどるかもしれない運命を語る時も、彼かの女じよの口調はどこまでも淡たん々たんとしていた。虚こ空くうに向けていた視線をそこでイクタに戻もどして、パトレンシーナはやや強い口調で言う。

「勘かん違ちがいしないで欲ほしいけど──わたしもハロも、それに怯おびえるほどヤワじゃない。わたしが気になるのはあなたの心中だよイクタ・ソローク。客観的に見て、仲間内にわたしたちの存在を抱かかえ続けるという判断は、どう考えても常じよう軌きを逸いつしている」

　声からにじみ出る感情は、疑念よりもむしろ畏おそれの色を帯びていた。自分という悪意の人格を丸ごと懐ふところに吞のみ込こんだイクタ・ソロークという男を、彼かの女じよは未いまだに正しく測り兼かねている。

「わたしとやり合ったあの日の晩、騎き士し団の面々に色々と話してたけどさ。……あんなのは、一から十まで詭き弁べんだよね」

「…………」

「責任の対象を遠い過去に遡さかのぼって求めるのは反則だよ。わたしたちの行いによって兵が大勢死んだ、よってわたしたちはそれ相応の報むくいを受けるべき──それが軍における信しん賞しよう必ひつ罰ばつのあるべき姿。事実、多くの軍人はそうやって罰ばつされている。例えばサフィーダ中将がそうだったように」

　イクタは答えない。パトレンシーナはなおも探さぐる──その沈ちん黙もくの奥おくの真意を。

「なのに、あなたは別のものさしを持ち出してわたしたちの罪を過小に測る。それは明確な二重規範ダブルスタンダードで、あなたが軍人として守ってきた多くのものを裏切っている。……自覚はあるんだよね。さっきの会話の時に、センパ・サザルーフの目を一度も直視出来なかったのがその証しよう拠こ」

　固く奥おく歯ばを嚙かみしめて、青年は押おし黙だまる。パトレンシーナは追つい及きゆうの角度を変える。

「もっと実際的な話をしようか。──一度裏切った人間が二度裏切らないとどうして言えるの？　今はその気になっていても明日は分からない。ううん、ひょっとしたら今この瞬しゆん間かんから次の裏切りに向けた準備を始めているのかもしれない。……あなたはこの先ずっと、背中に寒気を感じながら多くの敵と闘たたかい続けるつもりなの？」

　パトレンシーナは真っ向から青年に問う。そこを曖あい昧まいに捨て置くことは、彼かの女じよには決して出来ない。目の前の男を心底理解出来ないままハロの運命を委ねることだけは。

　長い沈ちん黙もくの末、ゆっくりと女に向き直り、イクタは静かに告げる。

「君たちを信じている。──今はもう、口にする資格があると思っている言葉だよ」

　む、とパトレンシーナが眉まゆ根ねを寄せる。その反応から相手の性格を思い出して、イクタは苦く笑しよう混じりに言葉を付け加える。

「それを根こん拠きよにされるのは、ハロはともかく君は苦手なんだったね。じゃあ、蛇だ足そくだけど少し理り屈くつを足してみよう。──君は過か酷こくな環かん境きようからハロを守るために生まれた別人格。そうだよね？」

「……それは、そう」

「裏を返せば、ハロを守るという一点にかけて、君は誰だれよりも誠実なわけだ。彼かの女じよに代わって手を汚よごして、彼かの女じよに代わって罪を犯おかして──君はずっとハロの心を守ってきた。これまでにどれほどの裏切りを重ねてきたとしても、その来歴にだけは一点の揺ゆるぎもない」

　相手の目をまっすぐに見て、イクタは言い切る。パトレンシーナは思わず仰のけ反ぞった。このひねくれた男が時たま見せるまっすぐな部分は、彼かの女じよをひどく落ち着かない気持ちにさせる。

「僕ぼくが守りたいものも、君と同じだ。だから今後、君が僕ぼくを裏切る理由は何もない。とてもシンプルな話だと思わないかな」

　彼かの女じよのために用意された論理。それを受け入れられるかどうか慎しん重ちように吟ぎん味みしているパトレンシーナを横目に、イクタはふと視線を落とす。

「そして──他に指し摘てきされた点については、返す言葉なんて何もない。全て君の言う通りだ」

　続く声ににじむ葛かつ藤とうの重さに、パトレンシーナはハッとして相手を見つめる。

「公明正大な立場から仲間の罪を裁くくらいなら、仲間と一いつ緒しよに同じ罪を犯おかしたい──昔から僕ぼくはそういう人間だ。だから騎き士し団の内と外で明確な線引きを行っている。これより内側にいる仲間は何があろうと守る、とね。……要するに結論ありきなんだよ。君たちを許すか許さないかなんて一度も思おもい悩なやんだことがない。君たちをどうやって守るか、それしか僕ぼくは考えていない」

　そう言って彼かれがこぼしたため息には、自じ嘲ちようと含がん羞しゆうとが同じ割合で宿っている。……何を守り、何と戦い、時に何を切り捨てるか。戦場で常にそれを問われ続けた彼かれの、それは現時点における自覚的なスタンスだった。

「その一方で、いまや僕ぼくは帝てい国こく全軍にあまねく軍規を敷しく元げん帥すいなんていう立場でもある。……つくづく眩暈めまいがするよ。こんな人間を軍のトップに置いて英えい雄ゆうと崇あがめたのは歴史的な過あやまちに他ならない。きっといつか、この国の誰だれもがそれを思い知ることになる」

　火を吐はくようにつぶやいて、イクタは少しの間押おし黙だまった。感情の整理のために数秒を費ついやし、それから再び顔を上げる。そこにはすでに普ふ段だんの穏おだやかさが戻もどっていた。

「少し逸それたね、話を戻もどそう。……君と向き合ってこなかった事実に負い目を感じていたのは本当だし、それはマシューやトルウェイにしても同じこと。だけど、それをそのまま君を許すための根こん拠きよに転用したのは明白な詭き弁べんだと自覚している。僕ぼくたち以外の誰だれも納なつ得とくしない論理だからね。他人が聞けばさぞかし憤ふん慨がいするだろうさ」

「…………」

「でも、あの場ではあれしかなかった。外の基準を、信しん賞しよう必ひつ罰ばつの正しいものさしを持ち出せば、マシューとトルウェイには決して君を許せなくなる。どんなに許したくても受け入れたくても、体に染しみついた軍人としての規き範はんがそこに至るまでの道を閉とざす。……だから僕ぼくが詭き弁べんで道を繫つないだ。あのふたりが君を許せるための論理をでっち上げた。どんなに滅め茶ちや苦く茶ちやなものでも、彼かれらが何よりそれを欲ほつしていると分かったから」

　紡つむぐ言葉のひとつひとつが、溺おぼれた人間が水中で吐はき出だす気き泡ほうのようだった。ひどく苦しげな呼吸を挟はさんで、イクタはなおも続ける。

「ヤトリの葛かつ藤とうは、彼かれらをさらに上回っただろう。以前の彼かの女じよなら己おのれを殺して君を裁きの場に連れ出したはずだ。勅ちよく命めいに従って僕ぼくを討うとうとしたあの時のように。

　でも──今の彼かの女じよは違ちがう。僕ぼくの中に融とけている、ここに在る彼かの女じよの結論は」

　声の震ふるえを止めて、それだけは揺ゆるぎなく断言する。自分の中に宿るヤトリシノ・イグセムの意思を。

「騎き士し団はシャミーユの揺ゆり籠かごだ。誰だれも欠けてはならない。絶対的に必要なんだ──彼かの女じよがまだ子供でいるうちは」

　そう言い切ると同時に、両手で相手の肩かたをつかんで、半ば抱だきしめるようにしてイクタは告げる。

「ハロ、パトレンシーナ。……僕ぼくたちには仲間として君たちを受け入れることは出来る。でも、本当の意味での赦ゆるしは決して与あたえられない。なぜなら君の罪はすでに僕ぼくたち全員の罪だからだ。その罪を裁く正当な権利を持つのは、君たちの工作によって傷付き命を落とした兵士たちと、彼かれらの犠ぎ牲せいの後に遺のこされた人々だけだ」

「…………っ……」

「だから、僕ぼくも──いちばん敬愛する人の前で、もう二度と胸を張れない」

　そしてイクタは思い出す。──詭き弁べんを押おし通とおすために欺あざむかざるを得なかった全ての人々。彼かれらに対して背負った不可視の負ふ債さいと、その途と方ほうもない重み。とりわけ指揮下にあった兵士たちの死に対して誰だれよりも負い目を感じているのは、その現場でもっとも高い立場にいた将校に違ちがいなく。

「……サザルーフ准じゆん将しよう。……この先ずっと、あなたには許しさえ乞こえません……」

　決して欺あざむきたくなかった相手の名前を、青年は口にする。透とう明めいなしずくが数滴てきこぼれ落ちて、女の胸むな元もとを濡ぬらしていった。
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「陛下、昼食が届いたであります」

「入れ」

　執しつ務む室で判子を片手に書類の山と向き合っていたシャミーユは、自室の扉とびらを守る近衛このえ兵長ルカーンティの声を受けて、視線を書面から上げないままそう応じた。

「失礼致いたします。……陛下、その……今日もこれでよろしいのですか？」

　台車に載のせて食事を運んできた侍じ従じゆうの女性が、机の上に皿を並べながら戸と惑まどいがちに問いかける。そちらにちらりと視線を向けて、シャミーユは素っ気なく答えた。

「……問題ない。トウモロコシ粉のパンが二枚、肉野菜の炒いため煮に、発はつ酵こう乳と果物を適てき宜ぎ。全て余の指示通りだ」

「……そ、そうですか。では、これにて……」

　配はい膳ぜんを済ませた侍じ従じゆうが一礼し、粛しゆく々しゆくと部屋を去っていく。食事は書類の山をひとつ片付けてからと思い決めて、シャミーユはなおも手を休めない。が、そこに再び近衛このえ兵長の声が届いた。

「陛下。続けざまで恐きよう縮しゆくですが、面会を希望されている方がおられます」

「面会？　誰だれだ？」

「ヴァッキェ殿どのであります。本人曰いわく、『お昼ごはん一いつ緒しよしようぜ！』とのことで」

　聞いた瞬しゆん間かん、判を押おす場所が盛せい大だいにずれた。休みなく動き続けていた彼かの女じよの手がそれでついに止まり、政務に向けていた思考も来客に向けざるを得なくなる。

「……いささか頭が痛いが、ソロークが抜ばつ擢てきした人物を無む下げには出来ぬな。……ここに通せ」

「了りよう解かいであります」

　ルカーンティが即そく応おうして彼かの女じよの意思を伝え、それを受けた侍じ従じゆうが廊ろう下かを走る音が遠く響ひびき渡わたる。さらに数分を置いて来客の気配が近付き、シャミーユの前で両開きの扉とびらが勢いよく開いた。

「ジャジャジャジャーン、お昼のお供にわたしちゃん登場！　ひとりぼっちでマズメシ食ってる可哀かわいそうな子はいねがー！」

　開口一番に叫さけぶヴァッキェ。予想を遥はるかに下回る登場っぷりに、女じよ帝ていはこめかみを指で押おさえて呻うめいた。

「……口を付ける前で幸いであった。今の衝しよう撃げきで喉のどに詰つまらせていたかもしれぬ」

「またまた冗じよう談だんが上手うまいんだからー！　でも良かった、わたしもお弁当持ってきたから一いつ緒しよに食べられるね。あ、この椅い子す借りるよ？」

　執しつ務む用とは別に置かれた普ふ段だん使いの籐とう椅い子すに目を付けて、ヴァッキェはそれをシャミーユの机の前に引きずっていく。さらに持ってきた弁当を勝手に机の上に広げるに及およんで、女じよ帝ていは盛せい大だいに眉まゆ根ねを寄せた。

「……同席を求めた覚えはなく、着座を許した事実もない。今さら尋たずねるのも詮せん無ないが、宮きゆう殿でんへ参さん内だいするに当たって最低限の礼れい儀ぎ作法を身に着けようとは思わなんだのか？」

「ん、ヨルガが教えてくれたけど全部聞き流した。お行ぎよう儀ぎとかお作法とか、その手のものは昔から嫌きらいなんだ、わたし。シャミーユは得意なほう？」

「得意も不得意もない。それらは皇族が生きる上で呼吸も同然に身に着けていくものだ。……というかそなた、聞き間ま違ちがえでなければ今、一いつ切さいの敬けい称しようを省いて余を名前で呼ばわったか？」

「うん、呼んだよシャミーユって。これはイクタ兄からの指令でね。私的な場では決してあなたを『陛下』と呼ばないように、だってさ」

　む、と言葉を詰つまらせるシャミーユ。イクタの名前を出されると彼かの女じよは弱い。相手の能天気な笑え顔がおをしばらくにらんだ末に、彼かの女じよは軽くため息をついた。

「……思おも惑わくがどこにあるのか摑つかみかねるが、ソロークの意思とあっては断れぬ。その点は承知した。余人の介かい在ざいしない私的な場でのみ、余を名前で呼ばわることを許そう。あまり愉ゆ快かいではないがな」

「名前で呼ばれるのは嫌きらい？」

「場合による。が──親しくもない相手から一方的に馴なれ馴なれしくされるのは、大たい抵ていにおいて不ふ愉ゆ快かいなものであろう」

「んー、それは確かに」

　しかつめらしく腕うでを組んで考かんがえ込こむヴァッキェ。が、それも五秒と続かず再び口を開く。

「でもでも、わたしはすっごくシャミーユに親しみを感じてるんだよね。例えばその食事とか」

「……？　余の昼食がどうかしたか？」

「どうかしたっていうか、あり得ないくらい質素でしょ。位の低い文官のお昼ごはんだってもう少し豪ごう華かだよ。品数も少ないし、そのパンに至っては小麦粉ですらないんじゃない？」

　そう指し摘てきして、机の上に配はい膳ぜんされた食事をまじまじと眺ながめる少女。シャミーユは鼻を鳴らした。

「何を言うかと思えば……。軍事費による圧あつ迫ぱくから緊きん縮しゆく財政を敷しいている現状、日々の食事に贅ぜいを尽つくす余よ裕ゆうなどあろうはずもない。パンの原料はトウモロコシ──新たな主要穀物として地位向上を見み込こまれている作物で、加工した際の食味を余の口でも確かめているところだ」

　もう書類仕事どころではないと考えて、シャミーユも自分の食事に手を伸のばした。トウモロコシ粉のパンを一口分ちぎって口に含ふくみ、もぐもぐと咀そ嚼しやくする。

「……ふむ。小麦のパンには及およばぬまでも、初期に比べれば食味は大きく改善したか。これならばじゅうぶん常食に耐たえようが……」

　パンの味を分ぶん析せきしていたシャミーユだが、ふと目の前から熱い視線が注がれていることに気が付く。黒い両目を爛らん々らんと輝かがやかせて自分を見つめる科学者の少女に、ちょっとした気味の悪さを覚えながらシャミーユは尋たずねる。

「…………なんだ、ヴァッキェ三等文官。そのように余をじろじろと見つめて」

「シャミーユちゃん超かっけぇ」

　返ってきた言葉は予想のまったく外だった。なんら脈みやく絡らくのない賞賛を受けたシャミーユは、その雑すぎる言葉が本当に賞賛なのかも確信が持てず、ひたすら当とう惑わくして相手を見返す。

「か……かっけぇ？」

「うん。格好いいよ、あなたは。その若さで皇こう帝ていとして国家を切り盛りするばかりか、反乱が起こる度たびに片かたっ端ぱしから自分で出向いて鎮ちん圧あつして、ごはんを食べてる時まで民たみ草ぐさの暮らしに思いを馳はせている。こんなスーパー少女を超ちようかっけぇと呼ばずして何と呼ぶのさ？」

　そこまで聞いたところで、女じよ帝ていの中でもようやく脈みやく絡らくが繫つながった。同時に自じ嘲ちようと苛いら立だちが込こみ上あげる。シャミーユは口元に嘲あざけりを浮うかべて科学者の少女を見やった。

「……そなたの目は曇くもっているな」

「ん？」

「本当に優すぐれた君主はそもそも反乱など起こさせぬ。本当に民たみのことを思いやる君主は最初から彼かれらを飢うえさせぬ。余が名君ならざるからこそ世は乱れ、民たみは飢うえ苦しんでいる。その因果に疑う余地は露つゆほどもない」

　全ては自分が至らぬせいだ、と。女じよ帝ていが口にした責任の所在は、彼かの女じよの中では余りにも自明のこと。が、ヴァッキェはきょとんと首を傾かしげて即そく座ざに反論する。

「その言い分は科学的じゃないね。だって、全てあなたが即そく位いしたタイミングの問題に過ぎないもの。先代までの悪政のツケを一手に担になわされているだけ。始まりの地点が悪かったからって、あなた個人の評価には少しも響ひびかないじゃない？」

　悪い状じよう況きようの中であなたは精せい一いつ杯ぱい頑がん張ばっている、と。これもまた、科学者の少女の中ではひたすら当たり前のこと。シャミーユは手にしていたパンを皿に置いて問い返した。

「始まりの地点、か。──それはどこを指して言ったものだ？」

「二年と少し前。あなたが新しん帝ていとして即そく位いしたその瞬しゆん間かんでしょ？」

　その答えを耳にした瞬しゆん間かん、相手との認にん識しきの相そう違いをシャミーユは悟さとる。ひとつ鼻を鳴らし、幼い子供に残ざん酷こくな常識を説くような気持ちで、女じよ帝ていは口にした。

「九百と余年を遡さかのぼれ。そこが余の始まりだ」

「──へ？」

　さすがのヴァッキェも眉まゆ根ねを寄せた。その困こん惑わくを前に、シャミーユは淡たん々たんと続ける。

「帝てい室しつとは血脈の連なりであり、皇こう帝ていは歴代の功罪全てを受うけ継ついで即そく位いする。しかるに、だ──個人としての余など最初からどこにも存在しない。畸き形けいをなして朽くちかけた老樹の幹の先せん端たんに、シャミーユ・キトラ・カトヴァンマニニクという名の節目があるだけなのだ」

　何の疑問もなく少女は言い切った。……世代を越こえて受うけ継つがれる富と罪。皇族という立場に生まれた瞬しゆん間かんから、彼かの女じよは自分がそういう存在であることを教えられている。

「罪は血に宿っている。ゆえに余は生まれながらの暗君であり暴君だ。……わざわざ口にして説くこともなかったな。この宮きゆう殿でんに身を置く以上、その事実をそなたが理解するまでに、さほどの時間は要するまいよ」

　話はここまでとばかりに女じよ帝ていは食事に戻もどる。ヴァッキェはしばらく固まっていたが、時間をかけて言われたことを咀そ嚼しやくすると、かすかに震ふるえる声で尋たずねた。

「……今の、本気で言ってる？」

「図に乗るな。そなたごときを相手に冗じよう談だんを楽しもうなどとは思わぬ」

　シャミーユが険しい面おも持もちで相手を威い嚇かくすると、ヴァッキェはうつむいて押おし黙だまった。ようやくこの相手にも恐おそれを植え付けられたかと、女じよ帝ていは胸を撫なで下おろしかけた──が、

「……あ……」

「？」
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　続く瞬しゆん間かん、小さな体からは考えられないほどの大音量が炸さく裂れつした。鼓こ膜まくを突つき抜ぬけて脳まで揺ゆさぶるような衝しよう撃げきに、シャミーユはパンを取り落としたまま硬こう直ちよくする。

「──な、な」

「こっ、ここっ、こここっ！　これをアホと呼ばずして何と呼ぶ！　なにさその自分をいじめるためだけに編まれたような論理！　歪ゆがんでこじれてねじくれ過ぎて葉っぱガンギマリの彫ちよう刻こく家が作った前衛芸術みたいになってんじゃん！　正しいとか間ま違ちがってるとか以前に、なんかもう誰だれ得とく!?　ねぇそれ誰だれ得とくー!?」

　叫さけぶだけでは飽あき足たらず、ヴァッキェは机に身を乗り出す。目と鼻の先まで女じよ帝ていに顔を寄せて、彼かの女じよは至近距きよ離りから再び言葉を叩たたき付つけた。

「聞けやシャミ公！　宮きゆう殿でんとか帝てい室しつとか、そんなの世界の一部もいいところ！　それどころかカトヴァーナ帝てい国こく全体だって広い世界の一いつ端たんに過ぎない！　つまりどういうことかってーとね、あなたを縛しばっているその偏へん狭きような価値観のほかにも、それこそ星の数ほど物の考え方はあるってことじゃん!?　せっかく頭いいのに一か所に囚とらわれるなよコンチクショー！」

　もどかしさに耐たえかねたように、少女はわしゃわしゃと頭をかきむしる。そんな相手の狂きよう態たいを、シャミーユはひたすら呆ぼう然ぜんとしたまま眺ながめるしかない。何を言われているのか彼かの女じよには一割も分からなかったが、それでもヴァッキェは構わず続けた。

「ってなわけで何度でも言うよ、シャミーユちゃん超ちようかっけぇ！　あなた自身がどう思おうと関係ねー、これは主観という聖域に守られた絶対の真実ゆえに論破は不可能！　悔くやしかったらわたしがドン引きするくらいの悪い子になってみせやがれ！　そんなのどうせ出来ないでしょ、だってあなたは結局良い子だからね！　やーいやーい！」

　女じよ帝ていに向かってべぇっと舌を出すヴァッキェ。なぜか完全に煽あおりに入った相手の姿に、シャミーユはわけも分からず怒いかりを搔かき立たてられる。彼かの女じよは机の上でこぶしを握にぎりしめた。

「……余の忍にん耐たいにも限度というものがあるぞ、ヴァッキェ三等文官。今すぐその口を閉ざして余の前から消きえ失うせろ。さもなくば──」

「さもなくば、なに？　腰こしの剣けん抜ぬくの？　それとも近衛このえの武官さん呼んじゃう？　うわーダッサーしょっぼー。生まれながらの暴君にして暗君たるシャミーユ様は、同い年の小こ娘むすめと口くち喧げん嘩かひとつまともに出来ない腰こし抜ぬけってわけですかー？」

「……ッ！」

「お、今のはかなりムカっと来たみたいだね。いいよーいいよー、そこで大人になられちゃ張り合いがない。わたしは今あなたに喧けん嘩かを売っているんだ。あなたが重んじてきた価値観を大上段から否定しにかかってるんだ。こんなに腹立たしいことはないよね、だったら反発しないなんて有り得ない！」

　ぶちん、とシャミーユの中で何かが切れる。自分が何に対して怒おこっているのかも分からないまま、極きわめて衝しよう動どう的かつ反射的に、彼かの女じよは売られた喧けん嘩かに応じていた。

「──良かろう科学者、そこに直れッ！　もはや首を刎はねた程度では気が収まらぬ！　貴様の救いがたい無む思し慮りよと無分別とを万の語ご彙いを尽つくして侮ぶ蔑べつしきってくれよう！」

「うひょー、初しよっ端ぱなからいい見得切るねぇ！　もちろん全力で受けて立つし！　あーもーやっぱシャミーユちゃん超ちようかっけー！」

[image: ]

　売り言葉に買い言葉が返り、そうして机を挟はさんで始まる壮そう絶ぜつな口くち喧げん嘩か。最初の叫さけび声ごえの時点で部屋に駆かけ込こんできたルカーンティは、しかし、怒ど鳴なりあう両者を前にぽかんと立たち尽つくす。

　誰だれの目にも、それはまるきり子供の喧けん嘩かで──だからこそ、そこに外野が割って入る隙すきはないのだった。




　　　　　　　　　　　　　　　＊




　同日の夕方。基地の務めをやり切って宮きゆう殿でんに戻もどったイクタが、女じよ帝ていの居室に繫つながる廊ろう下かで足を急がせていた。

「ふぅ……なんとか日にち没ぼつぎりぎり。これなら夕食には間に合いそうだ」

　窓から覗のぞく空の橙だいだい色いろを眺ながめながら、青年は微笑ほほえみ混じりにそんなことをつぶやく。毎日の時間を可能な限りシャミーユと一いつ緒しよに過ごすことは、彼かれが元げん帥すいとしての職務の全てに優先して心がけていることだった。

「お晩であります、元げん帥すい閣かつ下か」

　御ご所しよの中を守る武官たちの間を何回か顔パスで通ったところで、すっかり顔かお馴な染じみになった近衛このえ兵長に出で迎むかえられる。イクタは片手を上げて挨あい拶さつに応じた。

「こんばんは、ルカーンティ大たい尉い。お勤めご苦労様。彼かの女じよの部屋まで通してもらうよ」

　うなずいた彼かの女じよがイクタと並んで歩き始める。が、目指す女じよ帝ていの部屋を目前にしたところで、ルカーンティは青年に耳打ちする。

「──ソローク殿どの。僭せん越えつでありますが、ひとつご忠告が」

「ん？」

「お覚かく悟ごくださいであります。今の陛下は、いつになく不ふ機き嫌げんであられますゆえ」

　そういう忠告を受けるのは初めてのことで、イクタは少なからず驚おどろかされた。シャミーユという少女は不ふ機き嫌げんさを表に出すタイプではない。にもかかわらず出てしまっているとすれば、それは今日の不ふ機き嫌げんさが今までの比ではないということであり、

「陛下、ソローク殿どのがお帰りになられました」

「………………通せ」

　その推測を裏付けるように、居室の扉とびら越ごしに響ひびいてきた声は低く沈しずんでいた。案内の役目が済むと、「御ご武ぶ運うんを」と言い残して持ち場に帰っていくルカーンティ。独り扉とびらの前に残されたイクタは、かつてない凶きよう兆ちようをびりびりと肌はだに感じながら、そっと扉とびらを開けて部屋の中へ入る。

「……ただいまシャミーユ。少し遅おそくなったかな。夕飯、ひょっとしてもう食べちゃって──」

　彼かれの体が扉とびらを潜くぐるや否いなや、部屋の中央付近から少女がつかつかと歩み寄って来る。思わず足を止めたイクタの目前まで一息に間合いを詰つめて、彼かの女じよはすぅと肺を目め一いつ杯ぱいまで膨ふくらませ、
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　帰りを待ちわびていた青年に向かって、あらん限りの大声でそう叫さけんだ。どこかでそれを予測していたイクタは、耳の中をわんわんと反はん響きようする声に眩暈めまいを覚えつつ、それでも慎しん重ちように言葉を選んで口を開いた。

「…………ミルバキエのこと、だよね」

「他に誰だれがいる!?　今日だけでどれほどの狼ろう藉ぜきを働かれたか、今となっては数えるのも馬ば鹿か馬ば鹿かしい！　礼節にはまったく無む頓とん着ちやく、失言にはどこまでも無自覚、それでいて物言いはずけずけとひたすら図ずう々ずうしい！　そなたの抜ばつ擢てきでなければ今日だけで百回は解かい雇こを言いい渡わたしているところだ！」

「うん、いや、言ってることはよく分かるよ。どういうやり取りがあったかまで八割がた想像がつく。あなたの怒いかりはもっともだ。だから遠えん慮りよなく存分に、あんな危険物を官職にねじ込こんだ僕ぼくの歴史的迷人事を罵ののしって欲ほしい」

「そなたを責めているのではない、余がどうしようもなく罵ののしり足りぬのはあの女だ！　マィリゥウィーンヴァッキェン・シャットウィェッタニェルシスカッツ！　どんな環かん境きようでどういう育ち方をすればあのような人格が出来上がる!?　あれに比べれば大衆喜劇の登場人物のほうがよほど物静かで常識的であろう！」

「よくフルネーム嚙かまずに言えるね……」

「会議の場では他の臣下を差し置いて公然と余に抗こう弁べんする！　それはまだしも剛ごう胆たんと評価し得るとして、今度は何がなくとも向こうから寄って来て好き放題に喋しやべり始める！　事前の断りもなく弁当片手に執しつ務む室へ押おしかけられた時の余の困こん惑わくが想像出来るか!?　礼に沿って約したところで数か月は待たせることがざらである皇こう帝ていとの会食が、学友を昼食に誘さそうのと同じ感覚なのであるぞあの女にとっては！」

「うん……馬ば鹿かなんだあいつ……」

「それほどの無礼を重ねておきながら、あやつは馴なれ馴なれしく余をシャミーユと呼ばわる！　そなたから許きよ諾だくを得ているのを良いことに、余がどれだけ主従の線引きを促うながしても一向意に介かいさぬ！　いくら突つき放はなしても暖簾のれんに腕うで押おし、挙句に正面から余を挑ちよう発はつしてきた！　く、口くち喧げん嘩かひとつまともに出来ない腰こし抜ぬけと！」

　わなわなと肩かたを震ふるわせてうつむく少女。それはイクタが初めて目にするシャミーユの姿だった。

「百歩譲ゆずって──否、百万歩譲ゆずって！　大器無辺の君主を気取り、それら全てを些さ事じとして捨て置いても良い！　だが──だが何より、何より腹に据すえかねるのはっ！」

「うん、うん……」

「あやつの言動の節々に、時折そなたの姿が重なることだっ！　まだ出会ったばかりの頃ころのそなたの姿が！　それが何よりも苛いら立だたしく、腹立たしく、許しがたく──余は、余は────っ！」

　高まり過ぎた感情が言葉を超こえていき、少女の口からはそれ以上何も出て来ない。その瞬しゆん間かん、イクタは両りよう腕うでで思いきりシャミーユを抱だきしめた。

「……互たがいに尖とがってた頃ころに交流を持ったからね。あいつの性格には良くも悪くも僕ぼくの影えい響きようがあるんだ。ごめんねシャミーユ。あいつの無神経さに、あなたはすごく腹を立てたよね」

「…………う──────────っ……！」

　自分を抱だきしめる腕うでの中で、感情を持て余した少女がぽかぽかと青年の胸むな板いたを叩たたく。その可か愛わいらしい衝しよう撃げきを余さず受け止めて、イクタは相手の耳元でそっと囁ささやく。

「あいつと喧けん嘩かしてる間に思ったこと、感じたこと、ぜんぶ僕ぼくにぶつけてよ。いくらでも怒ど鳴なっていいし叩たたいてもいい。抓つねっていいし引ひっ搔かいてもいい。でも安心して──あなたの気が済むまで、僕ぼくはずっとここにいるから」

　彼かの女じよの吐はき出だしたい想おもいがある限り、いくらでも受け止めようと青年は決めた。女じよ帝ていではなく、ただひとりの子供としてシャミーユを腕うでの中に抱だきしめながら。







　結果として、夜の十時を回ったところで、彼かの女じよの体力が尽つきた。

「……怒おこり疲つかれて、そのまま眠ねむっちゃったか」

　寝しん台だいの上、自分の膝ひざに頭を横たえて、すぅすぅと寝ね息いきを立てる少女。年相応にあどけないその姿を眺ながめながら、イクタは優やさしく金色の髪かみを梳すいてやる。

「……昼からの数時間、自分と帝てい室しつに向ける以外の怒いかりが彼かの女じよの思考を占せん拠きよしたと見えるな。並外れて自制心の強いこの娘むすめをして、僕ぼくに当たり散らさなきゃ耐たえられないほどに心を揺ゆさぶった、か」

　その事実にある種の感動さえ覚えて、イクタはぽつりとつぶやく。

「良い仕事だよ、ヴァッキェ。──それでこそお前を呼んだ意味がある」




　　　　　　　　　　　　　　　＊




「たらいま～」

　同じ頃ころ、宮きゆう殿でんの片かた隅すみに建つ官舎。その一階に用意されたヨルガ・ダイムダリツ三等文官の居室に我わが物もの顔がおで突つっ込こんで、ヴァッキェは一言そう言った。机に向かって経費削さく減げんのアイディアをまとめていたヨルガが眉まゆ根ねを寄せる。

「……いや、ただいまって、ここはオマエの部屋じゃないからな？　迷わず服を脱ぬいで寝しん台だいに腰こしかけるのは完全におかしいからな!?」

「え～、も～いいじゃんここで～。今日はエネルギー使ったから部屋に帰るの面めん倒どうでさ～。ここで寝ねかせて～」

　言うなり寝しん台だいにどさりと突つっ伏ぷす少女。ヨルガが慌あわてて椅い子すから立ち上がる。

「ひとつきりの寝しん台だいを取られたら、ボクは一体どこで寝ねるんだよ！　ほら起きろっ、動かないならオマエの部屋まで担かついでくぞ！」

「そりゃ楽ちんでいいね～。おまかせ～」

　もはや自分では指一本動かさないと決めたかのように、ヴァッキェはされるがまま旧知の科学者に身を委ねている。半ば諦あきらめた面おも持もちで彼かの女じよを担かつぎ上あげようとしたヨルガは、そこでふと異変に気付いて目を見開いた。

「……？　オマエ、頰ほおのそれどうした」

　そう言ってヴァッキェの顔を指さす。より正確には、そこにくっきりと張り付いた手のひらの形の赤い痣あざに。

　指し摘てきされた本人はにひひと笑って、むしろ誇ほこらしげに言ってのけた。

「見て分からない？　──本日最大の成果ってやつ」
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　一キロの彼方かなたから響ひびき渡わたる弾だん着ちやく音。同時にくっきりと舞まい上あがった着ちやく弾だん煙えんを望遠鏡越ごしに目にして、小太りの青年は感かん嘆たんの声を上げた。

「……うぉぉ……」

　彼かれのすぐ隣となりで、黒くろ髪かみの青年と翠すい眼がんの青年も同じ光景を見守っている。着ちやく弾だん観測を終えてレンズから目を離はなしたイクタが、その結果に軽くうなずいた。

「……うん、着ちやく弾だん地点の誤差も許容範はん囲い内。だいぶ手こずったみたいだけど、ようやく実用の域に達したかな」

　そう言うと、目の前に据すえ置おかれたそれ──中空へ向かって斜ななめにそびえ立つ鉄の塊かたまりに手をかけて、イクタは口火を切る。

「さて、改めて説明しようか。これが爆ばく砲ほう。火ひ精せい霊れいの生み出す『揚よう気き』の爆ばく発はつ力を利用した高威い力りよくの制圧兵器だ。キオカに後おくれを取ること著いちじるしいけど、シャミーユの即そく位いによる方針転てん換かんやアルデラ本部国との国交断絶やらが重なって、やっと帝てい国こくでも製造出来るようになった」

　内乱のどさくさに紛まぎれてなし崩くずし的に製造を開始したとも言えるが、なんにせよ軍事的な前進には違ちがいない。製造にまつわる諸もろ々もろの問題は端折はしよって、イクタは実用面での説明を続ける。

「ちなみに、サイズで言えばこれは小型の部類。ニモング港沖おきでの海戦の時に拿だ捕ほしたものを真似まねて作ったから、必然的に艦かん載さいが前提の大きさになってるんだ。おそらくキオカのほうではもっと大きいものが作られている。最大サイズとなれば、威い力りよくもこれの比じゃないだろうね」

「これの比じゃないって……どんな威い力りよくだよそれ。もう想像出来ないぞ」

「んー、そうだなぁ……あの辺の建物が一発で木こつ端ぱ微み塵じんになるくらい、と言えば伝わるかな」

　さらりと恐おそろしいことを言ってのけるイクタ。背筋に寒気を覚えたマシューが肩かたを震ふるわせる。

「残念だけど技術的な問題があって、こっちには今の時点でそこまでの大物は作れない。とはいえ悲観することもないんだ。戦場でいちばん取り回しのいいサイズはこれくらいだからね」

　楽観的にイクタは言ってのけた。もっと大型となると防衛戦用の固定砲ほう台だいか、さもなければ部品の状態で持ち運んで現地で組み立てることになる。それらも使いようによって強力には違ちがいないが、もっとも汎はん用よう性の高いサイズから習熟していく流れは間ま違ちがっていない。

「まず、ふたりにはこれの性能を熟知してもらう」

「これから主力になる新兵器だものね。やっぱり従来の風ふう臼きゆう砲ほうとは根本的に違ちがうのかい？」

「基本的に別物と思っていいな。使うのが揚よう気きだから、扱あつかう際の注意点も段だん違ちがいに増えてる。整備・点検・運用──それぞれの局面で今までとは違ちがった慎しん重ちようさが必要だ。砲ほう兵へい部隊そのものも火ひ精せい霊れい持ちの兵を中心として新たに編成しなけりゃならない」

　それは今やってるところだけど、とイクタは言い添そえる。小太りの青年は思い出したように彼かれを振ふり向むいた。

「……気を抜ぬくと忘れそうになるけど、おまえってもう元げん帥すいなんだよな……。この際聞くけど、軍のいちばん上から組織を見下ろすのはどんな感じだ？　やっぱりこう、見えてくる景色が違ちがったりするのか……？」

「面めん倒どうくさい、この一言に尽つきるね。唯ゆい一いつの救いは、僕ぼく自じ身しんが楽を出来るように軍をいじくれることくらいかな」

　感かん慨がいもへったくれもない感想にがっくりと肩かたを落とすマシュー。トルウェイが励はげますようにその背中を手で軽く叩たたいた。

「話を戻もどそう。──爆ばく砲ほうの取とり扱あつかいについて色々話したけど、ぶっちゃけその辺りは砲ほう兵へいの仕事だ。兵を指揮する側は概がい要ようを把は握あくしていればいい。それについても今度僕ぼくが講師になって将校向けの講座を開くから、ふたりともちゃんと出席してね」

「おまえと違ちがってサボったりはしないよ……。で、おれたちには具体的に何をさせたいんだ？　こうして一足先に呼び出したってことは目的があるんだろ？」

　こくりとうなずいてふたりに向き直り、イクタは改まって告げる。

「マシュー、トルウェイ。──現状、ふたりの指揮する大隊が名実共に帝てい国こく軍の最さい先せん端たんだ。とりわけ散さん兵ぺい戦術の練度については他に並ぶ部隊がない。それはつまりこの先、他の部隊は君たちのやり方を参考に用兵術を磨みがいていくということでもある」

「お、おう。そう言われると、なんだか肩かたにズシっとくるな……」

「……責任の重さは弁わきまえているつもりでいるよ。これからはぼくが範はんとなって──あぅっ!?」

　張はり詰つめた面おも持もちで心構えを口にしかけたトルウェイの額に、イクタがバチンとでこぴんを直ちよく撃げきさせる。涙なみだ目めでおでこを押おさえる相手を、黒くろ髪かみの青年は鼻を鳴らして見つめた。

「勝手に話をまとめるなイケメン。誰だれも責任を自覚しろなんて言っちゃいない。僕ぼくが言いたいのはむしろ逆で、お前がそんな難しい顔をしてる限りは誰だれも後に続かないってことだ」

「ええっ!?」

「だーかーらー、無自覚に参入のハードルを上げるなって言ってんの。技術的にいちばん先を行ってるお前が張はり詰つめた雰ふん囲い気きばっかり漂ただよわせてると、同じことを学びたい人間は腰こしが引けるだろ？　それともお前は狙そ撃げきや散さん兵ぺいの技わざをレミオンの専売特許にしたいのか？」

「う──ううん、そんなことはないよ！　ぼくはむしろ、自分の技術をひとりでも多くの兵士に伝えたくて……！」

「だったらそれ相応の態度を取れっての。広く門戸を開いて技術の普ふ及きゆうに努めろ。……もうずいぶん前に言ったことだけど、いまここで繰くり返かえすぞ。楽な戦争こそが正しい戦争だ。お前ばっかり苦労している限りは、その実現には程ほど遠とおい」

　そう言われた瞬しゆん間かん、トルウェイはハッとした顔になる。次代の戦場を切り開く者としての責任感に押おされる余り、またしても視野が狭せまくなりかけていた自分に気が付いて。

「さしあたり、その眉み間けんにシワが寄らなくなったら及きゆう第だい点だ。僕ぼくがいない時も油断するなよ。また元に戻もどってるのを見かけたら、すぐに駆かけ寄よっていって何度でもバチンとやるからな」

　そう言って左手の中指と親指に力を込こめるイクタ。翠すい眼がんの青年がこくこくとうなずいたのを確かく認にんすると、ようやく手を引ひっ込こめて、かと思えばその場でくるりと身をひるがえす。

「さて──そんなわけで、僕ぼくは宮きゆう殿でんに戻もどる」

「はぁ!?　何言ってんだ、まだ午後一時だぞ!?」

「分かっちゃいるけど、今日はどうしてもシャミーユのそばにいたくてね。後は君たちに任せる、それじゃ！」

　言うが早いかふたりを残して歩き出す。杖つえ突つきとは思えない速度で遠ざかっていく彼かれの背中を、マシューは呆あきれ混じりに見送る。

「……あいつ、すっかり陛下に過保護になったなぁ」

「それだけ彼かの女じよを大切にしているんだよ。良いことだと思うな、ぼくは」

　そう言って微笑ほほえむトルウェイ。マシューは肩かたをすくめて「まぁな」とつぶやいた。







　一方──そんな三人の様子をやや離はなれた位置から見守る、背の高い女の姿があった。

「……ねぇ、パトレンシーナ」

　仲間たちの姿を遠く眺ながめながら、ハロは自分の中にいるもうひとつの人格に向かって声をかける。さながら木こ霊だまが返るように、まもなく応答があった。

　──ハロ。最近そうやってわたしに話しかけることが多いけど、やめたほうがいい。

「…………」

　──わたしとあなたの意識は元来、こんな風に並へい行こうしているものじゃなかった。わたしが眠ねむっている時はあなたが起きていて、あなたが眠ねむっている時はわたしが起きていた。それがなぜだったか──今さら言うまでもないでしょ？

　その問いにぐっと唇くちびるを嚙かみ、ハロは答える。

「……わたしの心を守るため。あなたが犯おかした罪からわたしを切きり離はなして、無自覚でいさせ続けるため……だよね」

　──そう。でも、イクタ・ソロークにしてやられたあの一件からそれが変わった。境界が曖あい昧まいになってしまったんだよ。仲間に丸ごと受け入れられたあなたは、本当の意味で安らげる居場所を得て……だからこそ、わたしの犯おかしてきた罪を直視し始めている。

　強い危機感をはらんだ忠告。ハロは息を吞のんだ。他でもないパトレンシーナから為なされたそれは、彼かの女じよにとって軽いものでは決して有り得ない。

　──何もかもパトレンシーナわたしがやったこと。ハロの心を守り続けてきたその仕組みを、あなたは本気で捨て去る気なの？　怒おこってるわけじゃない、わたしは恐おそれているんだよ──あなたが罪悪感で潰つぶれてしまうのを。わたしがこれまで流してきた血の量は、そのくらい桁けたが違ちがう。

　言われたハロはきつくこぶしを握にぎりしめる。……彼かの女じよの危き惧ぐはおそらく正しい。だとしても、それを理由に躊躇ためらう気には少しもなれない。

「……だいじょうぶ。潰つぶれている暇ひまは、ないから」

　決意のもとにハロは言い切る。この先も「騎き士し団」の仲間で在り続けることを許され、そのために仲間たちに同じ罪を負わせた。その事実をどう受け止めて、どう生きていくか──スパイとしての敗北から今日まで、彼かの女じよはそれをひたすら考かんがえ抜ぬいてきていた。

「だから、ね。今までのわたしじゃ、もう足りないんだ」

　──…………ハロ。

「あなたの力があれば、もっと出来ることが増える。そうだよね？」

　──ハロ！

　相手が至ろうとしている結論を察して、パトレンシーナは強い声でそれをさえぎる。頑がん固こな妹をたしなめる姉のように、彼かの女じよはなおも続けた。

　──落ち着いて、それだけはダメ。あなたが意図してわたしの力を用いたなら、そこにはもう何の言い訳も利きかなくなる。境界もへったくれもない。良い子のハロで居続けるための最後の一線を踏ふみ越こえてしまう。

「……それは……っ」

　──はっきり言うけど、わたしには他人を痛めつけることを快楽とする嗜し好こうがある。裏切りを悦えつ楽らくと感じる歪ゆがみがある。そんなわたしとの境界が失われるということは、とりもなおさずあなた自身が快楽殺人者になるということ。愉しんで人を殺した──これから犯おかす罪の如何いかんに拘かかわらず、その過去はもう変えられない。

「…………ッ」

　──わたしが身に着けた技術はそういう類たぐいのものばかり。詐さ術じゆつ、尋じん問もん術、拷ごう問もん術──使ったが最後、直接に明るい結果をもたらすものなんてひとつもない。物は使いようなんて言うけどね、それを使うこと自体によって精神が歪ゆがめられる類たぐいの技術だって世の中にはある。そんな形で良い子のあなたが失われていくことを、あなたの大好きな彼かれらが望むと思う？

　反論が口に出来ず、ハロは歯は嚙がみして押おし黙だまる。無力感、焦しよう燥そう感、罪悪感、そして何よりも仲間への想おもい──それら全てに責せめ苛さいなまれて危あやうい状態にある彼かの女じよに、パトレンシーナは努めて冷静に語りかける。

　──逸はやらないでハロ。あなたに危険が及およべば、わたしが表に出て何とかする。これからは「騎き士し団」の面々も最優先で守る対象に含ふくめる。それで納なつ得とくして。わたしたちの人格は現在進行形で綱つな渡わたりを続けているんだよ。うかつに動いて足を滑すべらせれば、そのまま崩ほう壊かいに繫つながりかねない。

　ハロの心を守るために生まれた彼かの女じよの、それは誠意に満ちた忠告。従うべきだと知りながらも、それに従うばかりでは果たせない多くの物事が脳のう裏りによぎり、ハロの心を焦あせらせる。

「……わたしは……！」










　同じ頃ころ。宮きゆう殿でんの一角では、その結果について誰だれも予想出来ない類たぐいの接せつ触しよくが起ころうとしていた。

　近衛このえ兵長ルカーンティ・ハルグンスカの任務は、もっぱら女じよ帝ていの護衛と宮きゆう殿でん内の警備だ。部下がシャミーユの身辺を守っている間は、衛兵たちの指導も兼かねて宮きゆう殿でんを見回ったりもする。たった今もその最中だったが、廊ろう下かを歩いていた刹せつ那な、予想外の角度から声が降ってきた。

「……コンニチハ」

「むっ!?」

　とっさに後ずさって剣けんの柄つかに手をかける騎き士しの娘むすめ。その視線の先には、天てん井じようからコウモリのような姿勢で上下逆さまでぶらさがる少女──ヴァッキェ三等文官の姿があった。

「天てん井じように立つとは面めん妖ような！　ヴァッキェ三等文官、貴公は妖よう魔ま異い怪かいの類たぐいであったか！」

「ははははは！　驚おどろいてくれて嬉うれしいけど、そんな非科学的な存在では断じてなーい！」

　そう言って天てん井じようから足を離はなし、空中で半回転して颯さつ爽そうと床ゆかに降り立つ──はずだった。少なくとも少女自身のプランはそうだったが、実際には最初の一手で崩くずれ去さった。足が動かなかったのだ。

「……あれ？　こ、固定部分にっ、手が届かないっ……。……も、もう腹筋がっ」

　天てん井じように立つための仕し掛かけが仇あだになり、少女は身動きが取れなくなっていた。その珍ちん妙みような有あり様さまをきょとんとした顔で見上げていたルカーンティだが、やがて頭上で泣きが入る。

「……お、降りられない～。ルカちゃん助けて～」







「──なんだ、天てん井じように足をくっ付けていただけでありますか」

　近くの部屋から足場を持ってきてヴァッキェを助けてやった後、床ゆかに下ろした彼かの女じよと天てん井じように残った仕し掛かけを見比べて、ルカーンティはがっかりした面おも持もちでそう言った。

「残念至し極ごく。数多あまたある騎き士し道物語の中には、善悪を問わず人ならざる者も多く出てくるのであります。ついに小官にもその時が来たかと大いに奮い立ったのでありますが」

「いや～面めん目ぼくない。あなたが通りかからなかったら、頭に血が上って大変なことになってたよ」

　照れくさそうに頭を搔かくヴァッキェ。と、ふいにその両手が白衣の懐ふところに差し入れられたと思うと、大量の焼き菓が子しを指の間に挟はさんだ状態で再び抜ぬき出だされた。

「そんなわけで、これはお礼の印！　どうぞ遠えん慮りよなく食べてね！」

「ありがたくありますが、騎き士しは代だい償しようを求めぬもの。お心だけ頂くであります」

「じゃあお礼ってのはナシにして、単におやつの時間に付き合ってって言ったら？」

「お付き合いしたいのは山々でありますが、やはり任務中におやつは頂けないのであります」

　焼き菓が子しからぐっと視線をそむけて誘ゆう惑わくを断たち切きるルカーンティ。残念そうに自分で一枚口にしながら、ヴァッキェは再び相手に話しかけようとして、

「──あなたたちは、宮きゆう殿でんの廊ろう下かで何をしているのですか？」

　ふたりの背後からまとわりつくような声がかかった。ルカーンティがすぐさま振ふり向むいて敬礼する。

「これは狐きつね殿どの。小官はただいま、ヴァッキェ殿どのにおやつの誘さそいを受けていたところであります」

「愚ぐ昧まいな返答に頭を痛めます。神聖な空間をあなたたちの俗ぞく事じで汚けがすなと、私はそう言ったつもりですが」

　軽けい蔑べつを込こめた言葉が男の口から吐はき出だされる。最高等文官を示すカーキ色の装しよう束ぞくに身を包んで、佞ねい臣しんトリスナイ・イザンマがそこに立っていた。誰何すいかするまでもなく相手の素す性じように思い当たったヴァッキェが、興味深げな視線を相手に向ける。

「──なるほどね、あなたが噂うわさのトリスナイ・イザンマか。これは確かに風格あるなぁ」

「出だし抜ぬけに初対面の人の名を呼ぶものではありません。あなたは？」

「マィリゥウィーンヴァッキェン・シャットウィェッタニェルシスカッツ。ひと月前から三等文官の役職に就ついている若じやく輩はいだよ。至らぬ後進だけど、よろしくね宰さい相しようさん」

　相手とは対照的に邪じや気きのない笑えみを浮うかべて挨あい拶さつするヴァッキェ。その敵意のなさに意表を突つかれてか、トリスナイは続く言葉を数秒考え、

「──うわぁ。なんだこりゃ」

　結果として、そこにさらなる人物が参入することになった。折良く──あるいは折悪あしく廊ろう下かを通りかかったイクタ・ソロークだ。

「やっほーイクタ兄！　今日も職場をいち抜ぬけとは図ずう々ずうしいね！　あ、お菓か子し食べる？」

　そう言って再び白衣の中から焼き菓が子しを取り出すヴァッキェ。目の前に突つき出だされたそれから一枚手に取って口に放ほうり込こみつつ、イクタは目の前の仇きゆう敵てきと視線を合わせる。

「……イクタ・サンクレイ。私は今しがた、この者の口から妙みようなことを聞いたのですが」

「そいつが文官だってことなら本当だ。僕ぼくがねじ込こんだからな」

「いぇーいお墨すみ付つきー！　偏へん向こう人事サイコー！」

　両手を振ふり上あげて身も蓋ふたもないことを言ってしまう張本人。その姿を横目に、トリスナイは真顔で尋たずねた。

「…………………正気ですか？」

「…………………………………………正気だとも」

　回答までには長い間があった。狐きつねは鼻を鳴らして肩かたをすくめる。

「あなたが陛下に重用されている以上、臣下の登用にまったく口出しするなとは言いません。が、ここは見世物小屋でもなければ保育所でもない。仮かり初そめにも帝てい国こく軍の元げん帥すいたる者がそんなことさえ弁わきまえていないとは思いたくないのですが……」

　揶や揄ゆする言葉と軽けい蔑べつの視線を苦々しく受け止めつつ、イクタは渋じゆう面めんで辛かろうじて声を返す。

「……使えるやつだから呼んだのは確かだ。評価は先送りにしろ」

　迷人事だという自覚はあったので、それ以外に何とも言いようがなかった。そんな彼かれから視線を移して、トリスナイは爬は虫ちゆう類るいじみた視線をヴァッキェに向ける。

「……マィリゥウィーンヴァッキェン・シャットウィェッタニェルシスカッツ三等文官」

　ただの一度もつかえることのない完かん璧ぺきな発音で、男は目の前の少女を呼ばわった。それに目を丸くしながら、ヴァッキェは彼かの女じよにしては珍めずらしい素す直なおさで相手に向き直る。

「──はい？」

「あなたは猿さるか。それとも人か」

　恐おそろしく無礼な質問だった。が、その歯に衣きぬ着せぬ言い方をむしろ気に入って、ヴァッキェは胸を張って回答する。

「いい質問だね。答えはひとつ──人は考えるようになった猿さるである！」

　本人からすれば最高に気の利きいた答えだったが、言われた側は完全に黙もく殺さつした。彼かの女じよの口元に付いた焼き菓が子しの破は片へんを軽けい蔑べつも露あらわに見やり、トリスナイは淡たん々たんと注意する。

「宮きゆう殿でんの全域において、廊ろう下かでの飲食は禁じられています。私語も同様に。自分が猿さるではなく人だと主張するなら、その程度の規律は守ってみせなさい」

　言うなり身をひるがえして廊ろう下かを去っていく。その間ま際ぎわにもう一言付け加えた。

「今日のところはこれで見み逃のがして差し上げる。が──私に猿さるを飼う趣しゆ味みはない。無能を晒さらせばその首、一いつ瞬しゆんの命運と知りなさい」

　紛まぎれもない本気を込こめて釘くぎを刺さし、トリスナイは三人の前を去った。未いまだその気配の残ざん滓しが色いろ濃こく残る空間で、科学者の少女は口笛を鳴らす。

「……ひゅぅー、貫かん禄ろくあるー。ありゃ確かに相手のし甲斐がいがあるね、イクタ兄」

「…………」

「……イクタ兄？　あ痛っ！」

　ヴァッキェの正面に立つや否いなや、イクタはそのこめかみに両手の人差し指をぐりぐりと押おし当あてた。そうしながら、やり切れない心境で妹弟子でしに話しかける。

「……なぁヴァッキェ。いま僕ぼくは、あの狐から常識を疑われるという未み曽ぞ有うの経験をしたわけなんだけど、どんな気持ちだか分かるか？　何文字以内でなら自由に述べられる？」

「いたたたた……！　……か、かっきり十一文字で！」

「よし、言ってみろ」

「穴があれば入りたい！」

　一いつ拍ぱく置いて、ぎゃあー、と少女の悲鳴が宮きゆう殿でんに響ひびき渡わたる。答えが正解だったかどうかはともかく、何を言ったところで、おそらく結果には大差なかっただろう。







　宮きゆう殿でんに着くなり予想外の状じよう況きように出くわしたイクタだったが、その後はすぐ、午前中に引見を済ませて執しつ務む室で仕事を続けていた女じよ帝ていのもとを訪おとずれた。

「──ソローク!?」

　彼かれの姿を認めたシャミーユが慌あわてて椅い子すから立ち上がる。元げん帥すいの立場からすれば今この時間に宮きゆう殿でんへ帰って来られるはずはなく、額に浮うかんだ汗あせからも、彼かれが相当な無理を押おしてこの場に来ていることは明らかだった。

「ふぅ──午前の予定が割と押おしちゃってね。間に合って良かった」

　笑え顔がおでそう言いつつ、イクタは平然を装よそおって少女に歩み寄っていく。その動きを声で制して、シャミーユのほうから彼かれに近付いていって肩かたを支えた。

「無理をするなと言ったであろう……！　以前と違ちがい、今のそなたは脚あしが良くないのだ。もとより今日の会議は文官に向けたものなのだから、強しいてそなたが臨席する必要は……」

「そういうわけにもいかないよ。今日はあの狐きつねが出てくるんだから」

　迷いのない声で青年は言い切る。少女の金きん髪ぱつを優やさしく手で梳すきつつ、彼かれは言葉を続けた。

「さっき一足先に顔を合わせたよ。可か及きゆう的てき速すみやかに記き憶おくから消し去りたいから詳くわしい経けい緯いは話さないけど、本人は相変わらずの様子だった」

「理由をこじつけて数か月ばかり僻へき地ちへ飛ばした程度で、あれの何が変わるものでもあるまい。……脚あしのことを抜ぬきにしても、そなたと向き合わせたくはないのだ。あれはいずれ余が手にかけて終わらせるべき怪かい物ぶつなのだから」

「そこに関しては見解の差があるけど、いずれにしても今日の御ご前ぜん会かい議ぎには奴やつが出てくる。相応の心構えが必要だろうね」

「……うむ」

「ややこしいことに、あの狐きつねはあなたの政敵というわけじゃない。むしろ本人は熱ねつ烈れつな支持者だと主張するだろう。そして、そのねじ曲がった情熱からあなたの心を踏ふみ荒あらす。今回もまた、あなたを理想の君主に仕立てるための仕し掛かけをせっせと拵こしらえてくるのは分かりきってる」

　ぎり、と奥おく歯ばを嚙かみしめる青年。が、彼かれとしても手をこまねいて今日を迎むかえたわけではない。

「だけど、そう上手うまくいくかな。──今日は今までとは少し違ちがうぞ」







　さらに一時間後。シャミーユとイクタを上座に置いた空間で、閣かく僚りようたちが一堂に会していた。

「陛下、ご機き嫌げん麗うるわしゅう。まずもって、宰さい相しようたる私の長期に亘わたる不在をお詫わびさせていただきます」

　そう言って恭うやうやしく頭を垂れるトリスナイ。その姿を、女じよ帝ていは殺意を込こめてにらみつける。

「詫わびる点がずれていよう。貴様を隔かく地ちに除のけたのは余の意思であり、余が何より迷めい惑わくを被こうむっているのもまた、貴様が帰ってきたという事実そのものだというのに」

「陛下が君主として大成された暁あかつきには、私の扱あつかいなどいかようにも。が──あなた様には未いまだ私の力ちから添ぞえが必要であると知っております。たとえ微び力りよくであろうとも尽つくす力のある限りは御ご前ぜんへ馳はせ参さんじます故ゆえ、どうかご安心なさいませ」

　亀き裂れつじみた笑えみを向けられて、シャミーユは久しぶりの嫌けん悪お感に背筋が粟あわ立だつのを感じた。そのまま吐はき捨すてるように告げる。

「……貴様が今なお救い難がたい狂きよう人じんのままであることは分かった。なれば戯言たわごとに耳を傾かたむける不毛な時間は最低限に抑おさえたい。──奏上を許す。報告を行え、狐きつね」

　まがりなりにも発言の許可を得たところで、トリスナイは悠ゆう然ぜんと目礼して口を開く。

「第一に、任地の視察に関しては滞とどこおりなく済みましたことをお伝え申し上げます。北ほく域いきの過か疎そ地の一帯とあっては見るべきものも少なく、二か月もの期間を頂ちよう戴だいしたのはいささか勿もつ体たいなくありましたが。

　そのまま日々を過ごしては禄ろくを無む駄だに食はむことになるため、私としても出来る限りのところまで足を延ばしました。が、その結果、いささか不ふ穏おんなものを目にすることに」

「……不ふ穏おんなもの、だと？」

　女じよ帝ていが目を細めてその先を促うながす。一いつ拍ぱく置いて、狐きつねは君主に問い返した。

「太たい平へい宗しゆう──というものを、陛下はご存じで？」

　耳にした意外な単語に眉まゆ根ねを寄せつつ、シャミーユは淡たん々たんと応じる。

「……帝てい歴れき七二〇年頃ごろに国内で自然発生的に出現した原始共同体。貨か幣へい経済を拒こばみ、自給自足と物ぶつ々ぶつ交こう換かんで成り立つ閉へい鎖さ的な集団であったが、過か酷こくな徴ちよう税ぜいに喘あえぐ貧ひん民みんを取とり込こんで日増しに巨きよ大だい化していったという。神官の中には思想に同調する者も多く、その支し援えんを受けて、完全な解体までには長い時間がかかったとも」

「さすがの御ご知ち見けんでございます」

　満足げに笑って称しよう賛さんするトリスナイ。目の前の少女が優すぐれた君主としての振ふる舞まいを見せた時、この男の心はもっとも満たされる。

「それと同様の集団が現れ、規模を拡大しているのが確かく認にんされました。無論、陛下もすでにご存じであられるとは思いますが」

「……流民たちが集まって独自の規律に基もとづく集落を形成しているとは聞く。が、それを即そく座ざに太平宗と結びつけるのは強ごう引いんではないのか。単純な規模の面においても、歴史上のそれとは比べものにならないであろう」

「観測された当時はそうでしたが、今はさらに膨ふくれ上あがっていることが予想されます。今後についても楽観出来ないでしょう。というのも、件くだんの太たい平へい宗しゆうが最大まで膨ふくれ上あがった時期と比べても、今の帝てい国こくの状じよう況きようは決して良いとは言えないからです」

「良いとは言えない、だと？　貴様、一体どの口で……！」

　率そつ先せんして帝てい国こくを苦境へ落おとし込こんだ張本人を、女じよ帝ていはあらん限りの憎ぞう悪おを込こめてにらみ据すえる。と、隣となりに座すわるイクタが彼かの女じよにそっと手を重ねた。それで落ち着きを促うながされて、少女は何度か深呼吸する。

「……社会不安の高まりと政治への不信が原因にあることは理解出来る。先だってのアルデラ教徒たちによる大だい脱だつ走そう、あれの残り火でもあるのだろう。解体を促うながすためには、流民たちに住まいと職をあてがわなければなるまいが……」

　女じよ帝ていの返答に、トリスナイは目を伏ふせて小さく首を横に振ふる。それは期待した答えを受け取れなかった時の反応だ。

「そのように生ぬるいことをおっしゃってはなりません。彼奴きやつらは罪人なのですよ、陛下」

「……罪人？」

「左様。畏おそれ多おおくも陛下が敷しいた法に従うを良しとせず、自らねつ造した異質な掟おきてのもとに徴ちよう税ぜいを逃のがれて身勝手な生を送る──これを罪と呼ばずして一体何と呼びましょう。彼奴きやつらは救われるべき貧ひん民みんなどではなく罰ばつされるべき罪人どもです。帝てい国こくの領土に住みながら陛下のご威い光こうを無視するなど、これ以上の不敬が他にありましょうか！」

「……つまり、貴様は何が言いたい？」

　長ちよう口こう舌ぜつをさえぎって核かく心しんを尋たずねる女じよ帝てい。トリスナイは笑えみを深めて答えを口にした。

「勅ちよくをもって誅ちゆう罰ばつの実行を。彼奴きやつらに続く者が二度と出ることなきように」

　耳にした閣かく僚りようたちが一いつ斉せいにざわめく。片手をかざしてそれを制したのは、ここまで女じよ帝ていの傍かたわらで沈ちん黙もくを保ってきた黒くろ髪かみの青年だった。

「……君主に殺さつ戮りくを勧すすめるか。佞ねい臣しんもここに極きわまれりだな、狐きつね」

「そう言うあなたこそ浅はかですね、イクタ・サンクレイ。私は心を鬼おににして申し上げているのです。太平宗──あれも当初は貧ひん者じやが寄り集まって生活を送るだけの害の少ない集団に過ぎませんでした。しかし、その噂うわさを聞きつけて合流する者が増えるうちに致ち命めい的な変化を来たした。どういうことか分かりますか？」

「食っていけなくなって集団が丸ごと野や盗とう化した、だろ。……閉へい鎖さ系で営まれる自給自足の定住生活ってのは、その土地が養える人数のキャパシティを超こえた時点で破は綻たんする。でなくてもいざって時に他所からの融ゆう通ずうが利きかないから、たった一度の不作で全体の生計が致ち命めい的に傾かたむく。そうなったらもう食い物を求めて他所に向かうしかない」

「そこまで理解されているならば、私の提案にも頷うなずけるでしょう。そうなる前に芽を摘つむべきと申しているのです。かつても太平宗に対して間ま違ちがった憧あこがれを抱いだく者は大勢おりました。アルデラ教の倫りん理り観は清せい貧ひんを良しとしますので、自給自足の慎つつましい生活は一見してそれを実現しているように見えてしまいがちです。そうした印象に騙だまされて内閣も軍も存在を黙もく認にんしてしまった結果が、集団の野や盗とう化による周辺治安の著いちじるしい悪化でした。改めて訊ききますが、先手を打って潰つぶしておくべきとする私の意見は間ま違ちがっておりますか？」

「その事態を防ぎたければ、殺さつ戮りく以外にも手段はいくらでもあると言ってるんだ。彼かれらに衣食住と職をあてがって正常な経済の中に組くみ込こみ直す、為い政せい者しやの立場からやるべき仕事はそれに尽つきるだろう。それともお前は、失業者を全員死し刑けいにすることで失業率ゼロの理想社会を実現しようとでも考えてやがるのか？」

「社会復帰に向けて支し援えんを行う──ただの失業者が相手ならそれが正しいでしょう。しかしあなたもやはり、彼奴きやつらが罪人であるという事実を忘れておられる。国家の法を軽かろんじる無ぶ頼らいの輩やからに、陛下の恩おん恵けいに浴する資格などそもそもないのです。貧ひん窮きゆうなど言い訳にはならない。飢うえた程度で失われる忠誠ならば、そんなものは最初からなかったのと同じことではありませんか」

　ためらいなく言い切るトリスナイ。その暴言に心を逆さか撫なでされて、イクタは両のこぶしをきつく握にぎりしめる。

「……ならお前は、一度でも飢うえたことがあるのか……」

　脳のう裏りによぎるのは、母と共に山野で困こん窮きゆうに耐たえ続けた日々。否いや応おうなく蘇よみがえる記き憶おくに、青年は低い声を絞しぼり出だす。

「食べるものが何もなくなって、周りのものを片かたっ端ぱしから口に入れてみたことはあるか？　毒草や茸きのこに当たってのた打ち回ったことは？　餓が死し寸前まで飢うえた時の、あの焼けるようなはらわたの痛みを知っているのか？」

　つい昨日のことのように、その苦痛の全てを彼かれは思い出せる。それらは母の死という最悪の出来事に紐ひも付づけられた記き憶おくだからだ。青年は震ふるえた。どれだけ憤いきどおれば足りるというのか──彼かれら親子をその苦境へ追おい込こんだ張本人が、飢うえの苦しみを軽かろんじたという事実に。

「知るわけがない。それらをひとつでも知っている人間は絶対に口にしないんだ、『飢うえた程度』なんて言葉は──！」

「はいストーップ。一いつ旦たんそこまで」

　熱を帯び始めたイクタの発言に、下座から状じよう況きようを見守っていた少女の声が水を差す。青年が目をやると、妹弟子でしの科学者はたしなめる視線を彼かれに向けていた。

「落ち着いてイクタ兄。気持ちは分かるけどさ。それ、陛下にまで刺ささってるよ」

　言われてハッとした彼かれが隣となりに顔を向けると、そこには血の気が失うせて真っ白になった少女の横顔がある。イクタは自分の愚ぐ行こうを思い返して歯は嚙がみした。──飢うえを知らないと、そう責められて誰だれよりも苦しいのがこの娘むすめだということに、どうして気付けなかったのか。

「……ごめん、シャミーユ。……ごめんよ」

　強く手を握にぎって謝あやまる以外に何も出来ることはなかった。そんなふたりの様子を横目にしつつ、ヴァッキェは静かに立ち上がって再び口を開く。

「たぶんこれがわたしの仕事だと思うんで、外野から無神経な言葉を挟はさむよ。──ここは内政の諸問題を話し合う場であって、あなたたちの因いん縁ねんをどうこうする場じゃない。そうだよね？」

　続く言葉に閣かく僚りようたちが目を剝むいた。この状じよう況きよう下で臆おく面めんもなくその正論を口に出来る強さは、この少女に特有のものだ。

「だったら、人格の好こう悪おと意見の良よし悪あしはきっちり切り分けて欲ほしいんだ。これは良い意見だけどこいつが言うとダメとか、これは悪い意見だけどこの人が言うなら良しとか──そんな判断がまかり通っちゃうと議論そのものが茶番になっちゃう。互たがいに憎ぞう悪おが募つのるばっかりで話はまったく先に進まないなんて、この場の誰だれにとってもいちばん無む駄だでしょ？」

　宮中に渦うず巻まく因いん縁ねんに、ヴァッキェは直接の関わりを持たない。だからこそ、その視線はこの場の全員に対して残ざん酷こくなまでに平等なものになる。少女ははばからず告げた。

「その上で、外と様ざまのわたしが感想を述べると──割とどっちもアリだと思うよ」

「「────！」」

「法の順守と野や盗とう化のリスクを重く見て厳げん罰ばつを科すもよし、福ふく祉しの精神から集団の穏おん便びんな解体と社会復帰を促うながすもよし。どちらにも判断の根こん拠きよがあって見み込こまれる結果がある。たとえ厳げん罰ばつを選ぶにしても、具体的にどうやるかを考える段階で調整は入ってくるだろうしね。見せしめに処しよ刑けいする人数なんてそう多くなくてもいいんだからさ」

　一方に心情を寄せることなく、ヴァッキェはどちらも選せん択たく可能な手段だと割り切ってのける。それで科学者としての公平さを示しつつ、彼かの女じよは上座のトリスナイに視線を移した。

「でもさ、宰さい相しようさん。その辺りを議論する前に、なんでいちばん肝かん心じんなことを確かく認にんしないの？」

「…………？」

「だからさ、ここはカトヴァーナ帝てい国こく、つまり帝てい政せいの国でしょ。政策上の判断に当たっていちばん重要なのは、メリットやデメリット以前に、問答無用で陛下のお気持ちじゃない」

　そう口にした上で、ヴァッキェは未いまだ顔に血の気の戻もどらないシャミーユへ目を向け、そして問うた。

「ねぇ陛下。いま問題になっている人たちを、あなたは罰ばつしたいの？　救いたいの？」

「────」

「ふたつの意見の間にある本質的な違ちがいは、つまるところそれに尽つきるんだよ。国益のために行われる施し策さくという意味ではどっちも同じ。ただひとつ違ちがうのは、この件の当事者たちを罰ばつするのか救うのか。あなた自身がそのどちらを望むのか」

「……余、余は……」

　さっきの一件が後を引き、思考が混乱してとっさに言葉が出て来ない。これではいけないとかぶりを振ふって頭脳を働かせかけたところで、質問した本人が手をかざしてそれを制した。

「待った、考えないで。あなたは頭がいいから、時間をかけると思考がロジックに寄ってしまう。いまそれは要いらない」

「──、え──？」

「どっちが正しいかじゃなくて、どっちをやりたいか。感じたままを三秒で答えて」

　まっすぐな視線に見み据すえられた女じよ帝ていが知らず息を吞のむ。彼かの女じよが落ち着きを取とり戻もどすのを待たず、すかさずヴァッキェは秒読みを開始した。

「いい？　さーん、にーい、いーち──」

「──す、救いたい」

　すんなりと。自分でも驚おどろくほど滑なめらかに、シャミーユの口からはその答えが紡つむがれていた。暴君として知られる女じよ帝ていの、それは余りにも率そつ直ちよくな意思表明。周囲の閣かく僚りようたちが目を瞠みはる。

　その返答を受け止めた瞬しゆん間かん、科学者の少女はにかぁっ──と満開の向日葵ひまわりのように笑い、目の前のテーブルに勢いよく両手を叩たたき付つける。

「──聞いたか！　これが陛下の御意思だ！」

　居並ぶ閣かく僚りようたちを圧する声で言い放ち。両目を爛らん々らんと輝かがやかせて、ヴァッキェは続ける。

「窮きゆうした民たみを救いたい！　そう口にした陛下の想おもいを疑うな！　そのお気持ちを実現に至らしめるべく、わたしたちは具体的な施し策さくを議論する！　内閣っていうのは元々そのために存在する機構なんだ！」

　はばからず示される極論。しかし、それを聞いた閣かく僚りようたちは確かに思い出す。──君主が目指すべき方角を指し示し、臣下たる者はその実現のために知ち恵えを絞しぼって力を尽つくす。帝てい国こくが失って久しい、当たり前の君臣の在り方を。
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「全員そこが分かったなら話を先に進めよう。陛下のおかげで問題はどうやって救うかに絞しぼられた。さっきよりもよっぽどシンプルで議論しやすいでしょ？」

　そう言って胸を張るヴァッキェ。葛かつ藤とうする閣かく僚りようたちの間に沈ちん黙もくが降り──やがて、その中のひとりが、おそるおそる手を上げる。

「……問題の集落に集まっている者の多くは、実入りの少ない小作農の立場を嫌きらった人々のはずです。場所によって待たい遇ぐうはまちまちですが、私が見てきた限りでも、彼かれらを薄はつ給きゆうで酷こく使しする農場は掃はいて捨てるほどあります。この点からどうにかならないでしょうか……？」

　意見者に集まる視線。いくらか下がった発言のハードルを、まもなく二人目が越こえていく。

「確かに、小作農の立場の低さは古くからある問題ですね。生活を人ひと質じちに取られて労働を強しいられるなら、それは実質的に農のう奴どと変わりません。……州法にも最低賃金に関する規定は一応あるのですが、変動する貨か幣へい価値に対しての取り決めが甘あまいために抜ぬけ道みちが多くあり、十全に機能しているとはとても言えず」

「シャミーユ陛下が即そく位いされるまでは、取とり締しまる側の官かん吏りと農場が賄わい賂ろによって癒ゆ着ちやくしているケースが多かった。だが、陛下がここ二年に行った厳しい改革の甲斐かいあって、今はそうした腐ふ敗はい官かん吏りも大きく数を減らしている。被ひ雇こ用よう労働者たちの環かん境きよう改善を図はかるなら、ある意味今がチャンスではないのか？」

「だとすれば、労働組合の再生も並へい行こうして取り組まなければなりませんね。こうした不正は一度厳しく取とり締しまったところで、監かん視しの目が緩ゆるめばすぐに再発します。それを防ぐためには、当事者たちによる相互監かん視し体制を確立することがもっとも確実で──」

　ひとり目の発言を皮切りに、閣かく僚りようたちは次々と具体案を出し始める。彼かれらの間で活発に交かわされる議論──シャミーユは呆ぼう然ぜんとその光景を眺ながめていた。文官たちの顔からは女じよ帝ていに対する過度の恐おそれが薄うすれて、その代わりに生気が宿りつつある。文官として為い政せい者しやとして、そして臣下として、己おのれの務めを果たせる喜びに満ち溢あふれている。

　そう、彼かれらは嬉うれしかったのだ。民たみを救いたい──ひとりの君主としてどこまでもまっとうな、女じよ帝ていのその想おもいを聞けたことが。そういう君主に仕えているのだと、自分の依よって立つ地面を確かめられたことが。







　会議の後。次の仕事場を目指して廊ろう下かを歩く科学者の少女の背中に、ふと声がかかった。

「…………ヴァッキェ」

　彼かの女じよが振ふり向むくと、そこには黒くろ髪かみの青年と並んでシャミーユその人が立っていた。ヴァッキェは気さくに笑って歩み寄る。

「ん、どしたのシャミーユ。会議で言い忘れたことでもあった？」

　女じよ帝ていはしばらく言葉に迷っていたが、やがて静かに口を開いた。

「礼を言っておこうと思った。……上手うまく言葉に出来ぬが。あの場ではおそらく、そなたに助けられたのであろう」

　複雑な感かん慨がいは脇わきによけて、ただ感謝を口にする。それを受けて、ヴァッキェは唐とう突とつに話題を変えた。

「ねぇシャミーユ。『百人の賢けん者じやの国』っていう話、知ってる？」

「……？　いや、聞いたことがない」

「じゃあ教えてあげよう。──昔々あるところにね、理想の国を作ることを目指して、百人の賢けん者じやが集まったの。彼かれらはそれぞれに博学で、いずれ劣おとらぬひとかどの知識人たちばかり。これだけの頭脳が集まったなら、かつてない最高の国が出来るに違ちがいない──そう信じて疑わず、賢けん者じやたちは国の立ち上げに臨のぞんだんだ」

　淀よどみなく語るヴァッキェ。戸と惑まどいながら耳を傾かたむけるシャミーユだったが、続く言葉が意表を突つく。

「で、十年もたずに滅ほろんじゃった」

「──。は？」

「毎度毎度、話し合いに時間がかかり過ぎたんだよ。みんな自分の学識に誇ほこりを持ってるから、そう簡単に意見を譲ゆずらない。彼かれらが掲かかげる複数の提案のどれが最良かを決めることは至難を極きわめて、時には話し合っている間に当の問題がなくなってしまうこともあった。攻せめられている隣りん国ごくに援えん軍ぐんを送るかどうか話し合っているうちに、戦争そのものが終わってたりしてね」

　そう言ってヴァッキェは肩かたをすくめる。女じよ帝ていは頤おとがいに手を当てて思案し、言葉を返す。

「……寓ぐう話わに文句を付けるのも無ぶ粋すいだが、それを解決してこそ真の賢けん者じやというものであろう。人間が複数集まれば意見の衝しよう突とつが起きるのは必然だ。その点を解消したければ、百人の発言権に序列を設けるなどすれば良いし──というよりも、普ふ通つうは国が滅ほろぶ前に自然とそうなっていくものではないか。でなければ賢けん者じやではなく百人の愚ぐ者しやだ」

「う、その通り。百人の賢けん者じやたちの立場が終始フラットだっていうのは現実的じゃないよね。ただまぁ、そこは寓ぐう話わ的ご都合主義と、作者的にまだ初期の作品だということで目をつむってもらって──」

　照てれ臭くさそうに頰ほおを搔かく少女。ひょっとして今の話は自作なのかと疑うシャミーユだが、それを指し摘てきされる前に、ヴァッキェのほうから言葉を継つぐ。

「──ともあれ、この話で伝えたいのはね。時には『何を決めるか』よりも、『決めること』それ自体のほうが重要だってことなんだ」

「む」

「百人の賢けん者じやの国は創作だけど、それに近い成り立ちを持つ国家は過去にいくつもあった。構成員が円座を組んで寄り集まり、そこで話し合った内容がそのまま政策に反映されるような素そ朴ぼくな邑むら。ある種の原始共和制とも呼べるよね。でも多くの場合、集団の規模が大きくなるにつれてその素そ朴ぼくさは失われていって、代わりに大きな発言力を持つ権力者が台頭し始める。これはなぜだと思う？」

「……単に野心を戒いましめている、という話でもなさそうであるな」

「うん。野心はね、それを抱いだいた段階ではひとりのものに過ぎない。多くの人々の後あと押おしを受けて初めて権力への道筋が出来上がる。じゃあなぜ人々は野心もつ人間を後あと押おしするのか？　言いい換かえれば、なぜ自分が元来持っていた選せん択たくの権利を他人に譲ゆずってしまうのか？」

　提示されたテーマを受けて考かんがえ込こむシャミーユ。やがて科学者の少女が答えを述べる。

「解答はいくつも有り得るけど、わたしはこう考える。──人間は決断を恐おそれる生き物でありながら。何も決められないということを、それ以上に恐れるからだ、と」

　二律背反じみた結論を示されて、女じよ帝ていは目の前の少女をじっと見つめる。ヴァッキェは片手を開き、そこにパシン、とこぶしを打ち付けてみせた。

「例えばね──ここで前みたいに喧けん嘩かがおっぱじまるとするでしょ。あなたはパンチしてもいいしキックしてもいい、もちろん平手打ちをかましてもいい。あるいは防ぼう御ぎよを固めてこっちの隙すきをうかがう手もある。最悪降参すればそれ以上殴なぐられることはない。でも──」

　言葉を止めて、す、と女じよ帝ていの胸むな元もとにこぶしを近付ける。

「──何もしなければ、ただ一方的に殴なぐられ続けるだけ。決められないってのはそういうことで、これ以下の結果はそうはない。つまりね、選せん択たくの良よし悪あしは二の次で、何でもいいから決断しなきゃならないんだ。個人のレベルなら当たり前のことだけど、これが集団の意思決定になってくると、冗じよう談だん抜ぬきで棒立ちのまま終わってしまうことがざらにある。複数の意見をまとめたり取しゆ捨しや選せん択たくしたりするのはそれだけ難しい。権けん威いや序列といった縦の構造は、その難しさを解消するために必要だったと見ることさえ出来る」

　一連の発言を受けて、シャミーユは腕うでを組んで思案する。その生き真面目まじめな姿を好ましく思いつつ、科学者の少女はさらに言葉を続ける。

「本人を前にして言うのも何だけどさ。『皇こう帝ていとは何ぞや？』という質問に対して、わたしたち科学者は『意思決定の最高機関である』と答えるんだ。結果がどうなるかは別にして、もっとも重要な機能は『決めがたきを決める』こと。賢けん帝ていでも暴君でも暗君でも、この点だけは押おさえておかなきゃならないってね」

　その意見は、これまででもっとも深くシャミーユの胸に刺ささった。今日に至るまでの君主としての振ふる舞まいを思い返しながら、彼かの女じよは弱々しい声で尋たずねる。

「……余には、その最低条件が満たせていない、と？」

「ううん、満たしているよ。前に言ったでしょ、シャミーユちゃん超ちようかっけぇって。選せん択たくを迫せまられた状じよう況きよう下で棒立ちのままあり続けるような魯ろ鈍どんさは、あなたとはまったく無む縁えんだよ」

　相手の懸け念ねんを、ヴァッキェはあっさりと首を横に振ふって否定し──そのまま核かく心しんに切きり込こむ。

「わたしが言いたいのはね。正しさが見えない状じよう況きようになったら、あなたは迷わず自分の気持ちに素す直なおになりなさいってこと」

「────」

「それでいいんだよ。ううん、そうでなくちゃ困るんだ。だって、あなたの気持ちが最優先されることは制度によって根こん拠きよ付けられているんだもの。だっていうのに、あなた自身が心を殺してちゃ本ほん末まつ転てん倒とうもいいところ」

　やや厳しい面おも持もちで、たしなめるように科学者の少女は言う。それを聞いた女じよ帝ていは呆ぼう然ぜんと立たち尽つくし──やがて、深くうつむいて肩かたを震ふるわせる。

「……余の心の内を知らぬから、そなたにはそんなことが言える」

　低く凍こごえた声が、半ばひとりでに少女の口から紡つむがれる。自分の気持ち、自分の感情、自分の心──それらはひとつ残らず、彼かの女じよがこの世でもっとも醜みにくいと思おもい込こんでやまないもの。

「自分の気持ちに素す直なおになれだと？　余が──余が何を望んでいるか、そなたは知っているのか!?　どれほど穢きたならしい泥でい濘ねいがこの胸むねの奥おくに渦うず巻まいているか、出会って間もないそなたに分かるはずがあるまい！」

「うん、知らないよ。知らないままでいるつもりもないけどね」

　まっすぐに相手の目を見つめて、一歩も引かずにヴァッキェは言い返した。言葉に詰つまったシャミーユへ、その懐ふところの奥おく深ふかくへ、彼かの女じよはさらに踏ふみ入いる。

「約束するよ。あなたが本当にどうしようもなく間ま違ちがった望みを抱いだいているなら、その時は制度がどうあろうと関係ない。イクタ兄と一いつ緒しよにわたしが止める。だって、それはあなたの心が病やんでいるってことだから。その病を取り去り癒いやすことが、あなたの心をいちばん素す直なおにさせることに繫つながるから」

　そう言って相手の肩かたを両手でつかみ、ヴァッキェは告げる。力強く芯しんの通った声で。

「わたしは劇薬だよ、シャミーユ。その処方は痛みを伴ともない、時には喉のどを焼くことだってある。──それでも確かに、あなたの心を癒いやすためにここに在るんだ」

　黒い瞳ひとみと正面から見つめ合って、シャミーユには何も言えなくなった。そして気付く──今日に至るまで、この科学者の少女がひたすら自分に好意を示し続けてきたことを。怒いかりを露あらわにしたのは全て、自分自身を卑ひ下げする類たぐいの発言に対してだったということを。

　互たがいの存在を間近に感じたまま、ふたりの少女は長く向き合い──やがてヴァッキェのほうから、頰ほおを赤らめてそっと体を離はなす。

「……と、そろそろ照れてきたので、言うだけ言った後のフォローはイクタ兄に丸投げして、わたしは格好よく去るのであった！　あっはっはー！」

　誤ご魔ま化かすように高笑いするや否いなや、少女は身をひるがえして廊ろう下かを走り去っていく。その背中が曲がり角を折れて見えなくなってから、シャミーユはぽつりと口を開く。

「……ソローク……」

「……うん」

「……余には、分からなくなった。この先、あやつとどう接すれば良いのか」

　途と方ほうに暮れた面おも持もちで少女はつぶやく。その肩かたを、黒くろ髪かみの青年はそっと抱だき寄せる。

「いいんだよ、今のままで。腹が立ったら言い返せばいいし、気が向いたら話し相手になってやればいい。同年代の相手と接する時に、その辺りを難しく考えることはない」

　そう言いながら妹弟子でしが去っていった方向を眺ながめて、イクタは確信を込こめて断言する。

「ただ──あいつは、あなたのことを本当に気に入っている。それだけは間ま違ちがいないよ」
















　元げん帥すいとなったイクタが直面する課題は数えきれないほどあるが、彼かれ自じ身しんの副官の選せん抜ばつも含ふくめて、その大半は人事をどうするかということに帰結する。軍隊が人の集団である以上、人材をどのように配置するかによって組織の性質が決まることは疑いがない。

「なのでお兄様、そろそろ僕ぼくたちも和解しましょう」

「本気でその気あんのかテメェは！」

　青空の下に響ひびき渡わたる怒ど号ごう。人心掌しよう握あくの一いつ環かんとして、青年はこの日、最も寄よりの演習地で部隊を訓練中のサリハスラグ・レミオン少しよう佐さを訪ねていた。帝てい国こく軍の中でいちばんイクタ・ソロークを毛け嫌ぎらいしているのは間ま違ちがいなくこの人物なのだが、彼かれに言わせれば「いちばん分かりやすいところから片づけていく」方針だ。

「兄上、落ち着け。相手は元げん帥すいだ。言こと葉ば遣づかいには最低限気を遣つかうべきだろう」

「……っ、そりゃそうだけどよ」

　弟にたしなめられて、サリハは渋しぶ々しぶと最初の剣けん幕まくを引ひっ込こめる。それでイクタも多少反省した。この相手を前にすると、ほとんど脊せき髄ずい反射のレベルで煽あおる方向に思考が傾かたむきがちだ。

「いや、失礼、今のは僕ぼくに非があります。別に喧けん嘩かを売りに来たわけじゃなくて、今日は二年越ごしにお礼を言いに来たんですよ」

「……礼？」

「ええ。クーデターの終しゆう盤ばん、こちらの要よう請せいに応えて援えん軍ぐんを向かわせてくれたでしょう。あの状じよう況きよう下でかなり無理を押おしてくれたと思います。……ありがとうございました」

　そう言って、イクタは深く頭を下げる。レミオンの長男は複雑な面おも持もちで目をそむけた。

「……礼を受け取る筋合いはねぇよ。間に合わなかったんだろ」

「…………」

「そもそもクーデターを起こしたのはオレたちレミオン派だ。現にダフマ州じゃ敵味方だった。……ヤトリシノの奴やつが死んだのだって、事の筋道を辿たどれば、お前はオレたちを恨うらむべきなんじゃねぇのか」

　苦い面おも持もちのサリハ。イクタは静かに首を横に振ふってみせる。

「それはありません。レミオン派にはあの場面で起たつだけの理由がありました。……僕ぼくが旭日連隊グラ・メストエリを再招集したのと同じように、それは止やむに已やまれぬ決断だったのだと分かっています」

　言いながら杖つえを左手に持もち替かえて、イクタは空いた右手を相手に向かって伸のばした。差し出された手のひらに、レミオンの長男は軽くのけ反る。

「だから恨うらみっこなしでいきましょう。……一度は三つに割れてしまいましたが、今は再びひとつに戻もどった。我々は同じ帝てい国こく軍の仲間です、サリハスラグ・レミオン少しよう佐さ」

　相手をまっすぐ見み据すえてイクタはそう告げる。サリハは困り顔で隣となりのスシュラフを見たが、巨きよ体たいの弟は無言でうなずいてみせた。それに背中を押おされて、レミオンの長男は渋しぶ々しぶといった面おも持もちで握あく手しゆに応じる。

「……弟が世話になってることは、まぁ認める」

「それはむしろ逆ですけどね。いつも頼たよらせてもらってますよ、トルウェイには」

　にこりと笑うイクタ。サリハはふんと鼻を鳴らして手を引ひっ込こめた。

「で──本題はなんだ、元げん帥すい閣かつ下か。わざわざここまで来たってことは、こっちの訓練について口出ししたいことでもあんのか」

「それが分かってもらえるなら話が早い。ぶっちゃけた話、訓練を別々にやるのは効率が悪いんですよ。こっちと合流してください」

　しれっと言ってのける青年。サリハは思いきり顔をしかめた。

「トルルやテトジリチの坊ぼう主ずと一いつ緒しよに訓練しろってか……？」

「色々と抵てい抗こうがあるのは分かりますが、そちらにとっても散さん兵ぺい戦術の練度を高めるにはそれがいちばんの近道です。今こうしている間にも、キオカ軍の戦術は進化と洗練を続けている。練兵のやり方に無む駄だを残していては、そのスピードに対たい抗こう出来ません」

　青年の説得に、理り屈くつは分かるが簡単にはうなずきかねる、という顔のサリハ。が、それを見て取ったスシュラフがおもむろに声を上げた。

「了りよう解かいした、そのように計らう。もうトルルらに話は通してあるのか、元げん帥すい閣かつ下か」

「スシュラ!?」

　サリハが目を丸くして振ふり向むく。長ちよう兄けいに忠実な次男として知られる男は、しかしこの時、その領分を一歩踏ふみ越こえたところから言葉を続けた。

「兄上。この先も軍人として生きていく以上、これはいずれ避さけられないことだ。我々は軍事的に先を行くトルルに学ばねばならず、同時に先達としてトルルを支えなければならない。それが明らかである以上、ここでは決断が遅おくれるだけ時間を無む駄だにする」

「……っ……！　だ、だけどよ……！」

「支えるばかりでなく、俺おれも背中を押おすことを覚えた。……もう足あし踏ぶみは無用だ、兄上。共に先を目指そう」

　長らく固定的だった兄弟関係に生じる変化の兆きざしを、イクタは目を丸くして見守っている。追おい詰つめられたレミオンの長男は、その場でうつむいてこぶしを握にぎりしめた。

「……クソッ！　お前までルシーカのババァみたいなことを言い出しやがって……！」

　悪態をつくサリハ。そこに含ふくまれた恩師の名前に、スシュラフは神しん妙みように目を伏ふせる。

「……兄上。クルツク先生はもう、我々を叱しかってはくれない」

　その一言は、レミオンの兄弟に等しく重く響ひびいた。……それから数分の後、固く握にぎりしめていたサリハのこぶしが静かにほどけるまで、イクタは黙だまってふたりの傍かたわらに佇たたずんでいた。







「──とまぁ、ね。あのふたりを見ていて強く思ったよ。僕ぼくが後宮に引きこもっている間にも、色々なところで変化はあったんだなぁと」

　レミオン兄弟に話を通して基地に戻もどったイクタは、その足で下級士官用の食堂に紛まぎれ込こんでスーヤと昼食を共にしていた。ちょうど話がひと段落したところで、彼かの女じよも口を開く。

「当たり前でしょう、そんなの。隊長殿どのがいようがいまいが、みんな自分の人生を生きているんです。自分ひとりが世の中を動かしてるなんて自惚うぬぼれないでください」

「ん、まったくその通り。……そして隊長殿どのって呼び方はいいね。元げん帥すい閣かつ下かって聞くたびに、誰だれのことだか一いつ瞬しゆん分からなくなってさ」

「今でも旭日連隊グラ・メストエリは解散していないんでしょう？　だったら隊長殿どのは隊長殿どのです。階級で呼ばれるのも嫌いやみたいですし、あたしくらいは一いつ貫かんしてこう呼ばせてもらいます」

　つんけんした口調でそう言いつつ、スーヤはちぎった薄うす焼やきパンを乱暴に咀そ嚼しやくする。それをごくりと飲のみ込こんでから、彼かの女じよは鋭するどい視線で改めて青年をにらんだ。

「ところで──副官を探しているそうですね」

「んぐっ」

　突とつ然ぜんの不意打ちに、イクタは口に含ふくんでいた鶏とり肉にくを喉のどに詰つまらせかける。胸を叩たたいて飲み物に手を伸のばす彼かれを見つめて、スーヤは静かな熱を帯びた声で続ける。

「それ、あたしじゃいけませんか」

　喉のどにお茶を流ながし込こんで、黒くろ髪かみの青年は辛かろうじて受け答える。

「……五年後、いや、三年後ならそうする。でも、今の君だとさすがに経験が足りない。佐さ官かんの水準に当たる能力がないと──」

「分かってます。今のは言ってみただけです」

　強い声が言葉をさえぎった。増していく一方の圧力に苛さいなまれながら、イクタは固唾かたずを飲んで続く言葉を待つ。

「だけど、忘れないでください。あたしは今でもあなたの副官のつもりでいるし、三年後は必ずそうなっていますから」

　強気にそう言い放って席を立ち、スーヤは身をひるがえす。青年もとっさにその背中を追う。

「あ、ちょっと待ってスーヤ──っ!?」

　彼かれが肩かたに手をかけようとした瞬しゆん間かん、振ふり向むきざまの足あし払ばらいでぐらりと体が倒たおれ込こみ──その途と中ちゆうでがっしりと背中を支えられた。

　食堂が騒そう然ぜんとなる。衆しゆう人じん環かん視しの中、仰あお向むけに倒たおれかけたイクタの目と鼻の先にはスーヤの顔。唇くちびると唇くちびるが触ふれ合あう寸前まで顔を寄せて、彼かの女じよはじっと青年を見つめたまま言い放つ。

「これぐらいの不意は突つけます。──あまり、あたしを舐なめないでください」

　そのまま抱だき起おこすようにしてイクタを立たせると、スーヤは今度こそ振ふり向むくことなく立ち去っていく。その力強い背中を、青年はしばらく呆ほうけたように見送っていた。
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　同日の午後三時。宮中に数ある庭園のひとつをシャミーユが訪おとずれると、そこでは見覚えのあるふたりの先客がテーブルを囲んでいた。少し躊躇ためらった末に、彼かの女じよもまた自分のためにひとつ空けられた椅い子すへ歩み寄っていく。それに気付いた騎き士しの娘むすめが立ち上がって敬礼した。

「陛下、お先に失礼しているであります」

「……ルカーンティ。そなた、いつから餌え付づけされていたのだ」

　相手の口元にくっついた焼き菓が子しの欠片かけらを見て、第一声、女じよ帝ていはため息混じりに指し摘てきする。その事実には気付かず、本人はぷるぷると首を横に振ふってみせた。

「お茶の席に誘さそわれたから参上しただけであって、断じて餌え付づけなどされてはいないのであります！」

「だよねー。ところでルカちゃん、こっちも食べる？　干しいちじくのケーキなんだけど」

「いちじく！　それは断固としていただくであります！」

　一度は女じよ帝ていを向いたルカーンティの意識が、それであっという間にお菓か子しへ引っ張られる。シャミーユは軽い頭痛を覚えながらテーブルに着いた。

「能天気なようでいて、決して誰だれにでも懐なつく娘むすめではないのだがな……。そなたのことは警けい戒かいの対象外らしい」

「不思議な子だよね。わたしたちとは違ちがった感覚で人を見ているんだと思う。最初は正直、将を射いんと欲ほつすれば何とやらのつもりで狙ねらったんだけど……あなたが傍そばに置きたがるのも、何となく分かるかな」

　幸せそうにお菓か子しを頰ほお張ばるルカーンティを、ヴァッキェはテーブルに頰ほお杖づえを突つきながら興味深げに眺ながめている。が、そこでふと我に返って空のカップに手をかけた。

「ごめんごめん、観察に没ぼつ頭とうすると他が見えなくなっちゃって。いまお茶淹いれるからね」

「構わぬ。この程度の無礼でそなたを責めていたらきりがない」

　諦あきらめのにじむ面おも持もちでそう言って、女じよ帝ていは差し出されたお茶を受け取る。それで唇くちびるを湿しめらせて一息つくと、改めて科学者の少女に視線をやった。

「……して、今日はどういった趣しゆ向こうなのだ。わざわざ茶会を開くからには、相応の理由があるのであろう」

「んー、これといった目もく論ろ見みがあるわけじゃないけどね。あなたにはもっと日常的に、たわいないお喋しやべりをする場があったほうがいいと思って」

　言いつつ自分のカップにお茶を注ぐヴァッキェ。それを聞いたルカーンティも、お菓か子しを口に運ぶ手を止めて口を開く。

「その点については、小官も同意するのであります」

「む……。余に時間を浪ろう費ひしろと申すか、ルカーンティ」

「浪ろう費ひかどうかの判断は、小官ごときの手には余るのであります。……けれども小官は、まだ兄上が生きていた頃ころ、兄妹きようだいでたくさんお喋しやべりもしたし喧けん嘩かもしました。今になって思い返すと、それはとても大切な時間だったのであります」

　懐なつかしげに目を細めて語る騎き士しの娘むすめ。今は亡なき彼かの女じよの兄、デインクーン・ハルグンスカの豪ごう快かいな振ふる舞まいを思い出して、シャミーユは迂う闊かつなことが言えず口をつぐむ。

「何より、陛下と真っ向から口くち喧げん嘩かが出来るのは、ソローク殿どのを除けば宮きゆう殿でんの中でヴァッキェ殿どのだけ。頭の出来が良くない小官には、それはとてもとてもすごいことに思えるのであります」

「うんうん、ルカちゃん見る目あるー！」

　腕うでを組んで繰くり返かえしうなずき、それからヴァッキェは視線をシャミーユに戻もどす。

「まぁ実際、誰だれの目から見てもシャミーユはカタいよね。焼き煉れん瓦がよりもカッチカチ。朝から晩までそれじゃ息が詰つまるでしょ。気晴らしにやってる趣しゆ味みとかないの？　じゃなくてもやりたいこととか、誰だれかにやって欲ほしいこととかさ」

「やって欲ほしいこと……」

　そう言われた途と端たん、黒くろ髪かみの青年の顔と、繰くり返かえし見る夢の記き憶おくがひとりでにシャミーユの脳のう裏りをよぎる。慌あわてて思考に待ったをかける彼かの女じよだが、科学者の少女はそれを見み逃のがさない。

「あ、いまちょっと赤くなった。なになに？　えっちなこと考えた？」

「か、考えておらぬ！　何を言う！」

「またまたー、隠かくさなくていいよー。わたしたちぐらいの年なら、それはぜんぜん普ふ通つうのことじゃない？　せっかく女同士なんだしさ、腹を割ってぶっちゃけトークしようぜい！」

　むしろ望むところとばかりにヴァッキェは言い放つ。図星を突つかれた動どう揺ようを誤ご魔ま化かすために、女じよ帝ていは声を張り上げた。

「そ、そうは言うが……！　そなたはいつも余を質問攻ぜめにしてばかりで、自分のことはさほど話さぬではないか！」

「ん？　それってつまり、わたしに興味を持ってくれたってこと？」

　途と端たんに目を輝かがやかせるヴァッキェ。シャミーユはぶんぶんと首を横に振ふる。

「違ちがう、余にばかり話させるのは不公平だと言っているのだ。情報には情報をもって報むくいる、それが取引として自然であろう」

　苦くるし紛まぎれに提案した等価交こう換かんのルールに、ヴァッキェは得心したようにうなずいた。

「うん、それは確かに。じゃあどうしようか。わたしの男性遍へん歴れきから話せばいい？」

「まだ日の高いうちから何を話そうと言うのだ……。もう良い、余のほうから尋たずねる。ソロークとはどういった馴なれ初そめなのだ？　同じ科学の徒であることは聞き知っているが」

「あ、そこね。んー、どう答えればいいかな。なんかこう、わたしがいちばんはっちゃけてた時期にすんごくお世話になった相手というか」

「はっちゃけていた？　例えばどのようにだ」

　首をかしげてそう尋たずねるシャミーユに、科学者の少女はあっさりと答えた。

「舎しや弟てい作って陛下とか呼ばせてた」
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「こんにちは。仕事は捗はかどってるかな、誰だれかさんの一の舎しや弟ていさん」

　古い紙の匂においが立たち込こめる資料室の片かた隅すみ。備え付けの机で一心不乱に行政資料を読みふけっているヨルガ・ダイムダリツの背中に、イクタは軽い調子でそう声をかけた。途と端たんにページをめくる手が止まって頭ががくんと落ちる。

「……イクタ。作業の能率が著いちじるしく落ちるから、その呼び方だけはしないでくれ。二度と掘ほり起おこされたくない過去は誰だれにだってあるだろ？」

「ごめんごめん、別に煽あおるつもりじゃない。単に懐なつかしくてね。こんな形でふたりを呼ぶことになるなんて、あの頃ころは夢にも思わなかったから」

　謝あやまりながら、イクタは相手の隣となりに歩み寄る。ヨルガは資料の閲えつ覧らんを再開しながら話を続けた。

「そっちに色々あったのは察するよ。でも、こっちはこっちで目まぐるしかった。ホント一秒でもじっとしていないからさ、アイツは」

「やっぱりというか、そこは相変わらずか」

「ああ。博士は博士でキオカに亡命しちゃうし、このところは割と困ってた。オマエも知っての通り、アイツの才能は普ふ通つうに食っていくほうに活いかしづらい。だから今回の抜ばつ擢てきは正直ありがたかったよ。当分食うには困らないし、アイツを退たい屈くつさせない環かん境きようっていうのはなかなかないからさ」

　机仕事で凝こった肩かたをぐりぐりと揉もみながら、ヨルガはふと思い立ったように言う。

「でも、オマエこそずいぶん思い切ったことをしたな。純じゆん粋すいに内政面でのサポートが欲ほしいなら、もっと無難な人選だってあっただろ？」

「今でも人集めは続けてるし、君はともかくヴァッキェを呼んだのはその目的がメインじゃない。最初は我ながら本気でやらかしたかと思ったけど……今はまぁ、ひどい人事ではあっても間ま違ちがった人事じゃなかったと思ってる」

　会議の最中さなか、追おい詰つめられたシャミーユを救ったヴァッキェの言葉。それをつぶさに思い出しながら、イクタは肩かたをすくめてつぶやく。

「今の帝てい国こくに、物もの怖おじせず真っ向からシャミーユと喧けん嘩か出来る同年代の人間はそういない。いや、ひょっとしたらあいつだけかもしれない」

「違ちがいないだろうな。……難しい子なのか、やっぱり」

　椅い子すごと振ふり向むいてヨルガが問う。イクタは静かに微笑ほほえんだ。

「聡さとくて、健気けなげで、真面目で──本当に可か愛わいい子だよ。……ただ、それらの美徳のどれひとつとして、本人は自分に備わっているとは思っていない。今の帝てい国こくの窮きゆう状じように対する責任を一身に背せ負おい込こんで、いつも自分を責めて責めて責め抜ぬいている」

　少女の心に深く根差した血脈の呪のろい。その痛ましさを思い、青年はこぶしを握にぎりしめる。

「救いたいんだよ、あの子を。その地じ獄ごくから。片割れとそう約束した。……それに比べれば、帝てい国こくの今後をどうこうなんておまけみたいなもんだ」

「フフフ……とんだ元げん帥すいもいたものだな」

　例の陰いん謀ぼう家かめいた笑いと共に、白衣の青年は片眼鏡モノクルに手を添そえる。

「だがまぁ、そういうことならアイツの図ずう々ずうしさに期待してもいいだろう。こっちでも何度か陛下と話しているところを覗のぞいたが、なかなか悪くない空気だった。アイツは気に入った相手にはひたすら好意をぶつけまくるから、相手は気味悪がって離はなれるか、根負けして付き合うかの二に択たくになる。陛下は幸い後者のようだ」

　ふたりは軽く笑い合い、そこでイクタはふと遠くを見る目になった。

「その後の人生を変える出会いってものがある。……シャミーユにも光明が差していいはずだ。僕ぼくにとってのヤトリがそうだったように」

　目を閉じれば今なお鮮せん明めいに浮うかび上あがる、今は遠き旭きよく日じつの日々。炎えん髪ぱつの少女と過ごした時間のひとつひとつを嚙かみしめるように想おもいながら、青年は切に望む──同じ幸いが彼かの女じよにもあれ、と。

「雲の上の誰だれかさんがそれを出だし渋しぶるから、僕ぼくのほうで用意した。それだけのことさ」

　さらりと不ふ遜そんに言ってのけるイクタに、ヨルガは苦笑する。──願うだけで終わらせるような慎つつましさは、この青年とはどこまでも無む縁えんだと知っていた。
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　政務の山を切きり崩くずして迎むかえたその日の夜。御ご所しよに戻もどったシャミーユは、やや遅おくれて基地から帰って来たイクタをいつものように迎むかえていた。

「ただいま、シャミーユ。今日も一日頑がん張ばったね」

「……うむ。おかえり、ソローク」

　入室しざまに言葉を交かわす。すでに日常となったやり取りだというのに、この瞬しゆん間かんから覚える胸の高鳴りを、少女はどうしても止められない。

　彼かの女じよが身を固くして見守る中、青年は上着を脱ぬいで衣い装しよう掛かけに預ける。そのまま部屋の奥おくに置かれた天てん蓋がい付きの寝しん台だいへ歩み寄り、杖つえを脇わきに置いて腰こしかけた。

「おいで」

　空いた両手をシャミーユに向かって差さし伸のべ、イクタは優やさしく呼びかける。少女は吸い寄せられるようにしてふらふらと近付いていき、背中から彼かれの両りよう腕うでにすっぽりと収まった。

「僕ぼくがいない間に、何か変わったことはあった？」

　黄金の髪かみを手て櫛ぐしでそっと梳すきながら、イクタは少女の耳元で問いかける。肌はだに感じる吐と息いきにますます鼓こ動どうを激しくしながら、それでもシャミーユは平静を装よそおって答える。

「……ヴァッキェが茶会に誘さそってきた。ルカーンティも一いつ緒しよに」

「へぇ。どうだった？」

「最悪であった。茶の淹いれ方が雑だ。ハロの足元にも及およばぬ」

　そっけなく切って捨てる少女。その言い草に、青年はくすりと笑う。

「お茶の腕うで前まえをハロと比べるのはかわいそうだよ。三人で何を話したの？」

「……あやつがそなたと出会った頃ころの話を、少しばかり」

　ああ、とうなずいて苦く笑しようするイクタ。彼かれが過去を思い返して懐なつかしむ気配を、シャミーユは背中越ごしに感じ取る。

「僕ぼくが高等学校にいた頃ころだね。ちょうどヨルガと話してたよ。今も大たい概がいだけど、あの頃ころのあいつはまぁひどかった。知性の牙きばを得た狂きよう犬けんみたいなもんでさ」

　狂きよう犬けん、とシャミーユは鸚おう鵡む返がえしにつぶやく。イクタはこくりとうなずいた。

「なかなか共感しにくいかもしれないけど、あいつは昔からひどく抽ちゆう象しよう的なものを憎にくんでる。それは一言で言えば『意味のない複雑性』で、当時はそういったものを目につく端はしからぶち壊こわしていた。それはもうすごかったんだよ──たまたま近くにいた僕ぼくに、アナライ博士から『妹弟子でしが暴れ回っているからたしなめてくれ』と手紙が来る程度には」

　かすかに引きつった苦く笑しようを浮うかべてそう言い、イクタは軽くため息をつく。

「あいつがそうなるまでには、もちろん相応の理由があったんだけど……ま、これ以上は話さないでおこう。そのうち本人から聞けると思うしね。もちろん、あなたも負けじと色々話すといい。あなたが経験してきた諸もろ々もろに、あいつは興味を示すはずさ」

「……そなたは元々、そのためにあやつを呼んだのか？　余の話し相手として……」

「どうだろうね。でも、この宮きゆう殿でんは少し静かすぎる。ひとりぐらい馬ば鹿かみたいに賑にぎやかなのがいてもいいでしょう」

　曖あい昧まいに答えて、ふいにイクタはシャミーユとの密着を強める。

「もちろん──あなたとこうして過ごす時間は、ずっと静かなほうが良いけどね」

「────っ！」

　少女の頰ほおがかっと熱を帯びる。細いうなじを目の前に、イクタはすん、と一度鼻を鳴らす。

「……この香かおりは白びやく檀だんかな。落ち着いていて良いけど、あなたの年ならもっと華はなやかな香かおりを選んでもいい。今度ラベンダーの香こう水すいを持って来よう。ヴァッキェもきっと食いつくよ」

　慈いつくしみに満ちた声で囁ささやく。紡つむがれる言葉のひとつひとつ、肌はだにかかる吐と息いきの感かん触しよくが、シャミーユの理性を刻々と溶とかしていき──ややあって、少女の唇くちびるから震ふるえる声がこぼれた。

「…………ソローク…………」

「うん？」

　穏おだやかに応じる青年。続く言葉を口にするまでに、少女はさらに数分の葛かつ藤とうを必要とする。

「…………そちらを向いても、良いか…………？」

　長い長い躊躇ためらいの末に、その望みを辛かろうじて口にした。それを聞いたイクタは優やさしく微笑ほほえみ、

「抱だっこのほうがお望みでしたか」

　そっと少女の背中を押おして腰こしを浮うかせ、その体を両手でくるりと反転させる。──潤うるんだ黄金の瞳ひとみが正面から青年を捉とらえた。イクタは無言で両りよう腕うでを広げて、相手のためだけの空間をその間に用意する。

「……ぁ、あ……」

　躊躇ためらいに足が止まったのは一いつ瞬しゆん、それ以上の欲望に突つき動うごかされて少女の体が進み出る。……まず、青年の膝ひざの上に跨またがるような形で寝しん台だいに乗った。一いつ切さいの拒きよ絶ぜつがないのを良いことに、そのまま全身で相手にしなだれかかり、

「……ぁぁあああ……！」

　青年の胸むな板いたと少女の乳ち房ぶさとが衣服を挟はさんで密着する。背中に回った彼かれの両りよう腕うでが、確かな力でもって華きや奢しやな体を抱だき寄せる。背後から抱だかれていた時とは比ひ較かくにならない恍こう惚こつが押おし寄よせて、シャミーユは堪こらえようもなく声を上げた。

「……っ、だめだ！　だめだ、ソローク……！」

　崩くずれ落おちる寸前の理性が警けい鐘しようをかき鳴らした。欲望の中に溶とけて自分が分からなくなる前に、シャミーユは青年から身を離はなそうと必死に相手の胸むな板いたを押おす。

「余は、おかしくなる──。──こんなの、すぐにおかしく──！」

「だめ。逃にがさない」

　嘆たん願がんを受けた青年はしかし、彼かの女じよの努力とは裏腹に抱だきしめる腕うでの力を強くした。甘あまい圧あつ迫ぱく感に全身を包まれて、少女の抵てい抗こうはあっという間に萎なえていく。

「気持ちいいでしょう、ぎゅっとされるの。でも、まだまだ序の口だよ」

　相手を強く抱だきしめたまま、青年はその額に口を寄せて接吻キスの雨を降らせる。電流じみた多幸感が頭から爪つま先さきまで一息に走り、もはや悲鳴に近い嬌きよう声せいを上げて少女は震ふるえ続けた。

「あなたを可か愛わいがる方法なら──この通り、百通りだって用意出来るんだ」

　場所を額から頰ほおに移して、イクタはなおも親愛の口付けを続ける。唇くちびる以外のほぼ全ての場所にその侵しん略りやくを受けて、少女にはもはや意味のある言葉さえ口に出来ない。

「何も怖こわがる必要はないよ。……これはね、全ての子供が生まれた瞬しゆん間かんから当たり前に与あたえられるはずのもので。あなたは今、その分を遅おくれて受け取っているだけなんだ」
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「──ぅ、ぁ──ぁ──！」

　際限のない恍こう惚こつの中でシャミーユは呻うめく。まともな思考はとっくに彼方かなたへ吹ふき飛とんで消えた。──ただただ、狂くるおしいほどに目の前の青年が恋こいしい。何もかも忘れてこの優やさしさに溺おぼれてしまいたい。吐はき気けがするほど穢けがらわしい望みの全てをさらけ出して、その全てを抱だきしめてもらえたなら、それはどんなにか──。

「──ぅ、あ」

　だが──この期に及およんでなお、少女はその実行を己おのれに禁じた。以前と同じ、炎えん髪ぱつの少女への罪悪感に根差す一個の歯車めいた自制──それが彼かの女じよを突つき動うごかす。鋼はがねの感かん触しよくと戒いましめを求めて、両手が無意識に腰こし元もとを探さぐり──

「──!?」

　ところが、そこにあるべきサーベルの柄つかの感かん触しよくはない。青年が普ふ段だん身に帯びるマンゴーシュと並んで、それは寝しん台だいの脇わきに立てかけられている。失態を悟さとった彼かの女じよは愕がく然ぜんとした。

「──ぁ──あ──ッ！」

　それならもはや、痛みで欲望を律するしかなかった。自分の人差し指の腹に嚙かみ付つこうと、シャミーユは大きく口を開き──それを見て取ったように、彼かの女じよのものではない二本の指が、先んじて少女の口内へ深く差さし込こまれた。

「──ぁむッ!?」

「それはダメ。嚙かむならこっちを嚙かんで。嚙かみ千切ってしまっても構わないから」

　自傷に走ろうとした少女を大だい胆たんなやり方で制して、イクタはそう言いい含ふくめた。彼かれを傷付けるような真似まねがシャミーユに出来るわけもなく、口を塞ふさがれた彼かの女じよは、涙なみだで濡ぬれた瞳ひとみをどうしようもなく青年に向け続けるしかない。

「……ほら。やっぱり、君は優やさしい子だ」

「……んっ!?　……んんッ、……ん──ッ！」

　くちゅくちゅと音を立てて、唾だ液えきをまとった青年の指先が少女の舌を撫なでる。粘ねん膜まくを愛あい撫ぶするその刺し激げきは甘あまい快楽となって彼かの女じよを蕩とろかし、その意識をたちまち真っ白に染め上げた。

　半ば放心したシャミーユの口から、イクタがそっと指を引ひき抜ぬく。少女の唇くちびると二本の指との間に、唾だ液えきがつぅ──と糸を引いて、長く透とう明めいな橋をかけた。

「……は、ぁ……ぁ……」

　すっかり頰ほおが上気したシャミーユと鼻が接する距きよ離りで見つめ合って、黒くろ髪かみの青年は言う。

「初めに謝あやまっておこうかな。……こういうのは僕ぼくも初めてだから、実を言うと線引きの分からないところがあって。可か愛わいがり方がちょっと行き過ぎるかもしれない」

「──────」

「でも、それは二人分。彼女と僕ぼく、両親ふたおやの分だと思って欲ほしい。……力を抜ぬいて」

　少女の背中に再び両りよう腕うでが回り、今度こそひとたまりもなく抱だき寄せられる。ふにゃふにゃに力が抜ぬけた彼かの女じよの体を愛いとおしげに抱だいて支えながら、その耳元で、イクタは染しみ込こませるように囁ささやく。

「大好きだよ、シャミーユ。……今夜は一晩かけて、君にそれを伝えようと思う」

　なんら躊躇ためらうことなく彼かれは宣言し。その言葉通り、それから夜明けを迎むかえるまで、少女は砂糖水に浸ひたるような一夜を過ごすことになるのだった。
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　散さん兵ぺい戦術の普ふ及きゆう・発展と爆ばく砲ほうの運用の習熟。このふたつを大きな軸じくに据すえて、イクタ・ソローク率いる帝てい国こく軍は駆かけ足あしのスタートを切った。若すぎる元げん帥すいに対する不満と不安感は軍全体に根強くあったが、クーデターを経て若い世代が台頭を始めていたことは青年にとって追い風に働いた。出世の機会に貪どん欲よくな彼かれらは、イクタが提示する革新の中にその機会を求めたのだ。

「ナブフーラ・シプール少しよう佐さであります！　先日受けた講座で拝はい聴ちようした閣かつ下かの戦略論に感かん銘めいを受けました！　お側そばで学ばせて頂ければ光栄です！」

「あ、うん、ありがとう。その、えーと」

　そんな状じよう況きよう下で青年が副官を求めていることが伝わると、そのポストを希望する士官たちが続々と彼かれのもとに押おし寄よせ始めた。毎日のように執しつ務む室の前に列を作られては迷めい惑わくなので、見かねたサザルーフが面接の場を設けることになり──結果、今はこうして、イクタとふたり並んで希望者たちを篩ふるいにかけているところだった。

「今のやつはどうだった？　やる気には溢あふれてたし、なかなか悪くない経歴の持ち主だが」

「意欲は買いますが、ちょっと目がギラギラし過ぎてまして……。副官のポジションを踏ふみ台だいにする気満々のタイプは、今回の場合ちょっと希望と違ちがうかなと」

「そいつは悩なやましいな。いま集まってきてる若いのはそんなんばっかだぞ」

　履り歴れき書を眺ながめながら頭をがりがりと搔かくサザルーフ。そうこうしている間に、次の希望者が部屋へ入ってきた。

「こんにちはー、ただいま絶賛就活中のニアム・ネイ中ちゆう尉いでーす。夜の副官は入り用じゃありませんかー」

「おいどこから突つっ込こめばいい!?」

　愕がく然ぜんとした面おも持もちで席から立ち上がるサザルーフ。その目の前で、ニアムはしれっと面接者用の椅い子すに腰こしかけた。

「確かに今は降格くらって中ちゆう尉いですけどー、前までは大たい佐さの下で副官やってましたしー。今は元げん帥すい閣かつ下かも若いみたいだから、アタシでもワンチャンあるかなーって」

「正気か!?　ミトカズルクの一件はついこの間だろうが！」

「えーっと、すみません准じゆん将しよう。お知り合いのようですが、僕ぼくのほうはいまいち事情が」

「あ、ああ……そういえば、お前さんが後宮にいる間の事件だったなあれは。簡単に経けい緯いを話すと、陸りく軍ぐん大たい佐さナイアン・ミトカズルクの率いる連隊が、要よう塞さい都市ガルルジャンに立てこもって反旗を翻ひるがえしたんだ。結局はシャミーユ陛下が直々に部隊を出して鎮ちん圧あつしたんだが、こいつはその時に敵方の副官だった女でな……」

「ああ、なるほど、だいたい理解出来ました。マシューから話を聞いた覚えもあります。──で、ニアム・ネイ中ちゆう尉い。君は僕ぼくの副官になって何がしたいの？」

「何でもシてあげますよ。閣かつ下かはどういうのがお好み？」

「あっはっは。──おい衛兵、こいつをつまみ出せ」

　有う無むを言わさず両手を叩たたいて人を呼ぶサザルーフ。強面こわもての衛兵ふたりにずるずると引っ張られていく女を見ながら、イクタはぷっと笑いをこぼす。

「はは──いいね、その図太さは悪くない。間ま違ちがっても副官にはしないけど、何かおもしろい配属先を考えておこう。とりあえずお疲つかれ様さま、ネイ中ちゆう尉い」

「なるべく楽なとこお願いしゃーっす！」

　引きずられて扉とびらの向こうに消える間ま際ぎわ、図ずう々ずうしい希望を残していくネイ中ちゆう尉い。見上げた面の皮の厚さを見るに、むしろ逆境でこそ活かつ躍やくしそうな人材だな──とイクタは思った。この印象をきっかけに彼かの女じよの未来は大変な方向を向くのだが、この時点で本人には知る由よしもない。

「ったく、ろくでもねぇ……。おおい、次の志望者を入れてくれ！」

　サザルーフが入室を促うながすと、さっきのニアム中ちゆう尉いとは対照的に、入ってきたのはひどく思おもい詰つめた面おも持もちをした壮そう年ねんの将校だった。隙すきのない所作で一礼して席に座し、その場で姓せい名めいを口にする。

「……ヌーダッカ・メグ少しよう佐さであります。今日は……贖しよく罪ざいの機会を頂きたく、ここに参りました」

　履り歴れき書を見たサザルーフが目を丸くする。その驚おどろきを共有しつつ、イクタは静かに尋たずねた。

「クーデターの時、ヤトリと一いつ緒しよにイグセム派の捜そう索さく隊を指揮していた方ですよね」

「は。……あの戦いで何ひとつ、先達らしいところは見せられませんでしたが」

　苦く渋じゆうをにじませてつぶやくメグ少しよう佐さ。その表情の動きのひとつひとつを真しん剣けんに眺ながめた後、イクタは核心に切きり込こむ。

「贖しよく罪ざいというのは？」

　その問いを受けて、メグ少しよう佐さは長く押おし黙だまり。やがて、腹の底から絞しぼり出だすように答えた。

「彼かの女じよが死に、私ごときがおめおめと生き残った。……人生を懸かけて悔くいるに、これ以上の理由はないと存じています」

　少しよう佐さが歯は軋ぎしりし、膝ひざの上で左右のこぶしを激しく震ふるわせるのを、青年はじっと見つめる。

「あの時──同どう士し討うちの戦いに倦うんだ私は、あなたたちとの決戦を前にして、自分より遥はるかに優ゆう秀しゆうなヤトリシノ中ちゆう佐さに全てを委ねてしまいました。……しかし、決してそうするべきではなかった。彼かの女じよの強さに甘あまえてはならなかった。あの時の私は思考を放ほう棄きしていたにも等しいと──今となっては、そう思えてならないのです」

「…………」

「なぜ私は、彼かの女じよと一いつ緒しよになって懸けん命めいに考えなかったのでしょうか。そうすれば他の案が浮うかんだかもしれない。そちらを選べば彼かの女じよは死なずに済んだかもしれない。……この二年、そればかり考えて過ごしました。私が果たせなかった先達としての務めと、その贖あがない方を……」

「……その結論が、僕ぼくの副官になること……ですか？」

　青年の問いに、メグ少しよう佐さはこくりとうなずく。

「彼かの女じよは、最さい期ごにあなたを守って斃たおれたと聞いています。……情けないことに、彼かの女じよの内にあったその想おもいさえ、当時の私はじゅうぶんに汲くんではいませんでした。今からでは何もかも遅おそすぎることは分かっています。……けれども。それでも、それでも……！」

　言葉にならない気持ちを、男はなおも不器用に伝えようと足搔あがく。それを優やさしく片手で制して、イクタは静かに告げた。

「よく分かりました。──明日からよろしくお願いします、メグ少しよう佐さ」

「……え？」

　意表を突つかれたメグ少しよう佐さがきょとんとし、サザルーフはそれ以上に愕がく然ぜんとしている。が、イクタだけは何も迷うことなく立ち上がり、年配の佐さ官かんに向かって深く頭を下げた。

「見ての通りの若じやく輩はいです。あなたのように経験豊かな方に補ほ佐さしてもらえるのはありがたい。何かと面めん倒どう事ごとを押おし付つけることになりますが、これからは頼たよらせてください」

　硬こう直ちよくするメグ少しよう佐さ。まさか即そく答とうで採用されるとは予想だにせず、イクタから今後についての説明を受けている間も、彼かれの顔には困こん惑わくが色いろ濃こく漂ただよっていた。

　その彼かれも、やがて退室を促うながされてふたりの前を去っていき──今度はサザルーフが真意を問とい質ただす番だった。

「……ほ、本当にいいのか？」

「というと？」

「というとも何も……。メグ少しよう佐さはお前さんよりずっと年配だし、言わずと知れたイグセム派の古参将校だぞ。今の時勢でイクタ・ソロークが副官にする人物としては、それだけでも相応ふさわしいとは思えないが」

　思うまま常識的な意見を口にする彼かれに、黒くろ髪かみの青年はあっさりと首を横に振ふった。

「勘かん違ちがいしている人が多そうですが、僕ぼくは年配の軍人をないがしろにする気はありません。イグセム派についても同様で、使える人材は分わけ隔へだてなくどんどん使っていきます。若手とベテランで対立軸じくが出来てしまうことも避さけたい。新たな火種になりかねませんからね」

「そりゃそうだが……下世話な言い方になるけどよ、対外的にどうなんだ？　このタイミングで副官に採ったのが、相当に年のいったイグセム派の将校だってのは」

「ひとりめの副官が、ですよ。どのみち元げん帥すいの補ほ佐さがひとりだけってわけにはいきません。対外的なバランスも考えて、ふたりめはレミオン派の若手から選びましょう。今は若手優ゆう遇ぐうの印象が強くなり過ぎていたところだから、メグ少しよう佐さに関してはむしろ適任かと」

「ん……なるほど、そうも考えられるか……」

「ま、あの人を抜ばつ擢てきした理由はそういうところじゃありませんけどね」

　椅い子すにもたれかかってふぅと重い息を吐はきつつ、イクタは思い返す。──彼かの女じよが死に、自分が生き残った。人生を懸かけて悔くいるにそれ以上の理由はない──そう口にした時のメグ少しよう佐さの表情を。未来ある若者を先に逝いかせた後こう悔かいを胸に抱かかえたまま、二年以上も悩なやみ苦しみ──その末に贖あがないの場を求めてこの場所を訪おとずれた、ひとりの尊敬すべき大人の姿を。

「ああ言われちゃ、ね。──横に振ふる首は、僕ぼくにはありませんよ」

　観念したような顔でそうつぶやいた後、すぐに普ふ段だんの調子に戻もどって、イクタは明るく言う。

「さて、次の人を呼びましょうか」

「え？　まだ続けるのか？」

「もちろん。さっきも言ったように副官は複数人要いりますし、ちょっと人を見るのが楽しくなってきまして。この機会に面おも白しろそうな人材を見み繕つくろっておくことにします。志望者はまだまだたくさんいるんでしょう？」

　サザルーフの手元から書類の束を引き取り、それをぺらぺらとめくりながら、イクタはにやりと笑う。

「面めん倒どうな仕事であればあるほど、その中で見み出いだした楽しさは大事にするべきです。──さ、次の方どうぞ！　後がつかえてるんで、アピールポイントは手短にはっきりとね！」







　そんな塩あん梅ばいでサザルーフがイクタとつるんでいる間、その副官であるメルーザ中ちゆう佐さは、彼かの女じよの戦場で八はち面めん六ろつ臂ぴの働きぶりを見せていた。

「……この計画書はダメです。一か月分の物資に不足が多すぎます。まずいところや怪あやしいところに赤を入れておきましたので、それを参考にやり直してください」

　厳しくそう言いい含ふくめて、彼かの女じよは新人の部下に書類を突つき返かえす。まがりなりにも将官の立場であるサザルーフに対して、彼かの女じよの仕事は中間管理職そのものなので、その業務の幅はばは果てしなく広い。

　とりわけ後進の育成は急務だった。クーデターで失われた人材の穴は、二年を経た今もなお埋うまりきってはいないのだ。

「……クライサ中ちゆう尉い。ここの数字、なぜこうなったか説明出来ますか？」

「そ、それは……」

「出来ないでしょう。現場の状じよう況きようをよく考えず、参考にした書類からそのまま数字を引き写したからです。これでは三日と経たたずに再び補給の要よう請せいが来ますよ。他にも全体に粗あらが多いので、状じよう況きよう設定をしっかり読よみ込こんで書き直しなさい」

　ダメ出しを受けた部下たちがしゅんとして仕事机に帰っていく。そうなると、メルーザ中ちゆう佐さの前に残っているのは寡か黙もくな女性士官がひとり。手元に残った仮想計画書を眺ながめながら、中ちゆう佐さはその人物の名前を呼んだ。

「……ラーンツ中ちゆう尉い」

「…………」

「……中ちゆう尉い？　──聞こえていますか、メトラシェ・ラーンツ中ちゆう尉い！」

　ずっとうつむいていた女性士官が、繰くり返かえし名前を呼ばれてハッとして顔を上げる。

「──は、はい。なんでしょう」

　ようやく発せられた声も、どうにも遠えん慮りよがちで覇は気きがない。上官としての厳しい表情を崩くずさないまま、メルーザ中ちゆう佐さは右手に計画書を掲かかげて短く告げる。

「満点です」

「え？」

「見事な計画書です。基き礎そとなる進軍ルートの設定と状じよう況きように応じた分ぶん岐き、その際に生じるであろう問題への対策、途と中ちゆうでの補給の采さい配はい──どれを取っても非の打ちどころがありません。見本にしたいくらいの出来です」

　叱しかっている時とまったく同じ表情で言うので、それが誉ほめられているのだとメトラシェ中ちゆう尉いにはとっさに気付けない。ややあって状じよう況きようを理解するが、そうすると今度は怯おびえたように視線をさまよわせて辺りをうかがう。

「……あ、ありがとうございます。ですが、その……」

「誉ほめられて下手に目立つのが嫌いや、ですか？」

　メルーザ中ちゆう佐さがズバリ核かく心しんを突つく。メトラシェ中ちゆう尉いはぐっと言葉に詰つまった。

「あなたの立場からすれば無理のないことですが……その姿勢は率そつ直ちよくに言って好きません。能力も経験も兼かね備そなえた人間がそれを出だし惜おしんでいるような余よ裕ゆうは、今の帝てい国こく軍にはないはずです」

「…………」

「もっと自信をもって働きなさい。ガルルジャンの一件があるからといって卑ひ屈くつになることはありません。そのことについてはすでに陛下がお許しになったのだから、私はあなたを他の部下たちと等しく扱あつかいます」

　きっぱりと言ってのけるメルーザ中ちゆう佐さ。──ニアム・ネイと同じく、彼かの女じよメトラシェ・ラーンツもまた、要よう塞さい都市を率いて反乱を起こした軍人ナイアン・ミトカズルクの副官だった人物だ。ガルルジャンにおいて「参さん謀ぼう」と「寵ちよう姫き」としてミトカズルクに気に入られた彼かの女じよらは、かつての上官亡なき今、共に二階級降格の処分を受けた上で軍人を続けている。

「何より気付いて欲ほしいのは。ラーンツ中ちゆう尉い──あなたは今、自分の仕事が正しく評価される場所にいるのだということです」

「……え？」

　思いもしないことを言われて、メトラシェがおずおずと顔を上げる。メルーザ中ちゆう佐さはまっすぐに相手を見て、淀よどみなく言葉を続けた。

「ミトカズルクひとりの気分で何もかも浮うき沈しずみした頃ころとは違ちがいます。ここで必要とされるのは一にも二にも将校としての実力であり、それ以外を評価の基準とすることはありません。歯に衣きぬ着せず言えば、誰だれかに媚こびを売る手て際ぎわで能力の不足を埋うめ合あわせることは出来ないのです」

「…………！」

「だからこそ、ここはあなたにうってつけの職場です。上官は若くして准じゆん将しようになったばかりの人物で頼たよりなく、同どう僚りようはこれまた経験に乏とぼしく未熟な者ばかり。──分かりますか。ここはあなたの力を必要としているのです。メトラシェ・ラーンツというひとりの軍人の力を」

　まっすぐな賛辞をぶつけて、メルーザ中ちゆう佐さは右手に掲かかげた計画書を軽くこぶしで叩たたく。

「これほど見事な計画書を書く人間が評価されないまま埋うもれる理り不ふ尽じんを、私は決して認めません。賞賛を受け取りなさいラーンツ中ちゆう尉い。あなたはそれに足る輝かがやきの持ち主です」

　率そつ直ちよくな言葉のひとつひとつが、乾かわききったメトラシェの心に染しみ透とおっていき──やがて、一筋の涙なみだが頰ほおを伝う。

「……ぁ……」

　彼かの女じよの心を閉ざしていたのは、ひとりの男に全力で尽つくしてなお報むくわれず、別わかれ際ぎわに最低の裏切りを受けたという過去。だからこそ、今の上官であるメルーザ中ちゆう佐さに出来るのは、彼かの女じよの軍人としての成果に常に正しい評価で報むくいることだった。

「もう、泣かなくても良いのですよ。……辛つらかったですね、長い間」

　上官に優やさしく肩かたを抱だかれたまま、メトラシェはそれから長い時間、声もなく涙なみだを流し続けた。
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「……うーん……」

　照り付ける太陽の下、東西南北に平へい坦たんな地形が続く広大な演習地の只ただ中なか。慣れない機動の連続ですっかりくたびれた部下たちを眺ながめて、マシューは難しい顔で腕うでを組んだ。

「やってみると意外と難しいな、砲ほう兵へいとの連れん携けいってのは……。平地の野戦じゃ風ふう臼きゆう砲ほうには頼たよれなかったから、今までは逆に開き直れたんだけど……」

「これだけの火力を活用しない手はないからね。砲ほうの取り回しや移動速度には限界があるから、ぼくたちのほうで動きを合わせないといけない。でも、それが難しい……」

　隣となりに立つトルウェイも、同じように疲ひ労ろうした自分の部下たちを見ながらそう応える。マシューは少し考えて、自分なりの分ぶん析せきを口にした。

「どういう状じよう況きようで運用するかを想定しきれてないのが原因かもな。……ずいぶん前にイクタが講義で言ってたけど、爆ばく砲ほうの火力は騎き兵へいの突とつ撃げきに対して強きよう烈れつなカウンターになり得る。たぶん戦せん列れつ歩兵に対しても同様だけど、機動に柔じゆう軟なん性せいのある散さん兵ぺいに対しては脆もろい。おれたちはその弱点を補うことを第一に考えるべきだと思う」

「そうなると、早いうちに騎き兵へいとの合同訓練も考えないといけないね。歩兵や騎き兵へいと違ちがって、砲ほう兵へいはそれ単独だと成立しない兵科なんだ。まずは状じよう況きように応じた組み合わせの有効性を分ぶん析せきして……」

「おい、ちょっと待てやトルル」

　乱暴な声がふたりの会話に割って入る。びくりとして振ふり向むいた翠すい眼がんの青年が目にしたのは、同じレミオンの血を引くふたりの兄たちの姿だった。

「に、兄様たち……!?」

「初しよっ端ぱなから難しく考えすぎだろうが。お前自身は戦場の最さい先せん端たんを走ってるのか知らねぇが、帝てい国こく軍の編成の大半は未いまだに戦せん列れつ歩兵だぞ。これが散さん兵ぺいを中心とした形に切きり替かわるまでにはまだまだ時間がかかる。先のことばっかり気にして、その事実を忘れてやがんだろお前」

　末まつ弟ていの戸と惑まどいを無視して話を続けるサリハスラグ。二じ男なんのスシュラフが補足する。

「兄上の言う通り、まずはもっともシンプルな運用から始めるべきだろう。有効射程が大おお幅はばに伸のびた分だけ攻こう撃げき準備砲ほう撃げきの間合いは広く設けられる。これは野戦での戦術にそのまま流用出来ると考えるべきだ。固く組み上げられた方ほう陣じんに対しては唯ゆい一いつの処方になるかもしれん」

　爆ばく砲ほうという新兵器に対する重要性の認にん識しきは、トルウェイのみならず三兄弟の全員にとって等しい。が、末まつ弟ていとはまた違ちがった視点から、ふたりの兄は自分の見解を述べる。

「とどのつまり、まずは間合いを遠く取って仰ぎよう角かくでぶっ放す。近付いてくる敵は直接砲ほう撃げきで迎むかえ撃うって、じゅうぶんに消しよう耗もうしたところを後方に待機してた歩兵が突とつ撃げきする。側面へ回り込こんでくる敵に対処するために、あらかじめ爆ばく砲ほうは扇おうぎ形がたもしくは菱ひし形がたの陣じん形けいで配置しておく。……ひとまず基本はこんなところじゃねぇのか」

「兄様……でも」

「お前のやりたいことも分かる。高度に訓練された散さん兵ぺいなら、支し援えん砲ほう撃げきを受けながら突とつ撃げきしたりも出来るはずって言いたいんだろ。別に否定はしねぇよ、それはそれで試ためしていけばいいんじゃねぇのか。……だけどな、突つっ走ぱしる前に足元を踏ふみ固かためるのを忘れんじゃねぇ。いくら先まで走っても、他の連中が付いていけない背中じゃ意味がねぇだろ」

　トルウェイは目を瞠みはった。罵ば倒とうを先に立たせず自分に忠告を与あたえる長ちよう兄けいの姿など、いったい何年ぶりに目にしたのか分からない。一方のマシューも、これまでとは明らかに雰ふん囲い気きの違ちがう三兄弟の様子を前に、口出しをしていいのか躊躇ためらって立たち尽つくし──その肩かたに、ふいに背後から何者かが手を置いた。

「……なんか難しいこと話してるな」

「うひゃっ……!?　……え？　ポ、ポルミ!?」

　飛び上がって驚おどろいたマシューが、振ふり向むいて目にした相手の正体にますます目を丸くする。にやりと不敵に笑ってみせて、偉い大だいなる船乗りキャプテン・ガルシエフの末まつ裔えいたる女海かい賊ぞくは小太りの青年との再会を喜んだ。

「ご無ぶ沙さ汰ただね、マシュー。また叔父おじ上が陛下に呼び出しを受けてさ、アタシもくっ付いて来たんだ。用件はたぶん、その爆ばく砲ほうってやつの導入に関してだと思うけど」

「ユルグス大将も来てるのか……？　でもそうか、爆ばく砲ほうは船と相あい性しようがいいんだったな。前の戦いじゃ爆ばく砲ほう艦かんに苦戦させられたし、導入を話し合うのも当たり前か」

　思考を順番に進めていって、ようやく状じよう況きようを納なつ得とくするマシュー。と、その肩かたにぴったりと身を寄せたポルミが熱っぽく囁ささやく。

「そういうこと。……で、今夜って空いてる？」

「……!?　ちょ、ちょっと待て！　そういう話は後で──！」

　頰ほおを赤くして相手から身を離はなすマシュー。兄たちと戸と惑まどいながら交流するトルウェイと並んで、彼かれもまた平へい穏おんな心境ではいられないのだった。







　ポルミニュエ・ユルグスが演習地のマシューを訪ねている頃ころ、帝てい都との宮きゆう殿でんには海かい賊ぞく軍の頭領たる怪かい傑けつエリーネフィン・ユルグスが襲しゆう来らいしていた。

「──というわけで。元を辿たどれば、キオカ海軍の爆ばく砲ほうを鹵ろ獲かくしたのはアタシたち海軍なんですのよ」

「…………」

「なのだから、今後の海路の確実な防衛のためにも、こっちにももう少し景気よくブツを回していただければと思うのですけどね」

「…………………」

「……もしもーし？　陛下？　アタシの話を聞いてらっしゃる？」

　反応の薄うすさに眉まゆ根ねを寄せるユルグス大将。深しん緑りよく堂どうで女じよ帝ていの御ご前ぜんを拝した彼かれは、この日も無ぶ頼らいの本ほん性しようを遺い憾かんなく発揮して慇いん懃ぎん無ぶ礼れいの限りを尽つくしていたが、今日はその響ひびき方がどうにも芳かんばしくなかった。

　理由は一いち目もく瞭りよう然ぜん──話している女じよ帝ていが、心ここに在らずだからだ。

「……はっ!?　す、すまぬ、エリーネフィン・ユルグス海軍大将。その、爆ばく砲ほうの導入に関する要よう請せいであったか」

　やっとのことで我に返るシャミーユ。ユルグス大将は肩かたをすくめて言葉を続ける。

「ええ、そうですのよ。使い道を探さぐるにしろ対策を講じるにしろ、こっちに現物があるとないとでは大おお違ちがい。需じゆ要ように対して生産が追い付かないのは分かりますけどね、それにしたって海軍に回ってくるのがたったの十門っていうのはあんまりじゃないかしら？」

　ここぞとばかりに要求を押おし付つける海かい賊ぞく軍の長。女じよ帝ていはかぶりを振ふって雑念を払はらい、目の前の相手に集中しようと試みる。

「要求は分かるし検討もするが、その数を大きく上向けることは難しいであろう。何も陸軍を贔屓ひいきしているわけではなく、現状では爆ばく砲ほうの絶対数そのものが足りていないのだ。少ない現物をどこの部隊へ優先的に配備するかはソロークが……元げん帥すいが判断している」

「その本人に直じか談だん判ぱんするつもりで来たのだけれど、ここには来てらっしゃらないの？　アタシとしても、史上最年少の帝てい国こく軍元げん帥すいにお目通りするのを楽しみに来たのですけれどね」

　周りに視線を巡めぐらせつつ、ユルグス大将は不満げに唇くちびるを尖とがらせる。と、これまで傍かたわらで状じよう況きようを見守っていたレミオン大将がそこで言葉を挟はさんだ。

「ユルグス大将、元げん帥すい閣かつ下かからは私が伝言を預かっている。そのまま伝えるが──『近々に大規模な海戦を仕し掛かける予定はなく、キオカから仕し掛かけられる見み込こみも薄うすいと思われます。一年後にはまとまった数を回せるから我が慢まんしてください』とのことだ」

「なにそれ雑っ！　本人が来ないなら、せめて伝言ぐらい気合入れなさいよ！」

「待て、追つい伸しんがある。『こう言ったところでただで帰る方でないのは分かっているので、代わりのお土産みやげを差し上げます。海軍の長年の伝統である『報告されない独自の財源』を、今後とも黙もく認にんするということでいかがでしょうか』とのことだが……」

　それを聞いた瞬しゆん間かん、なおも不満を並べ立てようとしたユルグス大将の動きがぴたりと止まった。直後、芸術的な変わり身でもって、その顔に寛かん容ようと友愛に満ちた笑えみが浮うかぶ。

「──嫌いやですわレミオン大将。アタシがそんなに聞き分けのない人間だと思って？　一年待てばいいのね、大いに結構。喜んで待たせていただきますわ」

「……何よりだ。しかしそれとは別に、この『独自の財源』について説明を求めたいのだが……」

「何のことやらさーっぱり。──陛下、お目にかかれて光栄でしたわ。ではでは、アタシはこの辺りで」

　翠すい眼がんの将の追つい及きゆうを軽くあしらい、形勢が悪くなったと見るや去っていく海かい賊ぞく軍の頭目。一方、その無礼を咎とがめるべきシャミーユはといえば、昨夜の出来事を思い返して、またしてもぼんやりと中空を見つめている。レミオン大将の盛せい大だいなため息が大だい伽が藍らんに響ひびき渡わたった。
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　観察対象との間の距きよ離りを縮めることは、その生態の分ぶん析せきを進めるに当たって大きな意味を持つ。近くのほうがよく見える──当然ながら、これは多くの物事に共通する原則だ。

「…………そろーっ……」

　だから、科学者は隙すきあらば接近する。相手が鋭するどい牙きばと爪つめを持つ猛もう獣じゆうであろうと、今にも噴ふき出だしそうな溶よう岩がんを火か口こうになみなみと湛たたえた火山であろうと、それらに対する知的好こう奇き心が恐きよう怖ふ心を上回った瞬しゆん間かんに彼かれらの行動は決定する。この少女もまたその例に漏もれなかった──が、

「──何の用ですか、シャットウィェッタニェルシスカッツ三等文官」

「うひゃっ、気付くの早っ」

　目当ての部屋の入口の三歩手前に差さし掛かかったところで、今回は早くも観察対象から先手を打たれる結果となった。開け放たれたままの執しつ務む室の扉とびらからそろそろと顔を出して、ヴァッキェ三等文官は悪びれず口を開く。

「こんにちは宰さい相しようさん。忙いそがしそうだけど、ちょっとお話いいかな？」

「政務に関する相談なら受けましょう。それ以外なら去りなさい」

　机の上で休みなくペンを走らせながら、帝てい国こく宰さい相しようトリスナイ・イザンマが淡たん々たんと応じる。その答えに唇くちびるをとがらせつつ、科学者の少女は迷わず部屋の中に足を踏ふみ入いれた。

「そう邪じや険けんにしなくてもいいと思うな。この宮きゆう殿でんの中で、あなたを感情的に嫌きらっていない人間はわたしくらいなんだから」

　言いながら部屋の奥おくの机に向かって歩いていく。トリスナイは一いつ顧こだにせず作業を続けるが、少女のほうもまた、その黙もく殺さつを少しも意に介かいさない。

「シャミーユはもちろん、イクタ兄にももう、あなたと冷静に向き合うことが難しくなってる。わたしとヨルリンを呼んだ理由のひとつもそれだよね。あなたを押おさえるためには、あなたをフラットな視線で見ることの出来る部外者が必要だった」

　宰さい相しようの沈ちん黙もくは揺ゆるがない。その横顔を、ヴァッキェは黒い瞳ひとみでじっと見つめる。

「あなたは他人に忌いみ嫌きらわれることを恐おそれていないし、むしろその立場を自覚的に利用している。実を言うとね、少なからず親近感を覚えるところはあるよ。わたし自身、本来はシャミーユよりもあなた寄りの人間だから」

「──私寄り？」

　最後の一言を聞きとがめたトリスナイが言葉を返す。少女はこくりとうなずいて答える。

「共感性の薄うすさに反比例した自我エゴの強さ。人でなしと言われることもある、かな」

　くせっ毛の先せん端たんを指先にくるくると巻きつつ、ヴァッキェは言葉を続ける。

「例えば──目の前に怪け我がしている人がいる時、多くの人は『痛そうだな』と感じるらしいよね。でも、わたしたちは『怪け我がをしてるな』とだけ思う。違ちがいはつまりそういうこと」

「…………」

「訓練と慣れによって共感性を抑おさえることも可能だから、ふたつの境界はわりと曖あい昧まいだけどね。ただ、わたしたちは自然体で情が薄い。いつからそうなったかは別にして、そこにひとつの線引きをすることは可能だと思う」

　断定的に述べる少女。仮面じみて微び動どうだにしなかった宰さい相しようの目が、それでわずかに細められる。

「わたしの場合は──生まれつきでないなら、自分の気持ちを無視されることが当たり前の環かん境きようで育っていくうちにそうなった、と自分を分ぶん析せきしている。生育環かん境きように応じた適応と発達ってやつだね。なもんだから、周りにわたしを慮おもんばかってくれる人が増えてからはだいぶ軟なん化かした。互たがいに思い思われる関係のほうが心地ここちいいと発見してそっちに傾かたむいたわけで、更こう生せいとしてはありきたりだけどね」

　口元に浮うかんだかすかな苦く笑しようは、次の瞬しゆん間かんには跡あと形かたもなく消えている。

「で、あなたに話を移すけどさ。──いるのかな？　あなたを思いやってくれる人は、この宮きゆう殿でんに。ううん、この世界のどこかに」

　相手は答えない。その沈ちん黙もくを回答とみなして、ヴァッキェは無ぶ遠えん慮りよに言葉を紡つむぐ。

「いないよね。宮きゆう殿でんの人たちはあなたのことを狐きつねとか佞ねい臣しんとか呼ぶけど、どちらにも共通して言えるのは、そこに人間性を認めていないということ。で、あなた自身もそれに乗っかって振ふる舞まうもんだから、得体の知れないイメージはますます強まっていく」

　ペンの動きがぴたりと止まる。宰さい相しようの真横に陣じん取どって、少女は机の上に勢いよく片手を置く。

「これは人が怪かい物ぶつを生み出す典型的な構造だよ。関係者全員が無自覚のまま悪あく循じゆん環かんに陥おちいっている。放っておくのは誰だれにとってもよくない」

　そう口にした次の瞬しゆん間かん、引ひき締しめていた表情を緩ゆるめてにかっと笑い、ヴァッキェは相手に向かって右手を差し出した。

「ってなわけで、お友達から始めよーぜ。とりあえずトリリンって呼んでい──」

　最後まで言うことは出来なかった。ペンを置いて走ったトリスナイの右手が、少女の頰ほおをつかんだからだ。

「思ったよりも煩うるさい猿さるですね。──ここで除いてしまいますか」

　ぎょろり、と爬は虫ちゆう類るいじみた視線が手の中の相手をねめつける。抑よく揚ようのない声は一いつ切さいの人間味を欠いていた。

「待てッ！」

　その瞬しゆん間かん、細身の青年が部屋へ駆かけ込こんできた。ヴァッキェと共に宮仕えしたヨルガ三等文官は、額に緊きん張ちようの汗あせを浮うかべながら口を開く。

「ソイツを離はなせ。……いや、離はなしてください宰さい相しよう閣下。同どう僚りようの失礼は代わってお詫わびしますが、今のヴァッキェはれっきとしたシャミーユ陛下の臣下。それを無礼討うちする権限は、今のアナタにはないはずです」

　震ふるえる唇くちびるで道理を示す青年。温度のない視線が彼かれを貫つらぬく。

「後の手回しでどうにでもなる。──私がそう言ったら？」

　心臓を鷲わしづかみにされるような感覚がヨルガを襲おそった。その恐きよう怖ふと不快感にぐっと奥おく歯ばを嚙かみ締しめて耐たえつつ、青年は相手をにらみ返す。

「……ここでアナタを殺してでも、ソイツを奪うばい返かえす。後のことは一いつ切さい考えない」

　白衣の袂たもとに手を差し入れながらヨルガは言い切った。それを聞いた瞬しゆん間かん、宰さい相しようの腰こしのポーチから傍そば付つき精せい霊れいの無機質な声が響ひびき渡わたる。

「──殺意の表明を感知。侵しん害がい者しやに警告する。権けん限げん者しやの死亡確認は当とう該がいＡＥシリーズに課せられた人類援えん助じよ規き定ていの内──」

「それ以上は言わずとも結構です」

　警告が途と中ちゆうでさえぎられる。精せい霊れいの頭を軽く押おさえながら、トリスナイは再び口を開く。

「私が本気で誰だれかを排はい除じよすると決めた時には、脅おどしなど挟はさみません。──この意味がお分かりですね？」

「…………」

「理解しているなら宜よろしい。──躾しつけの悪い猿さるを、放し飼いにするものではありません」

　そう釘くぎを刺さしたが最後、少女の顔をつかんでいた手を放し、狐きつねは部屋を後にした。悠ゆう然ぜんと立ち去っていくその背中を眺ながめながら、科学者の少女はぽりぽりと頭をかく。

「……ありゃりゃ、行っちゃった。難しいなぁやっぱり──」

　ぽつりとつぶやく。続く瞬しゆん間かん、彼かの女じよに駆かけ寄よったヨルガが、床ゆかに両りよう膝ひざを突ついてその体を抱だきしめた。

「……無茶なことするな、バカぁっ……！」

　恐きよう怖ふの名残なごりとそれを脱だつした安あん堵どから、青年の体は小刻みに震ふるえていた。それを肌はだで感じて、少女は初めてバツが悪そうに目を伏ふせる。

「あー……。確かに、今のはちょっと軽けい率そつだったかも」

「どこがちょっとだ！　この宮きゆう殿でんでいちばん危険な相手があのトリスナイ・イザンマだぞ！　今ので殺されていてもおかしくなかった！」

　半ば叫さけぶように言って、ヨルガは相手を抱だきしめる腕うでの力をいっそう強める。ヴァッキェはうーんと唸うなって目を閉じる。

「いちおう、それはないと踏ふんで話しかけたんだけど──でも、そうだね、リスクはゼロじゃなかった。ごめんねヨルリン。心配させちゃったよね」

　自分の過失を受け入れて謝罪し、少女はよしよしと青年の頭を撫なでる。そうしながら、彼かの女じよはふと、宰さい相しようが去っていった廊ろう下かに視線を向けてつぶやく。
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「だけどさ──こうやって心配してくれる人も、宰さい相しようさんにはいないんだよねぇ……」







「……ソローク。これは……？」

　同じ頃ころ。御ご所しよの居室の中で、シャミーユは目の前の机に置かれた見慣れないものをしげしげと眺ながめていた。籐とう椅い子すに腰こしかけた彼かの女じよの隣となりに立って、イクタは説明を加える。

「盆ぼん景けい、というものがヤポニクの伝統文化にあってね。お盆ぼんの上に土や砂、石や苔こけなんかを配置して楽しむんだけど、これはそれを元にアレンジした遊びでさ」

　言いつつ、机の上のそれに手を伸のばす。彼かれらが前にしているのは、底面の一辺が四十センチほど、壁かべの高さ十センチほどの蓋ふたのない箱だ。

「箱の中に白い砂が敷しいてあって、周りには人形や家具のミニチュアなんかの小物が色々ある。これらを自由に配置して楽しむ、いわば箱庭遊びなんだ。あなたにもぜひやってみて欲ほしいと思ってね」

「ふむ……ルールはないのか？　完成したものを評価するポイントは？」

「決まり事は特にないんだ。そういう目的でやる遊びじゃないからね」

「むぅ……となると、どこから手を付けていいものか……」

「ま、とりあえず触さわってみてよ。この遊びに関して言えば、予習は一いつ切さい必要ない。一から十まで気の向くままにやればいいのさ」

　軽い口調でそう促うながしたきり、イクタは微笑ほほえみながら様子を見守る。まっさらな箱庭と向き合い、金きん髪ぱつの少女はやや不安げな視線を彼かれに向けた。

「……何か、アドバイスはしてくれぬのか？」

「僕ぼくが『こうしたほうがいい』って言ったら、あなたはその方向に作っちゃうでしょ？　それじゃいけない。誰だれのために作るのでもなく、心の赴おもむくまま、あなた自身の箱庭を作り上げることが肝かん心じんなんだ」

　その言葉に背中を押おされて、シャミーユは箱の脇わきに置かれた様々な小物に手を伸のばす。目に付いたものをひとつずつ手元に寄せていき、やがて、その中のひとつをつまみあげた。

「……これは貝かい殻がらか。それに青の色砂もある。では、海辺の景色を作るとしよう。海路でヒオレド鉱山に向かったあの時以来、久しく見ておらぬが……」

　ひとたび方針を定めると、少女の手は打って変わって淀よどみなく動き始めた。頭の中に思おもい描えがいた設計図を元に砂を寄せ、小物を配置し、それらの位置を調整してイメージに近付けていく。イクタの見守る中、殺風景だった箱庭はみるみる輝かがやきを増していった。

「……これでどうだ？」

　仕上がりに満足がいったところでシャミーユがそう尋たずねる。イクタは机に上体を乗り出して箱庭を覗のぞき込こんだ。

「どれどれ。──おお、これはすごい！　細かく丁てい寧ねいに作ったね。解説をお願いしてもいいかな？」

　解かい釈しやくを交えず出で来き栄ばえを褒ほめながら、イクタは作り手であるシャミーユ自身にその景色の説明を求める。少女はこくりとうなずいて話し始めた。

「……漁業の盛さかんな港町をイメージした。漁師たちが船で海に出て網あみを引き、砂すな浜はまでは子供らが潮しお干ひ狩がりをしている」

「ふむふむ。じゃあ、この魚は？」

「この日いちばんの大物だ。身肉の大半は切り分けられて市場に出されるが、漁師とその家族は残った骨回りの部分を持っていく。残った身肉を匙さじでこそげ取り、つなぎに小麦粉を混ぜて団子にし、それを焼いたり煮にたりする……」

「いわゆる浜はま団子か。海岸沿いの地元料理だと思うけど、よく知ってたね」

「資料で読んだことがあるだけであるがな。知識ばかりで味を知らぬ、そんな食べ物ならば余にはいくらでもある。皇こう帝ていになったことで、その数はむしろ増えていく一方だ」

　自じ嘲ちよう気味につぶやくシャミーユ。その肩かたに手を置いて、イクタは優やさしく言い添そえる。

「これから先、いくらでも食べに行く機会はあるよ。それまでは想像を膨ふくらませておくといい。未知の何かっていうのはね、それを思おもい描えがく時間も含ふくめて楽しむものなんだ」

「……うむ。そうであるな、思おもい描えがくだけならば……」

　こんな自分にも許されるであろう──と。口にされなかった後半が、イクタにははっきりと聞こえた気がした。そんな彼かれの思いは知らず、シャミーユは手元に残った小物を両手につまむ。

「……やってみると、この遊びは存外に楽しいものだ。ソローク、また別の景観を作っても構わぬか？」

「もちろん。次はどんな箱庭になるのか、今から楽しみでならないよ」

　微笑ほほえみを浮うかべて次の制作を促うながす青年。少女は軽くうなずいて、再び手を動かし始めた。

「では、次は山間の村を作ってみよう。余の知る限り、こうした地形の中でもっとも美しいと言われるのは──」







　ふたりで過ごす穏おだやかな時間が終わりを告げると、そこから先は皇こう帝ていと元げん帥すいとしてそれぞれの職責に向き合わなければならない。この日、最初に耳に飛とび込こんできたのは悪い報告だった。

「──状じよう況きようが悪化している？」

　会議の場で奏上を受けた女じよ帝ていが、厳しい面おも持もちでそう聞き返す。文ぶん官かんは緊きん張ちよう気味に言葉を続けた。

「は、まことに残念ながら……。辺境で自給自足の生活を営む集団は日毎ごとに数を増していき、前回の観測ですでに一万を数えました。案の定、自給で賄まかなえるラインの限界を超こえたようで、食料が行ゆき渡わたらず飢うえる者が出始めています」

　予測されていたはずの事態を防げなかった歯がゆさに、シャミーユは口元をゆがめる。

「……そうならぬために打った対策は、ついぞ効果を上げなかったということか……」

「……不ふ甲斐がいなくも……。彼かれらのために新たな耕作地を用意し、そこへの誘ゆう導どうを図はかったのですが、応じる者はごく少数でした。時間をかけて説得を試みましたが、こちらへの不信が根強く……」

　それより先を口にすることは文ぶん官かんの側で躊躇ためらわれた。行政に対する不信は女じよ帝ていに対する不信とも一いつ致ちする。それを誰だれよりも痛感しているのは、他でもない彼かの女じよ自じ身しんであり──だからこそ、続く言葉には必然があった。

「……余が自ら出向こう」

「シャミーユ！」

　隣となりに座すわるイクタが厳しい目を向ける。その視線を受けて、女じよ帝ていは静かにかぶりを振ふった。

「案ずるなソローク、何も親しん征せいに及およぼうと言うのではない。余が姿を見せ、直じかに彼かれらの背中を押おそうと言っているのだ。いかに不信が根強かろうと、皇こう帝てい自ら足を運べば、こちらの本気を見て取る者はいるはず。

　だが、過か剰じような圧力をかけては逆効果になるやもしれぬ。率いる部隊は少数に抑おさえて、視察の名目で現地へ向かうとする。しばし宮きゆう殿でんを空けることになるが……」

「なら当然、僕ぼくも付いて──」

「ま、待ってください元げん帥すい閣下！」

　迷わず女じよ帝ていの随ずい伴はんを買って出ようとする青年。それを聞いて、軍のほうから会議に出席していた佐さ官かんの女性が慌あわてて立ち上がる。

「陛下が出向かれるのはもはや致いたし方ないとして、元げん帥すいたるものがそう軽々に基地を留守にされては困ります！　今はあなたの指導のもとに帝てい国こく軍の再編成を進めているところだというのに、当のあなたがいなくなっては多くの工程が中断してしまう！　体制が安定した後ならいざ知らず、まだ軌き道どうにすら乗っていない時期なのですよ！」

　相手の立場からどこまでも正当な抗こう議ぎを受けて、イクタにはとっさに返す言葉がない。ややあって、それでも絞しぼり出だすように声を上げる。

「……いま基地を留守にするのが大きなロスだってことは分かってる。だとしても……」

「──ソローク」

　道理を無視してでも少女をひとりでは行かせまいとする。その思おもい遣やりに胸が締しめ付つけられるのを感じながら、女じよ帝ていは努めて気き丈じような声で告げる。

「……案ずるな。余は──余はひとりでも大だい丈じよう夫ぶだ。そなたも知っているであろう、何もこれが初めてというわけではない。これまでにも、余は何度も同じように出向いて反乱を鎮しずめてきた。まして今回は反逆者との戦いくさではなく国民の説得だ。心配には及およばぬ」

「僕ぼくが吞のん気きに寝ねこけている間に、あなたにそんな過か酷こくな境きよう遇ぐうを強しいてしまった。……それ自体が何よりの後こう悔かいだとしてもかい」

　苦く渋じゆうの面おも持もちでそう口にするイクタ。その空気に割って入ることを躊躇ためらいながらも、佐さ官かんの女性は意を決して自分の意見を提示する。

「……僭せん越えつながら。元げん帥すい閣下自身はこの場を動けないとしても、信しん頼らいする部下を随ずい伴はんさせることなら可能です。情勢を鑑かんがみて、今回はそれで吞のんではいただけませんか……」

　当事者たちの立場を鑑かんがみた、誰だれの目にも適切な妥だ協きよう点だった。それに対してなおも首を横に振ふることは、さしものイクタにも難しく──彼かれはせめて、少女のために最大限の安全策を講じることを心に決めるのだった。







　自ら足を運ぶとひとたび決めた以上、そこからのシャミーユの行動は素す早ばやかった。日程と段取りを決め、連れて行く将校と部隊を決定して、今日その当日を迎むかえる。

「……陛下。そんなに大きな馬に乗られて、大だい丈じよう夫ぶですか？」

　すでに自分自身も騎き乗じようした状態からハロがそう気き遣づかう。ひときわ立派な馬の背中で、危なげなく手た綱づなを手にしながらシャミーユは答えた。

「案ずるなハロ。ヤトリの足元にも及およばぬにせよ、余は騎き乗じようが苦手ではない」

　そう口にする少女は、この二年の間に相応の訓練を重ねている。自分が馬に乗れないせいで行軍速度が抑おさえられてしまうことを嫌きらい、即そく位いして真っ先に馬術を覚えたのだった。元来が真面目で物覚えのいい彼かの女じよなので、その技術はすでに必要十分な水準に達している。

「今回は目的地で戦せん闘とうが見み込こまれるわけでもなし、部隊の編成は軽騎き兵へいだけでも問題あるまい。護衛にはいつも通りルカーンティが付き、そなたもこうして随ずい行こうしてくれる。そして何より──」

　そこで一いつ旦たん言葉を切って、女じよ帝ていは視線を背後に向ける。

「──貴官に勝まさる守護者は、帝てい国こく全土を見回しても他にあるまい。ソルヴェナレス・イグセム名めい誉よ元げん帥すいよ」

　名を呼ばれた炎えん髪ぱつの壮そう年ねん男性──かつて帝てい国こく軍のトップを務めていた軍人は、馬上で静かに一礼した。

「勿もつ体たいなきお言葉。……全ぜん霊れいを以もつてお守りします」

「そうそう！　わたしも付いてるしね！」

　能天気な声が空気を読まずに割って入る。片手を上げて近付いてくるその主に目を向けて、シャミーユは露ろ骨こつにため息をついた。

「……ヴァッキェよ。護衛対象が増える分、そなたの存在はむしろマイナスであろう」

「そんなことないよ！　ほらほら、馬だってシャミーユより上手に乗れちゃうよ？」

　そう言って手た綱づなを引き、馬にジグザグの軌き道どうを歩ませながらかぽかぽと女じよ帝ていに近付いていくヴァッキェ。シャミーユは眉まゆをひそめた。

「……余より上手に？　……待て。そなた、どのような根こん拠きよからそう判断している」

「そりゃー結構前から乗ってますし。最近乗り始めたっぽいシャミーユとは年季が違ちがうっていうかー」

　肩かたをすくめて挑ちよう発はつ気味に言ってのける相手にカチンと来て、金きん髪ぱつの少女は言葉を返す。

「……今回の行軍は速い。遅おくれればその場に置いていくが、構わぬな？」

「ふふーん？　それでもいいけど、どうせなら最初の中ちゆう継けい地点まで競走しようよ。負けたほうは罰ばつゲームってことで」

「競走だと？　ふざけるな、進軍の最中にそのような……」

「あれあれ？　やっぱり自信ない？」

　薄うす笑わらいを浮うかべて首をかしげる科学者の少女。それが幼よう稚ちな煽あおりだと分かっていても、シャミーユは胸の内に反発が生じるのを押おさえられない。彼かの女じよは今度こそ喧けん嘩かを買った。

「……余の姿が地平線に霞かすんだ時にも、同じ台詞せりふが吐はけるのであろうな」

「吐はけないかもねー。だって、背中側の地平線ってよく見えないし」

　ふたりの少女の間に火花が散る。はらはらと状じよう況きようを見守るハロの前で、シャミーユは周囲の兵士たちに向かって声を張り上げた。

「──進軍開始！　目的地まで最短の日数で辿たどり着つく！　皆みなの者、遅おくれを取るな！」

「え!?　ま、待ってください陛下～！」

　ハロもすぐさま部隊を率いて走り出す。彼かの女じよの先を並へい走そうするシャミーユとヴァッキェには、すでにお互たがいの姿以外は何も見えなくなっていた。







　僅きん差さでの勝ち負けを交こう互ごに繰くり返かえした結果、ふたりの勝負は四日間の行程をかけて引き分けの結果に落ち着いた。終しゆう盤ばん戦の白熱も過ぎ去り、目的地で馬を下りた少女たちは、草原に並んで横たわって息を荒あらげているところだった。

「……ぜーっ、ぜーっ……ず、ずいぶんムキになって走ったね、シャミーユ……」

「……はーっ、はーっ……そ、それは余の台詞せりふだ。何度も抜ぬき返してきおって……」

　この期に及およんで、両者の間では減らず口の応おう酬しゆうが続いている。ハロはその様子を苦く笑しようして眺ながめつつ、パートナーの水みず精せい霊れいミルに作らせた氷水をふたり分のカップに注いでやった。

「はい──冷たいお水です。陛下もヴァッキェさんも、今日は日差しが強いんだから、あんまり無理しちゃいけませんよ？」

「……うむ。すまぬ、ハロ」

「ぷはー。生き返るー」

　そのまま競きそうように喉のどを潤うるおす。人ひと心地ごこちついたところで、科学者の少女は視線を正面に向けた。

「──で。あそこに見えるのが、噂うわさの人たちかな」

　隣となりに座すわるシャミーユも同じものを眺ながめる。小高い丘おかの上にいる彼かの女じよらからは、北東から南西に向かって流れる川と、その一帯をびっしりと埋うめ尽つくすあばら家の群れが一望出来た。周辺には農地が広がり、ところどころに放牧された家か畜ちくの姿もある。

「……報告にあった通りだな。腐ふ敗はい貴族の粛しゆく清せいに伴ともなって放ほう棄きされた耕作地を占せん拠きよし、その周りに集落を築いている。川に沿っているから水場の面で立地も良い。自給自足を続けるために好適な環かん境きようではあるのだろう」

「うん。ただし、住民の数が急激に膨ふくれ上あがったりしなければね。来る者拒こばまず受け入れていれば早々に限界は来る。それはもうとっくに過ぎた後だよ。あの農地にしたって、最初の収しゆう穫かくまで維い持じされているとは思えない。今日まではいなくなった地主の備び蓄ちくで辛かろうじて食くい繫つないでいただけ。自給自足なんて初めから成り立ってないんだよ、ここじゃ」

　目の前の光景から見て取った事実を、ヴァッキェははっきりと断言する。シャミーユは空になったカップを片手に腰こしを上げた。

「じきに斥せつ候こうも戻もどる。いつまでもこうしてはいられぬ、か」

　ヴァッキェとの競走を抜ぬきにしても四日間の行軍は楽なものではなかったが、その疲ひ労ろうを現場まで引きずるようなシャミーユではない。その横顔を頼たのもしげに見やりつつ、科学者の少女は尋たずねた。

「どうするつもりなの？」

「代表者を呼んで粘ねばり強づよく交こう渉しようする。向こうも物資が不足している以上、取引の余地はじゅうぶんにあるはずだ」

　力強く女じよ帝ていは言い切る。ヴァッキェはふむと鼻を鳴らした。

「その方針には反対しないけど──交こう渉しようの時は強気でね。『解散してください』じゃなくて、あくまで『解散しろ』のスタンスで。慈じ悲ひを見せるのはいいけど、舐なめられると話が長引くから」

「無用の懸け念ねんだ。言ったであろう、余は生まれながらの暴君であると」

「んー、それは忘れてくれてもいいんだけどなー」

　腕うでを組んで首をかしげるヴァッキェ。先のない集落を遠目に見み据すえて、シャミーユは彼かれらを説得するための段取りを何重にも思案し続けた。







　準備を経て始まった交こう渉しようは、最初の一手から女じよ帝ていの予想を外れていた。

「──彼かれらが全員、代表者だというのか？」

　驚おどろきと怪け訝げんさが半々で入り混じった少女の声が大天幕に響ひびき渡わたる。それも無理はない。いま、彼かの女じよの前には十人を超こえる男女が「集落の代表者」として集まっているのだ。

「いくらなんでも多すぎるであろう。三人や四人──いや、五人や六人までならまだしも理解出来る。だが十七人というのはどういうことなのだ。余は集落全体の代表者に出頭を命じたはずだ。向こうは選定の基準を理解していないのではないのか？」

　当然の疑問を口にするシャミーユ。「代表者たち」を連れてきた士官がそれに答えた。

「いえ……これで間ま違ちがいないのです。元来が自然発生的に生まれた共同体ですので、我々のように組織がまとまっておりません。多くの民衆を連れてきた者ほど大きな発言権を持つようですが、厄やつ介かいなことに、同規模の集団を率いるリーダーが当初から複数おりまして。それがさらに内ない紛ふんで分ぶん裂れつを重ねた結果、このような状じよう況きようになったようです」

　女じよ帝ていは口元をゆがめる。集団の分ぶん裂れつ自体は想定してあったが、それがここまで進んでいるとは予想外だった。

「比ひ較かく的てき少数の集団であっても、大きな集団に吸収されることを拒こばんで独立しているケースもあります。あまりに小さな集団はひとまず省きましたが、それでもなお、十七のグループはそれぞれ別個のものとして扱あつかわざるを得ませんでした」

　それで説明を終えて、将校は申し訳なさそうに頭を下げる。シャミーユは腕うでを組んだ。

「……少々見み込こみが甘あまかったな。これだけの人数が集まっているからには、相応のカリスマを持つ指導者が存在するものと推おし測はかっていたのだが」

「そうだね。太たい平へい宗しゆうにも初期はそういった人物がいたようだけど、全体が食べられなくなるに連れて発言力を失っていったと聞くよ。目の前の彼かれらは、すでにその段階に──集団として末期の状態にあるのかもしれない」

　ヴァッキェの推察に同意しつつも、シャミーユは毅き然ぜんと前を向く。

「だとすれば、むしろ幸いと思わねばならぬな。彼かれらが完全に瓦が解かいする前に間に合ったことを」

　半ば自分を鼓こ舞ぶするためにそう言って、少女は目の前の仕事に着手する。

「多いと言ってもたかだか十七人、この場で話が付けられぬ人数ではあるまい。──ひとり目、前に出よ」










「……おい、来た！　本当に女じよ帝ていが来たぞ！」

　シャミーユらの到とう来らいを受けて、集落の側でも波は紋もんが広がっていた。不安に駆かられて動どう揺ようする人々の中に、剣けん吞のんな光を目に宿して囁ささやき合う者たちが混じっている。

「連れてきた兵力を見る限り、ガルルジャンの時のように無む慈じ悲ひに蹴け散ちらしに来た……というわけではなさそうだな」

「今は代表者を呼び集めて謁えつ見けんを行っているようだ。順当に考えて、この集団を解散させることが目的だろう」

「ここの連中がすでに組織としての体ていを成していない現状、頭ひとりを説とき伏ふせて終わりというわけにはいかない。説得には時間を要することになる。相手が非武装の流民ということで油断もしているはず。……絶好の機会だ」

「ああ。あの屈くつ辱じよくから数か月──流民に身を窶やつして、今日まで耐たえ忍しのんでいた甲斐かいがあった」

　こぶしを握にぎりしめて肩かたを震ふるわせる仲間の背中を宥なだめるように叩たたき、男は尋たずねる。

「だが、どうやって仕し掛かける？　女じよ帝ていの守りは堅かたいぞ。なにしろ『炎えん髪ぱつのイグセム』が立ちふさがっている」

「確かに、うかつに攻せめれば我々全員の首が胴どう体たいと生き別れだが──こちらの存在が気取られていない現状なら、手の打ちようはある」

　そう言ってうなずき合うと、彼かれらはそれぞればらばらに集落の中へ走り去った。







「──であるからして。そなたら全員が食べていくための環かん境きようはこちらで用意してある」

　説得の開始から三日後の昼前。天幕内に響ひびき渡わたる女じよ帝ていの声には、多少の苛いら立だちが混じっている。

「生活が軌き道どうに乗るまでは支し援えんも行おう。すでに自給自足の仕組みが破は綻たんしたここに留とどまることは、そなたら自身の首を絞しめることでしかない」

　彼かの女じよの意志には少しの衰おとろえもないが、同じ内容の繰くり返かえしがすでに数十回を数えるとなると、じれったさに駆かられることはどうしても否いなめない。そんな女じよ帝ていの心境は露つゆ知らず、説得を受ける側の相手はもうひとつピンと来ない表情ではぁ、と曖あい昧まいな相あい槌づちを打つ。

「……で、では、他の者たちともう一度相談してきます……」

　はっきりした答えは何ひとつないまま、「仲間との話し合い」のために集落へ戻もどっていく代表者。何度となく繰くり返かえされたその光景を前に、目の前から相手が消えた瞬しゆん間かん、シャミーユは耐たえかねたように口を開いた。

「……じれったい！　なぜ、こうも話の通りが悪いのだ！」

　そう言って荒あら々あらしく玉座に腰こしを預ける女じよ帝てい。が、それも無理はない。集団を構成する十七のグループのうち、説得に応じる姿勢を見せたのは今日までたったのふたつ。それ以外は腰こしを上げる気配さえ感じさせていなかった。

　脇わきに控ひかえて様子を見守っていたヴァッキェが、そこで歩み出て言葉を挟はさむ。

「うん。それはね、陛下。彼かれらがそもそも、『自分たちで相談して将来を決める』ことに慣れていないからだよ。よちよち歩きの赤ちゃんと一いつ緒しよ」

　言われたシャミーユが渋じゆう面めんを向けると、科学者の少女はさらに言葉を続ける。

「前にしたよね、百人の賢けん者じやの国の話。彼かれらは賢けん者じやじゃないから、現状はあれよりさらに悪い。過あやまちを恐おそれて決断することが出来ないまま、現状維い持じという安易に縋すがり続ける。指導者が発言力を失った後の集団は大たい抵ていあんなものだよ」

「…………」

「迅じん速そくな解決を求めるなら、武力行使をちらつかせて恫どう喝かつしたほうが手っ取り早い。言われるままお上の命令に従う──それなら彼かれらがよく知っている文脈だからね。今からでもそっちの方針に切きり替かえてみる？」

　皮肉を交えず切り出された提案。苦々しさに口元をゆがめつつ、女じよ帝ていも答える。

「……今からとは言わぬが、それも手配はしてある。明日の夕方には最も寄よりの基地から三個大隊が到とう着ちやくする手て筈はずだ。我々に与あたえられた時間は有限。今日中に進展が見られぬようなら、もはや背中に銃じゆう口こうを突つき付つけてでも動かすほかにあるまい」

「そうだね。彼かれらのよちよち歩きを見守りたいのは山々だけど、現実にそこまでの猶ゆう予よはない。見切りを付けるタイミングを事前に設定している辺り、やっぱりあなたはさすがだよ」

「何がさすがなものか。余の君主としての不ふ手て際ぎわを、臆おく面めんもなく彼かれらに押おし付つけているだけだ」

　自分への失望を滲にじませて少女は言った。ひとつ大きなため息をついてから、気合いを入れなおすように両目を見開く。

「いずれにしても、余はまだ説得を諦あきらめていない。今日一日は交こう渉しように全力を尽つくす。この場に代表者を呼びつけるやり方が良くないなら、余のほうから説きに行くことも……」

　現在とは違ちがったアプローチを求める女じよ帝ていの思考。が、科学者の少女は首を横に振ふってみせる。

「代表者すっ飛ばして大衆に直接演説かますっていうなら、それはさすがに羽は交がい絞じめにしてでも止めるよ。効果を云うん々ぬんする以前にリスクが高すぎる。あなたに対して好意的でない民衆の前に、あなたの身を晒さらすような真似まねはさせられない」

　極論好きのこの少女が口にするには似つかわしくない、それは極きわめて常識的な正論だった。天幕の中に降りる沈ちん黙もく。一連の流れを同じ空間の片かた隅すみで見守っていたハロが、その行ゆき詰づまり方を見かねて声を上げかける。

「へ、陛下。わたしに──」

　が、その呼びかけが言葉として空気を震ふるわせる間ま際ぎわ、彼かの女じよの内側から別の声が上がった。

　──待って、ハロ。それは違ちがうよ。

　ハッと硬こう直ちよくする体。そこに向かって、彼かの女じよの中のもうひとつの人格が言葉を続ける。

　──確かに、わたしたちが直接立ち回れば、あの連中を解散させるための切きっ掛かけくらいは作れるかもしれない。でも、それでいいなら最初から陛下はここに来てないでしょ。政治の問題を軍人に解決させる慣習をどうにかするために、ずっと陛下は頑がん張ばってるんじゃないの？

「…………ッ」

　返す言葉が浮うかばず、ハロはうつむいて両手を握にぎりしめた。その様子に気付いた女じよ帝ていがふと声を上げる。

「……？　ハロ、どうした。もしや気分が優すぐれぬのか……？」

　守るべき相手から気き遣づかう視線を向けられて、ハロは不ふ甲斐がいなさに胸を締しめ付つけられながら、それでも自然に笑え顔がおを取とり繕つくろった。

「……いえ、大だい丈じよう夫ぶです。ヘンなことを言ってしまうところでした。すみません、陛下」

　ぺこりと頭を下げた後、ハロは焦あせる心を抑おさえて再び脇わきに控ひかえる。──兵士が報告に駆かけ込こんできたのは、そんな頃ころ合あいだった。

「ほ──報告します！　集落の西側で住人同士が衝しよう突とつしています！　食料を巡めぐっての、異なるグループ間の内ない紛ふんのようです……！」

　場の全員の表情に緊きん張ちようが走った。女じよ帝ていは即そく座ざに問い返す。

「負傷者は!?」

「続々と増えています！　手製の武器を持ち出してきている者もおり、もはや喧けん嘩かと呼べる勢いではありません！」

　返答を受けて数秒、シャミーユは打つべき一手を叩たたき出だして口にした。

「──イグセム名めい誉よ元げん帥すい！　騎き兵へい一個大隊を率いて、そなたは紛ふん争そうの鎮ちん定ていに向かえ！」

　これまで巌いわおのように無言で控ひかえていた炎えん髪ぱつの男性が、それを聞いて久しぶりに口を開く。

「畏おそれながら陛下。この身は、全てに優先して御おん身みを御お守まもりする為ために此処ここに在ります」

「承知している。だが、暴走した民衆に対して、この場でもっとも抑よく止し効果を見み込こめるのは間ま違ちがいなくそなたなのだ。その二刀を目にしただけで暴れる気をなくす者は多い。無む駄だな血を流さぬためにも、ここは是ぜ非ひもなくそなたに働いてもらう」

　命令の根こん拠きよを整然と述べるシャミーユ。イグセム名めい誉よ元げん帥すいはやや思案の間を置いた。

「……然しからば。私の帰き還かんまで、決してこの場を動かぬことを約束して頂きたい」

「無論だ。余はここで朗報を待つ」

　胸に手を当てて、女じよ帝ていははっきりと言い切った。その意を汲くんで炎えん髪ぱつの将が動き出す。

「速すみやかに帰ります」







　ソルヴェナレス・イグセムに率いられて集落の西側へと回り込こんでいく騎き兵へい部隊。その様子を、集落の中から複数の人間が見届けていた。

「……『炎えん髪ぱつのイグセム』が本ほん陣じんを離はなれたな」

　望遠鏡を目に当てながらひとりが囁ささやく。隣となりの男がこくりとうなずき、背後に武装待機させていた仲間を見み渡わたす。

「今が好機だ。──行くぞ！　女じよ帝ていの身み柄がらを捕とらえろ！」

　周囲一帯に響ひびき渡わたる鬨ときの声こえ。そして彼かれらは一いつ斉せいに戦いに打って出た。










「て、敵てき襲しゆう！　敵てき襲しゆう──ッ！」

　天幕に駆かけ込こんできた兵が報告すると同時に、外で打ち鳴らされた銅ど鑼らの音が同じ内容を部隊全体に伝えた。緊きん張ちようを通とおり越こして臨戦態勢に入った空気の中、兵士は状じよう況きようの説明を加える。

「へ、陛下！　正面から民衆の一部が襲おそってきました！　奴やつら武装しています！　手製の武器ではなく、軍用のボウガンや風ふう銃じゆうで……！」

　武装の二文字が女じよ帝ていの耳に重く響ひびく。が、彼かの女じよが対応を口にする前に、また別の兵士が血相を変えて姿を現した。

「報告いたします！　説得に応じて南に向かっていたふたつの集団が、急に進路を変えてこちらに向かって来ました！　遠目に武装が見て取れます！」

　別角度からの襲しゆう撃げきを意味する報告。あちゃー、と科学者の少女が額に手を当てて唸うなった。

「……嵌はめられたね、これは」

「ヴァッキェ……」

「連中、たぶん反乱軍の残党だよ。これまでに陛下が鎮ちん圧あつしてきた奴やつらの生き残り。流民たちの集団に混じって糊こ口こうを凌しのぎつつ、この集落の話を聞きつけたあなたがここまで出張ってくるのを待ってたんだろうね」

　シャミーユは険しい面おも持もちでうなずいた。天幕の中の士官たちが慌あわただしく動き出す。

「イグセム名めい誉よ元げん帥すいが兵を連れて本ほん陣じんを離はなれた隙すきに、説得に応じたふりをしてこちらの後方に回っていた仲間と合わせて挟きよう撃げき。なかなか周しゆう到とうだね。今回は鎮ちん圧あつじゃなくて説得が目的だったから、ただでさえこちらの戦力は多くない」

「……外の様子を見てきます！」

　ハロが走り出す。軍人だからと行動を躊躇ためらう理由は、今度は何ひとつなかった。







「「「「「「おおおおおぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉ！」」」」」」

　武器を手に、女じよ帝ていを擁ようする大天幕へ向かって殺さつ到とうする人々。それを迎むかえ撃うつ騎き兵へいたちは、相手が単なる武装した一いつ般ぱん人じんでないことをすぐさま見て取っていた。集団の一部の行動様式に、自分たちの学んだそれと共通するものが見られたからだ。

「くそ、近寄るな反逆者どもめ……っ！」

「隊列を乱すな、抜ぬかれるぞ！　連中死しにもの狂ぐるいだ！」

　圧縮空気ガスの破は裂れつ音が重なり、弾たまを受けた馬が苦痛に嘶いななく。敵の勢いに負けじと雄叫おたけびを上げて、騎き兵へいたちは予想もしなかった戦いに打って出た。







「…………っ」

　その光景を目にしたハロは、今の自分たちが紛まぎれもない窮きゆう地ちにいることを思い知らされていた。それを裏付けるように、彼かの女じよの内側から声が響ひびく。

　──……まずいよハロ。奴やつら、この機会に全力を費ついやして来てる。数の利は大きく向こうで、平野に張った陣じん地ちだから防衛側のこっちに利は少ない。じきに包囲も完成する……。

　言葉に焦あせりを滲にじませながら、パトレンシーナはさらに続ける。

　──ソルヴェナレス・イグセムが部隊と一いつ緒しよに帰ってくれば状じよう況きようは変わるだろうけど、この分だとそれまで持久出来るかも怪あやしい。何か手を打たないと。

「…………」

　──？　ちょっと、ハロ？

　踵きびすを返かえして天幕に戻もどっていくハロ。女じよ帝ていと臣下たちの視線に迎むかえられると、彼かの女じよは努めて落ち着いた声で現状を述べた。

「……皆みなさん。状じよう況きようは厳しいです」

　そう口にした瞬しゆん間かん、息を吞のむ気配が彼かの女じよに伝わる。ハロは容よう赦しやなく告げた。

「この数の敵に包囲突とつ撃げきされ続ければ、イグセム名めい誉よ元げん帥すいの部隊が戻もどってくる前に、防衛線を突とつ破ぱされてしまうかもしれません」

　そう言いながら部下のひとりに目配せし、あらかじめ用意しておいたものを持って来させる。金色の長ちよう髪はつを模した被かぶり物もの──女じよ帝ていの毛もう髪はつに似せたそれを片手に掲かかげて、彼かの女じよは続ける。

「そこで……ひとつ提案があります。陛下。恐きよう縮しゆくですが、騎き兵へいの二個小隊。それに、上着と王おう冠かんを預けていただけますか」

　予想外の提案にきょとんとするシャミーユ。が、それも一いつ瞬しゆんのこと。相手の意図を汲くみ取とった彼かの女じよの顔に、ありありと恐おそれが浮うかんだ。

「……待て。ハロ、そなたまさか」

「敵の狙ねらいは陛下です。だから、陛下の影かげ武む者しやを連れた囮おとりの部隊を出して意識を引き付けます。……わたしだと背格好が違ちがいすぎるから、影かげ武む者しやは部下の女性兵士から見み繕つくろって。うまくいけば、この陣じん地ちに押おし寄よせている敵の多くをこちらに誘ゆう導どう出来るはずです」

　彼かの女じよに思いつく、それはほぼ唯ゆい一いつの現状打開策。シャミーユは立ち上がって叫さけんだ。

「ならぬ！　ハロ、そなたにそのような真似まねは決して──」

「うん。それしかない、かな」

　別の声が女じよ帝ていの言葉をさえぎる。ぎょっとする女じよ帝ていの隣となりで、科学者の少女は腕うでを組んでうなずいた。

「影かげ武む者しやはわたしが務めるよ。陛下と背格好がいちばん近いのは、この中ではどう考えてもわたしだもん。構わないよね、ベッケル少しよう佐さ」

「ヴァッキェ!?」

　愕がく然ぜんとした顔を臣下に向けるシャミーユ。本人は至って冷静に補足する。

「気にしないでシャミーユ。これはこの状じよう況きようを想定して備えなかったわたしたち臣下のミス。あなたを焚たき付つけたのはわたし自身なんだし、きちんと責任は取るよ」

　羽織っていた白衣を脱ぬぎ捨すてて、彼かの女じよは相手を安心させるように笑った。

「安心して。師し匠しよう譲ゆずりで逃にげるのは得意なんだ。せいぜい連中を振ふり回まわしてくるからさ」

　力強く言ってのける少女。ハロがその覚かく悟ごを確かめる。

「……敵に捕つかまればただでは済みません。ヴァッキェさん、ほんとうに良いんですね？」

「問題なし。捕つかまる気ないから」

　ヴァッキェはふんと鼻を鳴らす。シャミーユは愕がく然ぜんとした面おも持もちでふたりを見比べた。

「待て──待つのだ、ふたりとも。余は許可しておらぬ……！　そなたらを囮おとりにするくらいなら、この場の全兵力でもって解囲を試みたほうが良い！」

　悲鳴に近い声を上げる少女に、ハロは厳しく首を横に振ふってみせる。

「陛下。敵はいま、わたしたちとイグセム名めい誉よ元げん帥すいとの分断を最優先して兵員を展開しています。だから、包囲を抜ぬけていける可能性が高いのはそれと逆側なんです。……陛下と一いつ緒しよに突とつ破ぱしたとしても、友軍からはむしろ遠ざかってしまいます」

「同じことはそなたらが囮おとりになった場合にも言えるであろう！　敵を引き付けてこの場を離はなれれば離はなれるほど、そなたらは孤こ立りつしてしまう……！」

「大だい丈じよう夫ぶです。わたしたちは馬に乗って出ますから、最初に包囲さえ突とつ破ぱすれば、そのまま逃にげ続けることは難しくありません。こっちで追いかけっこをしている間に、イグセム名めい誉よ元げん帥すいの部隊が助けに来てくれます」

「だとしても、それまでそなたらが無事でいられる保証はない……！　行くなハロ、余は、余は怖こわいのだ！　ここを出たが最後、そなたまでヤトリのように帰って来なかったら──」

　目に涙なみだを浮うかべて嘆たん願がんするシャミーユ。彼かの女じよのもとへ無言で歩み寄り、ハロはその体を優やさしく抱だきしめる。

「必ず帰ります。……絶対に、絶対に無事に戻もどりますから」

　震ふるえる少女から冠かんむりと上着をそっと借り受けて、女はいつもの柔やわらかい笑え顔がおで言った。

「だから今回は、お姉さんに任せてください。大船に乗ったつもりで、ね」







　──ハロ！　ちょっと、ハロ！　聞いてるの！

　天幕の外へ出ると、変装済みのヴァッキェや騎き兵へいたちからやや離はなれた場所で、ハロは自分が乗る馬に鞍くらを取り付ける。その内側では、もうひとつの人格がひっきりなしにがなり立てている。

　──確かに何か手を打つべきとは言ったよ！　だからって、この状じよう況きようで囮おとりに出るなんて正気の沙さ汰たじゃない！　手を打った結果に自分の生存率を下げてどうするの！

　ハロは答えない。黙もく々もくと準備を進めていく彼かの女じよに、パトレンシーナは半泣きで語りかける。

　──返事をしてよ！　ねぇどうしちゃったの、自棄やけになってるの!?　ついに生きてるのが嫌いやになっちゃった!?　わたしたちが重ねてきた罪を自覚して……！

「ううん。なってないよ」

　そこでようやく答えが返った。小さな、けれど揺ゆるぎない声でハロは続ける。

「わたしたちが囮おとりに出るのが、陛下の安全を図はかる上でいちばん有効だと思った。わたしたちならそれが出来ると思った。判断の基準はただそれだけ。だから──ここで命を投げ捨てるつもりなんてさらさらない」

　固定が終わった鞍くらに鐙あぶみを蹴けってまたがり、彼かの女じよは手た綱づなを引く。

「出来ることをやろう、パトレンシーナ。……たくさん考えたけど、結局はそれしかないんだと思う。騎き士し団の一員としてみんなを支えて、みんなと一いつ緒しよにシャミーユ陛下を守ることしか」

　手た綱づなを握にぎる手に力がこもる。彼かの女じよは語る──自分の中で確かな輪りん郭かくを持った意志を。

「分かってる、これは絶対に償つぐないなんかじゃない。だって、わたしはこれまで犯おかしてきた罪を償つぐなうためにみんなを守りたいんじゃない。むしろ逆、罪を重ねてでもみんなを守りたいの。イクタさん、マシューさん、トルウェイさん、シャミーユ陛下、そしてヤトリさん──良い子じゃないわたしを、それでも受け入れてくれた人たちを」

　彼かれらの名前をひとつひとつ口にするたび、決意がより強固になっていくのをハロは自覚した。そう──これは断じて、誰だれかに強しいられたことではない。

「そう心に決めたから、わたしは向き合える。これまで犯おかしてきた罪と、これから犯おかしていく罪。もう二度とパトレンシーナあなたには押おし付つけない。良い子の虚像ハリボテになんてしがみ付かない。自分がどんなに醜みにくくても、どんなに穢けがれていても──それを全部引きずりながら、わたしはみんなと生きるって決めた！」

　それは紛まぎれもなく、彼かの女じよの人生において転機となる宣言。不可逆の一歩を踏ふみ出だそうとする覚かく悟ごを見て取って、パトレンシーナはこわごわと語りかける。

　──……全て、自分のこととして受け入れるんだね。わたしという殺さつ人じん鬼きの存在も、わたしがこれまでやってきたことも。

　こくりとうなずくハロ。さらにもう一度、内側からの問いが重なる。

　──二度と後あと戻もどりは利きかない。良い子のハロにはもう戻もどれない。本当にそれでいいんだね？

　即そく座ざに首が縦に振ふられた。何度繰くり返かえしても、どう言葉を変えて尋たずねたとしても結果が同じであることを、それでようやくパトレンシーナも理解する。

　──……そう。……なら、もう、仕方ないね。

　　　この手に染しみついた罪も、技わざも、そして力も。全てあなたのものだよ、ハロ。

　そしてついに、ハロの心を守るために生まれた悪い子の英えい雄ゆうは、その心の在り方の変化を受け入れた。自ら選び、自ら踏ふみ出だす最初の一歩。ハローマ・ベッケルは馬上で毅き然ぜんと前を向く。

「ありがとう、パトレンシーナ。──行こう！」







「──突つっ込こめ、突つっ込こめぇー！」「もうひと押おしだっ！」

　絶え間なく攻せめ寄よせる反乱勢力の残党。奇き襲しゆうに成功して調子付いた勢いのまま大天幕を目指す彼かれらの中に、その時、縦列を組んだ騎き馬ば隊が突つっ込こんでいった。

「うぉっ……!?」

　それを正面から受け止めるほどの蛮ばん勇ゆうはさすがになく、とっさに飛びのいた彼かれらの脇わきを騎き兵へいたちが一気に駆かけ抜ぬけていく。その中で見覚えのある金きん髪ぱつと黒衣がひるがえったのを目にして、彼かれらは続々と叫さけんだ。

「──女じよ帝ていだ！　あの中に女じよ帝ていがいるぞ！」「逃にがすな、追え！　追えぇっ！」







「うっひゃあ、見事に食らいついた！」

「喋しやべらないで！　舌を嚙かみますよ！」

　後ろにヴァッキェを乗せて、隊列の中央で馬を駆かりながらハロが叫さけぶ。同じく馬に乗った一部の敵が次々と追いかけてくる気配が背中越ごしにも伝わってきた。その数は彼かの女じよらの倍以上だ。

「このまま逃にげても合流から遠ざかるだけです！　だからその前に──覚かく悟ごはいいですね、ヴァッキェさん！」

　そう言って心の準備を促うながすと、科学者の少女は「合点承知！」と勇ましく応じる。窮きゆう地ちにあっても物もの怖おじしない相手であることを幸運に思いながら、ハロは周囲の部下に向かって叫さけんだ。

「部隊転進！　集落へ入ります！」

　左手の手た綱づなを引いて馬の行き先を変える。その接近に気付いた住人達たちが悲鳴を上げて逃にげ惑まどうのも構わず、彼かの女じよは部隊ごと集落の中へ突つっ込こんでいった。

「ここで降ります！」

「おおぅっ!?」

　あばら家が林立する一帯に踏ふみ込こんだところで馬を止めるや、女じよ帝ていに変装したヴァッキェを抱だいて馬から飛び降りる。馬はそのまま放置して、ハロは周囲の部下たちに告げた。

「ここからは分隊ごとに分かれてください！　事前の手て筈はず通り、集落の中を駆かけ抜ぬけます！　迷ったらとにかく南西へ！　途と中ちゆうでの合流は考えず、集落の反対側まで一気に駆かけ抜ぬけてください！」

　指示を受けた兵士たちが次々と馬を下りていく。ヴァッキェの手を引いて彼かれらの陰かげに隠かくれて、周囲の目に気を付けながら、ハロは小声で言う。

「……ヴァッキェさん、上着と被かぶり物ものを脱ぬいで渡わたしてください。もう変装は解いて大だい丈じよう夫ぶですから、彼かれらと一いつ緒しよに集落の反対側まで走ってください。陽動はこちらで引き受けます」

　この中に女じよ帝ていがいると追っ手に思おもい込こませられた以上、ここから先は影かげ武む者しやひとりに注意を引かせる必要もない。その意図をすんなりと察して、ヴァッキェが素す早ばやく変装を解いていく。

　──そろそろわたしの出番かな。

　手て持もち無ぶ沙さ汰たのパトレンシーナが仕事を求めて囁ささやく。ハロはそれに内心で肯こう定ていの返事を送った。と、その目の前で、女じよ帝ていの装よそおいを脱ぬぎ捨すてて身軽になった科学者の少女が身をひるがえして走り出す。

「本格的に鬼おにごっこだね。おねーさんも気を付けて！」

　兵士たちと合流して集落の奥おくへと去っていくヴァッキェ。その背中を見送った後──ハロはすっと目を閉じ、肉体の主導権をもうひとりの自分へ譲ゆずり渡わたした。







「──くそっ、集落に紛まぎれ込こんだか！　どこだ、どこに隠かくれた!?」

　女じよ帝ていの幻げん影えいに釣つられて彼かの女じよらを追ってきた敵は、あばら家の密集する集落に標的が入った時点からその姿を見失っていた。とても馬を走らせられるような地形ではなく、彼かれらもやむなく地面に降りて二本の足で捜そう索さくすることを余よ儀ぎなくされる。

「手分けして探すぞ！　おれたちはあっちを──」

「いたぞー！　こっちだー！　女じよ帝ていはここだー！」

　探し始めてまもなく、やや離はなれた場所で誰だれかが叫さけんだ声が耳に届いた。それを聞いた彼かれらが目の色を変える。

「あっちか！　行くぞ、他の連中に先を越こされるな！」「待ちやがれ！　俺おれたちが先だ！」







　──追っ手の気配がこっちに寄ってきた。単純な情報攪かく乱らんでも、最初から一枚岩じゃない連中には効果的だね。

　部下たちの先頭に立って集落の中を駆かけながら、パトレンシーナは口の中でそうつぶやく。状じよう況きようがこうなると、複数の反乱勢力の残党の寄せ集めである今回の敵は、女じよ帝ていの身み柄がらを巡めぐって互たがいに鎬しのぎを削けずることになる。それを手にしたグループが優位に立つのは自明のことだからだ。同時に、ハロたちにとっての付け入る隙すきもそこにあった。

「ナクサ上等兵。もう一度叫さけんでくれますか」

「は！　──おい、ここだ！　ここに女じよ帝ていがいるぞーっ！」

　指示に応えて大声を上げる上等兵。パトレンシーナは微笑ほほえんでうなずく。

「ご苦労様、よく通るいい声ですね。こっちで二回やったので、次は別の分隊が引き付けてくれます」

「は！　こういう仕事ならお任せください！」

　人の好よい笑えみを浮うかべるナクサ上等兵。彼かれらと並んで走りつつ、パトレンシーナは再び口の中で独ひとり言ごちる。

　──この調子で敵を混乱させつつ、集落の中を横切ってソルヴェナレス・イグセムの部隊との距きよ離りを縮めていく。合流さえ出来ればこっちのものだけど──。

　先の展開を思おもい描えがきながら走り続ける彼かの女じよたち。と──集落の中に残っていた敵のひとりがその姿に気付き、道を塞ふさいで立ちはだかる。

「む……!?　待て、そこのお前ら──がッ！」

　争いが起きる間もなく、パトレンシーナの投とう擲てきした小刀ダガーがその額を貫つらぬいた。がっくりと崩くずれ落おちる男。すれ違ちがいざまに小刀ダガーを回収して、後は一いつ顧こだにせず駆かけ抜ぬけていく。

　──中にはこういう察しのいい奴やつもいる。騒さわがれる前に始末しないと、ね。

　と、そこで隣となりから注がれる視線を感じて、彼かの女じよはそちらに目を向ける。先ほど叫さけばせたナクサ上等兵が驚おどろきを含ふくんだ表情で自分を見ていた。

「少しよう佐さ殿どの、ナイフ投げが得意でいらっしゃったのですね。あの距きよ離りを一いち撃げきとは……少々驚おどろきました」

「…………」

　適当に言い繕つくろおうとした彼かの女じよだが、そこでふと思い立ってもうひとりの自分と入いれ替かわる。突とつ然ぜん体を返されたハロは危あやうく転びそうになったが、どうにか持ち直しつつ口を開いた。

「──しょ、将校たるもの、特技のひとつやふたつは隠かくし持もつものですから」

　そう誤ご魔ま化かしながら、なんでいきなり替かわるの、とパトレンシーナに内心で文句を付ける。急に引ひっ込こんだ彼かの女じよは悪びれずに答えた。

　──わたしの領分だった技術を使うんだから、部下に対しても今までのハロとまったく同じ印象ってわけにはいかないでしょ。今のうちからその辺りの調整に慣れてもらおうと思って。わたしのほうで誤ご魔ま化かしてばっかりじゃ、肝かん心じんのあなたが馴な染じまないじゃない？

　思いも寄らず将来を見み据すえたコメントが返ってきて、ハロは驚おどろきつつも小声で答える。

「……うん、そうだね。ごめん、パトレンシーナ。あなたの言う通り」

　──何を謝あやまってるの？　それより──ふたりまでならギリギリ不意打ちでいけるけど、それ以上になると辛つらい。小刀ダガーの本数にも限りがある。遭そう遇ぐう戦は可能な限り避さけたいところだよ。

「うん。……分かってる」

　厳しい面おも持もちでうなずくハロ。……手持ちの戦力を的確に駆く使ししつつ、敵の意識を誘ゆう導どうして状じよう況きようを切きり抜ぬける手しゆ腕わん。スパイとして身に着けた技術の行使を解禁した今、彼かの女じよらの前に立ちふさがる者は相応の覚かく悟ごを決める必要があった。







「……抜ぬけましたね」

　敵を翻ほん弄ろうしながら走り続けること十数分。林立するあばら家の密度が徐じよ々じよに薄うすれていって、じきに集落の反対側へと抜ぬけた。ハロたちは足を止める。隠かくれる場所のない平原では敵騎き兵へいに狙ねらい撃うちされてしまうので、今の段階でこれ以上先に進むことは出来ない。

「あ、おねーさん！」

　ヴァッキェがぶんぶんと手を振ふっているのが目に入り、ハロの部隊は少女を守っていた分隊と合流を果たした。身を隠かくす遮しや蔽へい物が少なくなった分、先に辿たどり着ついていた分隊と合流して、ここからは持久戦の構えを取る必要がある。同じ流れで他の分隊を拾っていきながら、ハロは部下たちに向かって告げる。

「ヴァッキェさんを守りながら、皆みなさんはここで友軍の到とう着ちやくを待ちます。イグセム名めい誉よ元げん帥すいの部隊が見えたら旗を振ふって呼ぶんです。……いよいよとなったら、皆みなさんのほうから全力で走ってください」

　指揮下の全兵士に向かってそう言いい含ふくめると、ハロは身をひるがえして来た道を戻もどり始める。ぎょっとした部下たちが声を上げた。

「少しよう佐さ殿どの？」「な、なぜ戻もどられるのですか？」

　一度足を止めて振ふり向むき、ハロは彼かれらの疑問に淡たん々たんと答える。

「まだここに辿たどり着ついていない分隊がいます。その誘ゆう導どうと、ついでに少し時じ間かん稼かせぎを」

「おひとりで!?」「そんな、危険です！」「ならば我々も──」

　次々と同行を申し出る勇ゆう敢かんな兵士たち。が、その全てを片手で制して、ハロは言い切った。

「わたしに任せてください。これは命令です。──部隊の損害を最小限に留とどめるための」

　この場はお任せします──そう言い残して、ハロは再び集落の中へと駆かけ戻もどっていく。来た時のルートとはまた違ちがった道を走っていくと、どうやら道に迷ったらしい仲間の分隊が立ち往生している姿が目に入った。迷わず駆かけ寄よっていく。

「参ったな、仲間はどこに──おお、ベッケル少しよう佐さ殿どの！」

「集合場所はあっちです！　急いでください！」

　指示を飛ばして走らせる。その後も何か所かで同じことを繰くり返かえしていると、やがてハロの内側から声が上がった。

　──追っ手の気配が近付いてきてる。もうすぐそこだよ。こっちの異変に気付いたソルヴェナレス・イグセムが最速で駆かけ付つけたとしても、これは際きわどいところだね。

「……うん。でも、あと十分稼かせげばわたしたちの勝ち」

　そう口にすると同時に、ハロは覚かく悟ごを固めて手近なあばら家に押おし入いった。中で食事の支度したくをしていた親子三人が、一いつ斉せいにぎょっとした顔を向けてくる。

「皆みなさん、今すぐこの家を出ていってください」

　余計な言葉は挟はさまず、端たん的てきに要求を告げた。母親が子供を庇かばって奥おくに下がり、父親のほうが眉まゆ根ねを寄せて立ち上がる。

「……な、なんだあんた。ここは俺おれたちの」

　カン、と乾かわいた音がして、男の側頭部を掠かすめていった小刀ダガーがあばら家の支柱に突つき刺ささる。硬こう直ちよくした三人とその精せい霊れいたちを前に、ハロはもう一本の小刀ダガーを掲かかげながら言い放つ。

「もう一度だけ言います、出ていってください。……三度目はありません」

　その脅おどしが効いて、三人が一いつ斉せいに家の外へ走り出していく。壺つぼに入った備び蓄ちくの菜種油を周囲にぶちまけると、炊すい事じのために燃やしていた炭を火バサミでつかんで、ハロはそれを油あぶら溜だまりに放ほうり込こんだ。すぐさま炎ほのおが立ち上がり、支柱を伝って天てん井じようへ伸のびていく。

「うぉお……っ!?」「火だ、火が上がったぞ！」「畜ちく生しよう、誰だれの仕業だ！」

　異変に気付いた付近の住民が声を上げた。彼かれらの目を盗ぬすんで外に出たハロは、空に向かって立ち上る炎ほのおと煙けむりを見上げて、その場でぽつりとつぶやく。

「これだけ派手にやれば、追っ手の意識はこっちに向くはず」

　──……手段を選ばなかったね、ハロ。

「わたしが決めてわたしがやった。『悪い子』をあなたに押おし付つけることは、もうしない」

　淡たん々たんとした声とは裏腹に、両のこぶしは骨が軋きしむほどに握にぎりしめられている。……北域動乱の時に村を焼いた経験はハロにもある。だが、あの時には「命令によって仕方なくやらされている」という言い訳が存在していた。今回はそれがない。一から十まで彼かの女じよが選び、行った結果として目の前の光景はあるのだから。

　良い子のハロには二度と戻もどれない。パトレンシーナのその言葉を痛いほどに嚙かみしめながら、それでも彼かの女じよは内心でひとつ詫わびる。

「……でも、ごめんなさい。いくら偉えらそうなことを言っても、亡ぼう霊れいとして学んだ技術の多くは、まだ……」

　──分かってる。直接に人を害する類たぐいの技術は、あなたにはまだ使いこなせない。ここから先はわたしに預けて。

　力強い受じゆ諾だくが内側から返り、ハロから明あけ渡わたされた体を再びパトレンシーナが動かし始める。これから行う仕事への高こう揚ように口元をつり上げて、あの始まりの歌を口にする。

「──素敵な仕事を始めましょう。わたしの仕事を始めましょう」

　それを宣言に、彼かの女じよの姿が忽こつ然ぜんと搔かき消きえ──騒さわぎに釣つられてやって来た敵の首と後頭部に、それぞれ一本ずつ小刀ダガーが突つき刺ささった。

「がッ！」「ぎぇッ！」

　致ち命めい傷しようを受けて倒たおれ伏ふすふたり。彼かれらと一いつ緒しよだったもうひとりが血相を変えて辺りを見回す。

「な……！　ど、どこだ!?　いったいどこから──」

「ここだよ」

　いきなり背後から声が響ひびいたと、そう思った瞬しゆん間かんが男の最さい期ごだった。首の動脈を一息に搔かき切られた彼かれは、ものの数秒で意識を失って膝ひざから崩くずれ落おちる。血ち溜だまりの中に三つの死体が転がり、それを目もく撃げきして悲鳴を上げる住人たちに、パトレンシーナは顔を向ける。

「そこのあなたたち。ひとつお願いなんだけど──どうせ叫さけぶなら、もっと大きい声でお願い出来るかな？」

　そう言いながら、血ち塗まみれの小刀ダガーを片手ににっこり笑って彼かれらに歩み寄っていく。人々は金切り声を上げて蜘蛛くもの子を散らすように逃にげ惑まどい、それを聞きつけた敵が大勢集まってきた。

「騒さわぎはこっちか！」「火の手が上がっているぞ！」「女じよ帝ていはどこだッ!?」

　彼かれらに見つかる前に、建物の陰かげに隠かくれて様子をうかがうパトレンシーナ。敵の数を数えつつ、彼かの女じよは内心でもうひとつの人格に問いかける。

「……まとまった数で来た。陽動は上手うまくいったけど、もう不意打ちで始末するのは難しい。ここから先はリスクも高くなる。何人ぐらいを目安に引き上げるつもり？」

　──仕留める人数とは関係なく、時間いっぱいこっちに注意を引く。残りあと七分！

「そりゃ、楽は出来そうにないね！」

　女は笑ってそう言い、近くに積んであった薪たきぎを拾って放り投げる。それがあばら家の壁かべに当たって音を立て、またしても敵の気を引いた。

「何か動いたぞ！　あそこだ！」「逃にがすな、追えッ！」

　見当外れの方向へと殺さつ到とうする敵兵たち。その後を尾つけていって、パトレンシーナはさらなる陽動と翻ほん弄ろうを繰くり返かえす。のみならず、敵が孤こ立りつした一いつ瞬しゆんの隙すきを突ついてさらに四人を仕留めた。

　軍服に仕し込こんだ小刀ダガーの残り本数を数えながら、彼かの女じよはふふんと鼻を鳴らしてつぶやく。

「おあつらえ向きの地形だね。隠かくれる場所が多いから一いち撃げき離り脱だつ戦術が取りやすい。多勢を相手にヤトリシノ・イグセムの真似まね事ごとは無理だけど、こうやってちょっかいを出しながら逃にげ回まわる程度なら、もうしばらくは──」

　余よ裕ゆう混じりの独白が唐とう突とつに止まる。楽観に傾かたむきかけたパトレンシーナの視線の先で、同じ軍服を着た三人の男女が敵に取り囲まれていた。

　──パトレンシーナ！　あれ、こっちの仲間だよ！

「噓うそでしょ！　寄り道せず駆かけ抜ぬけろって言ったのに、どう迷ったらここまで来ちゃうの！」

　愚ぐ痴ちをこぼしながら、パトレンシーナは一も二もなく地を蹴けった。間合いに入った瞬しゆん間かんに両手で小刀ダガーを二本同時に投とう擲てき。後頭部を貫つらぬかれたふたりが崩くずれ落おち、残る五人の敵に向かって、パトレンシーナは背後から低い姿勢で切きり込こんでいく。

「げはっ──」「うぉッ!?」

　一人の首筋を切きり裂さくことには成功したが、そこが限界だった。続けて狙ねらったふたり目は身を引いて刃やいばをかわし、着ちやつ剣けんしたボウガンを手に間合いを取り直す。パトレンシーナは舌打ちして彼かれらと部下たちとの間に割って入った。

「しょ、少しよう佐さ殿どの……」

「止まってないで早く逃にげなさい！」

　後ろ手に肩かたを押おして、パトレンシーナは部下たちを逃にがしてやる。が、そのために彼かの女じよ本人は一いち撃げき離り脱だつとはいかなかった。四人の敵が前後で武器を構えて退路を塞ふさぐ。

　──囲まれた……。

　内側からハロの声が響ひびく。それに対して「大だい丈じよう夫ぶ」と口の中で囁ささやき、パトレンシーナは両手にふたつずつ、計四本の小刀ダガーを手に取った。

「…………フゥッ──」

　前の敵に向かって二本同時に投とう擲てき。予期していたふたりは腕うでを盾たてにして致ち命めい傷しようを避さける。

「──ハァッ！」

　が、そのために両りよう腕うでを振ふり切きった瞬しゆん間かん、両手にはそれぞれ一本ずつ小刀ダガーが残っている。すかさず足首と腰こしの捻ひねりを経て百八十度の方向転てん換かん──下に振ふり切きった腕うでを再び振ふり上あげる動作が、限りなく短いタイムラグでもって二度目の投とう擲てきを可能とする。隙すきを突ついて襲おそい掛かかろうとした背後のふたりが、予想だにしなかった逆ぎやく襲しゆうを受けてたたらを踏ふむ。すかさずパトレンシーナは敵の間をすり抜ぬけた。

「……よし！　小刀ダガーは使い切ったけど、これでなんとか──」

　勝利を確信して小道に飛とび込こんでいくパトレンシーナ。──その刹せつ那な、死角から伸のびてきた手が、彼かの女じよの腕うでをがっちりとつかみ止めた。

「──!?」

「捕つかまえたぞ、女」

　敵意を湛たたえた瞳ひとみが彼かの女じよを射すくめる。目と目が合った瞬しゆん間かん、パトレンシーナは引きつった顔で「やば」とつぶやいた。







「「「「「「「おおおおぉぉぉぉっ！」」」」」」」

　ハロが残してきた部下たちのほうにも、徐じよ々じよに敵の集団が辿たどり着つきつつあった。隙すきあらば攻せめ込こもうとする相手を、陣じん形けいを組んだ彼かれらは必死にけん制して撥はね除のける。

「ヴァッキェ殿どの、危険です！　もっと後ろへ！」

　現在の護衛対象である文ぶん官かんの少女を、体格のいい兵士たちが背後に庇かばって立つ。その体の隙すき間まから様子をうかがいつつ、ヴァッキェは自分の目で状じよう況きようを分ぶん析せきしてつぶやく。

「……押おし寄よせてくる敵の数が予想より少ない。本当にひとりで注意を引いてくれてるんだね、おねーさん……」

　目の前にいない彼かの女じよの奮ふん闘とうを推おし量はかって、科学者の少女は両のこぶしを握にぎりしめる。

「……あーもうっ……！　こういう時に祈いのる神がないのが、科学者の辛つらいところだよ……！」







「──かはッ！」

　骨の軋きしむ音。引ひき倒たおされた女の鳩尾みぞおちに、軍ぐん靴かのつま先が容よう赦しやなく突つき刺ささる。

「ずいぶんと引ひっ搔かき回まわしてくれたな。貴様ひとりで何人殺した？」

　地面に転がったパトレンシーナの体に、男は繰くり返かえし蹴けりを叩たたき付つける。四人がかりでその作業に没ぼつ頭とうしていると、後から追ってきた仲間が慌あわてた顔で駆かけ寄よってきた。

「おい、敵はあっちに集まってるらしい！」「先を越こされるぞ！　さっさと殺しちまえその女！」

　先を急ごうとする仲間ふたりを、無機質な瞳ひとみがじろりと見返す。

「女じよ帝ていの姿は確かく認にんしたか？」

「え？　いや……」

「していないだろう。──階級章を見ろ、この女は佐さ官かんだ。ほかの兵卒どもとは違ちがう。最後まで女じよ帝ていの傍そばにいるべき立場のはず」

　女を視線で指して言ってのける男。それを聞いて、他の面々も徐じよ々じよに違い和わ感かんを覚え始める。

「それが単身で陽動じみた真似まねをしていた。こちらのほうが本命に近いと、俺おれには思えてならない。──お前たちは周辺を探せ」

　指示された仲間たちが半信半疑で周囲のあばら家を探さぐり始める。押おさえつけられたまま活路を求めて視線をさまよわせるパトレンシーナだが、その内側からふいに声が響ひびいた。

　──……替かわるよ、パトレンシーナ。

「……え？　ちょ、ハロ──」

　女がいぶかしんだ時にはもう、その体の主導権はハロの側に移っていた。蹴けられた腹の痛みが押おし寄よせるのを感じながら、彼かの女じよは口の中でつぶやく。

「……わたしたちの役目は時じ間かん稼かせぎ。あなたはそのために戦ってくれた。だから──ここから先を耐たえるのは、わたしの役目」

　覚かく悟ごの宿る瞳ひとみで言い切るハロ。その髪かみをつかんで顔を引き起こし、男は短く命じる。

「答えろ女。女じよ帝ていはどこだ？」

　ハロは唇くちびるを真一文字に引き結んで黙もく殺さつした。その反応を見た男は、傍かたわらで様子を見守っている仲間に一言こう言ってのける。

「小指」

　それを聞いた仲間たちが、ハロの小指を通常と逆の方向に押おし曲げ、そこへ軍ぐん靴かの底を当てる。尋じん問もん役の男から目配せがあると、彼かれは思い切り体重を乗せて足を踏ふみ込こんだ。

「────ッ！」

　べきり、と湿しめった音を立てて小指がひしゃげる。びくんと肩かたを震ふるわせるハロの上体を再び引き起こし、男はさっきとまったく同じ声のトーンで尋たずねた。

「女じよ帝ていはどこだ？」

「……っ……」

　二度目の黙もく殺さつ。それも予想していたと言わんばかりに、男は淡たん々たんと仲間に指示を出す。

「薬指」

　流れ作業で二本目の指が踏ふみ折られた。指先から背筋を伝って脳天まで突つき抜ぬけるような痛みの波に、ハロの額からぶわっと汗あせが噴ふき出だす。

「女じよ帝ていはどこだ？」「──中指」

「女じよ帝ていはどこだ？」「──人差し指」

　骨が軋きしみ、折れる音が断続的に続く。交かわされる声はごく静かで、苦痛の声さえも上がらない。目を瞑つぶって音を聞いているだけでは、それが拷ごう問もんであることに気付けないほどだ。その事実を暗示するのは、押おし殺ころした痛みのほどを思わせるハロの全身の痙けい攣れんだけだった。

「女じよ帝ていはどこだ？」

　一字一句同じ問いが、五度目の沈ちん黙もくで撥はね除のけられる。男は軽くうなずいて指示を出す。

「親指。響ひびくぞ」

　命じられた仲間がため息混じりにそれを実行する。親指を押おし曲げて靴くつ底ぞこを押おし当あて、そこに体重をかけて踏ふみ込こみ──へし折った。
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　奥おく歯ばががちがちと鳴る。意識を白く染め上げる激痛が、破は壊かいされた親指からハロの全身へ怒ど濤とうのように押おし寄よせた。

「感心する。これでも悲鳴ひとつ上げないか」

　そう言って、男はハロの顔を覗のぞき込こむ。見返してくる瞳ひとみに宿る光の強さに、彼かれはふんと鼻を鳴らした。

「目がまったく死んでいないな。……左手は責め方を変えるか」

　五本指の全てが逆方向に曲がった右手をあっさりと打ち捨てて、男は視線で仲間たちに左手を指し示す。ひとりが抜ぬいたナイフの切っ先を爪つめと指の間に押おし当あてたところで、彼かれは尋じん問もんを再開した。

「女じよ帝ていはどこだ？」







　どれだけ痛めつけられても、相手を恨うらむ気に、ハロは少しもなれないでいた。

　もっと酷ひどい拷ごう問もんは、彼かの女じよにはいくらでも思いつく。その多くを自分ではない誰だれかに課した覚えさえある。──そう。その記き憶おくは今や、確かに自分が為なしたこととしてハローマ＝パトレンシーナの中に存在する。

　暗く血なまぐさい思い出の中で、彼かの女じよはいつも笑いながらそれを行っている。それに比べれば目の前の彼かれらはよっぽど紳しん士し的だとさえ思う。なぜならこれは手段としての拷ごう問もんに過ぎない。そこから喜びを得ようとする意図はなく、こちらの反応を見て愉たのしんでいる素そ振ぶりもない。

　ただの痛みだけなら──皮肉にも、耐たえるのはよっぽど楽だった。……周りの誰だれも彼かれもが自分たち姉弟きようだいを虐いじめることを愉たのしんでいた、あの地じ獄ごくのような幼少の日々に比べれば。

「……もういい。止めろ」

　効果のなさを見て取った男が、彼かの女じよへの拷ごう問もんを続けていた仲間を片手で制止する。短い時間に責め苦を重ねた相手の全身をつぶさに眺ながめて、男はため息混じりにつぶやく。

「……指折り五本、爪つめ剝はぎ五枚、そして全身への鞭むち打うち。これだけの責めを受けて、なおも無言で耐たえるか」

　真っ赤なぼろ雑ぞう巾きんのような外見とは裏腹に、男を見返す両の瞳ひとみには一いつ片ぺんの怯おびえも気き後おくれもない。無む駄だな手間をかけてしまった事実を受け入れて、男は再びハロに歩み寄る。

「時間が許すなら、もっと気の長い拷ごう問もんも試ためしたいところだが──そう悠ゆう長ちようにもしていられん」

　諦てい念ねんのにじむ表情で、男は腰こし元もとからナイフを抜ぬき放はなつ。そして、研とぎ抜ぬかれたその切っ先を、変わらぬ輝かがやきを残す両目に突つき付つけた。

「最後の二に択たくだ、女。──光と女じよ帝てい。どちらを選ぶ？」

「…………」

「光を選ぶなら、今すぐ貴様を解放しよう。女じよ帝ていを選ぶなら、両目を潰つぶして放置する」

　男が最後に訴うつたえかけたのは、痛みから逃のがれようとする本能ではなく、取り返しのつかない喪そう失しつに対する恐きよう怖ふだった。吐はかなければ殺すと言われるよりも、多くの場合においてこれは効く。理由は単純──死を想像することは難しいが、永遠の暗くら闇やみは誰だれにでも想像出来るからだ。

「ハロ、何か話して！　殺されてしまうよ、ハロ！」

　──わたしに替かわって！　本気でやられるっ！　聞いてるのハロっ！

　腰こしのポーチからはパートナーのミルが、内側からはパトレンシーナが、ひっきりなしに彼かの女じよへ叱しつ咤たと声せい援えんを送ってくる。それを耳にしてもなお、ハロはぼんやりと反応を返さない。

　なぜなら──苦痛に安らいでしまっていた。これまで犯おかしてきた罪が自分の身に返っている、そう思うと、体を襲おそう痛み以上に心が楽になるのを彼かの女じよは感じていた。それだから敵に対しては憎ぞう悪おも敵意も抱いだきようがなく、いっそ感謝さえ覚えていた。自分を相応ふさわしい境きよう遇ぐうに置いてくれたことに対しての。

「一声もなしか。……後こう悔かいするぞ。まずは片目だ」

　狙ねらいを定めて突つき出だされる切っ先。彼かの女じよに近付いてくる冷たい刃やいばの質感。

　それが奪うばっていくだろう全ての光景を──その一いつ瞬しゆん、ハロはつぶさに思おもい描えがく。

「────ぁ──」

　あまりに眩まばゆかった。彼かの女じよに「騎き士し団」の仲間がもたらした輝かがやき、一生分の光がそこにあった。




　──もう帰っておいで。君の帰りが遅おそいから、ずっとずっと待っている。




　いつまでも耳に残るその言葉。全ての罪もろとも自分を受け入れた青年の声を、彼かの女じよはつぶさに思い出す。

　耐たえられないと──咄とつ嗟さにそう思った。それを奪うばわれることが、ではない。奪うばうことなど誰だれにも出来はしない。目を潰つぶされても心を満たした輝かがやきは消えず、命尽つきるその時まで、彼かの女じよは暗くら闇やみの中でずっとそれを抱だきしめ続ける。

　彼かの女じよが受け入れられないのは──与あたえられた光に対して、何一つ返せないまま終わってしまうこと。彼かれらに救われておきながら、ただ彼かれらを悲しませるだけの、意味のない最さい期ごを迎むかえてしまうこと。




　──良い子で悪い子のハロ。僕ぼくたちはみんな、君のことが大好きだ。




　彼かの女じよは願う。──報むくいたいのだ、あの言葉に。自分の魂たましいを地じ獄ごくから救い上げてくれた彼かれに、迎むかえ入いれてくれた仲間たちに。その途と方ほうもない優やさしさに見合うだけの祝福を贈おくり返すまで、この命は終われないのだ。

「──ぁ、あ」

　火が付いた。痛み以外の感覚が消きえ失うせていた両手に、信じられないほどの力がこもった。

「─────ぁああああああ──ッ！」

「うぉっ──」「──む!?」

　ハロは吼ほえた。敵の油断と血の潤じゆん滑かつが助けとなって、彼かの女じよの片かた腕うでを自由にする。爪つめの剝はがれた左手で手首をつかんで抱かかえ込こみ、眼球を狙ねらう刃やいばの切っ先を全力で地面へ逸そらす。

「うぁああああああッ！　ああああああああッ！」

「ぬ──ぅ！」

　一いつ瞬しゆん驚おどろきを見せる男。が、まもなく冷静に相手の腕うでを振ふり解ほどきにかかる。

「貴様、この期ごに及およんで……！」

　今さら足搔あがいたところで何の意味もないと、男は舌打ちする。これまでとは打って変わった激しい抵てい抗こうも、結局のところは光を失う瞬しゆん間かんを先送りにする以上の意味を持たないはずであり、

「──疾シ」

　鋼はがねの一いつ閃せんが閃ひらめき、男の視界が前まえ触ぶれもなく上下反転する。──その考えが根本的に間ま違ちがっていたことを、首を刎はねられるその瞬しゆん間かんまで、彼かれはついに気付かなかった。

「──え？」「な」「う、あ──！」

　男に続いて、その周囲を固めていた敵兵が次々と断たち斬きられていく。サーベルとマンゴーシュの軌き跡せきが辿たどった後にはひとりの生存も許されない。抵てい抗こうの暇ひまさえ与あたえず二刀の洗礼がその場を席せつ巻けんし、血の海と化した地面の上を、体の自由を得たハロは無む我が夢む中ちゆうのまま這はって回った。

「はっ、はっ……！」

　何が状じよう況きようを変えたのか、それを判断するだけの思考はすでに彼かの女じよに残されていない。それでもなお、霞かすむ視界の中、武器になるものを求めて必死に両手を動かす。やがて手にした固い銃じゆう把はの感かん触しよく。それがボウガンなのか風ふう銃じゆうなのかも分からず、ただの一本も無事な指のない両手で抱かかえ込こむように構えて、

「よくやった、ハローマ・ベッケル少しよう佐さ」

　無我夢中で見み据すえた照準の先に、炎えん髪ぱつの将しようが立っていた。

「陛下は既すでに窮きゆう地ちを脱だつし、部下との合流も済んだ。陽動任務は完かん遂すいである」

　そこにかけられたのは、一いつ切さいの揺ゆるぎなく事実を伝える言葉。大だい胆たんに伸のびた片手がボウガンの銃じゆう身しんをつかみ、その短たん槍そうの切っ先を押おし下さげる。

「貴官は任務を果たした。故ゆえに──もう、意識を手放しても良い」
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　無骨な気き遣づかいを示され、自分が助けられたことを理解した瞬しゆん間かん、ハロはふっと意識を失って膝ひざから崩くずれ落おち──ぼろぼろに傷付いたその体を、まるで割れ物を扱あつかうように、ソルヴェナレス・イグセムは音もなく抱だき留とめた。







　敵の主力を蹴け散ちらしたイグセム名めい誉よ元げん帥すいらとの合流を経て、囮おとりに打って出たハロの部隊は女じよ帝ていの待つ大天幕に帰き還かんした。が、任務の達成を報告するはずの指揮官は、担たん架かに載のせられた姿でシャミーユの前に戻もどってきた。

「……ごめん、シャミーユ。おねーさんに無理させちゃった」

「──────ハ、ロ……？」

　震ふるえる声で名を呼びつつ、おぼつかない足取りで担たん架かに歩み寄る少女。そして目にする──全身の至る所が裂さけ、内側からの出血で赤黒く染まった軍服を。青白く血の気を失った、彼かの女じよがよく知る優やさしい女性の顔を。

「あ──あ──ハロ、ハロっ！　しっかりせよ、目を開けよ、ハロ──っ！」

　半はん狂きよう乱らんの体ていで縋すがり付つこうとするシャミーユ。が、ヴァッキェがその腕うでをつかんで止める。

「起こさないであげて。……鞭むち打うちっていうのはね、わたしたちが想像する以上にキツい拷ごう問もんなの。見たところ、おねーさんはそれに三十回以上耐たえてる。最悪死んでてもおかしくないよ」

「───っ──」

「右手の指は全て脱だつ臼きゆうか骨折。左手は爪つめを剝はがされてる。……直接命に係わる深手はないけど、こうなるとむしろ感かん染せん症しようのリスクが怖こわい。一刻も早く手当てしてあげないと」

　その場で声を上げて衛生兵を呼び付けるヴァッキェ。出来ることもないまま立たち尽つくすシャミーユのもとに、また別の報告を携たずさえた兵士が駆かけ寄よってきた。

「──陛下！　集団の代表者たちが騒さわいでおります！　今の襲しゆう撃げきを受けて、我々が敵に回ると考えたらしく……！」

「────あ、ぅ……」

「陛下、こっちはわたしたちに任せてくれていい。おねーさんは大だい丈じよう夫ぶだから、あなたは流民たちへの対処を」

　半ば思考停止状態にあるシャミーユに、科学者の少女のその言葉が辛かろうじて方向性を与あたえる。息を吹ふき返かえした責任感と義務感に駆かられて、女じよ帝ていはぎこちない挙動で歩き始めた。

「い──いま、向かう」

　兵と共に大天幕を抜ぬけて、代表者たちの待つ小さな天幕へと足を運ぶ。そこまでに深呼吸を重ねて、ざわついた空間に入ると同時、女じよ帝ていは威い厳げんを込こめて声を張り上げた。

「落ち着くのだ！　不ふ逞ていの輩やからが混じっていたようだが、余はそなたら全員が反逆者だとは考えていない！　混乱が収まり次し第だい、交こう渉しようの続きを──」

「お慈じ悲ひをぉぉぉ！」

　彼かの女じよの発言を、代表者のひとりの悲鳴じみた言葉がさえぎる。が、それは女じよ帝ていへ向けられたものではない。彼かの女じよには目もくれず、先んじてその場にいた軍人たちに、流民の代表者たちは必死の形相で取とり縋すがっていた。

「私たちはあの連中とは違ちがいます！」「そうです！　反はん抗こうの意思などありません！」「嘆たん願がんのつもりだったのです！」「ここで集まっていれば、そのうち軍が助けてくれると……！」

　もはや恥はじも外聞もなく身勝手な本音を明かす代表者たち。女じよ帝ていは顔を引きつらせた。その内容に、ではない。彼かれらが許しを請こい、救いを求める視線が、こうして足を運んだ今もなお、ただの一度も自分のほうを向かないからだ。

「ここから先は全て軍の指示に従います！　反はん抗こうは一切しません！　だから、だからどうか我々を窮きゆう状じようからお救いください！」

「見捨てないでください！　お願いします、お願いします……！」

　シャミーユの発言を無視して嘆たん願がんは続く。存在を否定されたかのような虚きよ無む感が少女を襲おそい、見えない壁かべを隔へだてた外側から、彼かの女じよは呆ぼう然ぜんと目の前の光景を眺ながめ続けた。一いつ喝かつして注意を引くような気力は到とう底てい絞しぼり出だせず──己おのれを顧かえりみるものが誰だれひとりいない世界に、彼かの女じよはたったひとりで立たち尽つくしていた。
















　女じよ帝ていの率いる部隊が帝てい都との東門に到とう着ちやくした。そう聞いた瞬しゆん間かん、イクタはその時に抱かかえていた業務の全てを放り出していた。

「はぁっ、はぁっ、はぁっ──うぐっ！」

　宮きゆう殿でんを飛び出して馬車に飛び乗った。御ぎよ者しやから東門へと続く道筋は人で埋うまっていると言われると、迷わず降りて自分の足で歩き出す。危あやうい足取りで杖つえを突ついて進む彼かれの背中を見つけて、後から追ってきたトルウェイとマシューが慌あわてて駆かけ寄よった。

「イッくん！」

「おい、無茶すんな馬ば鹿か！　肩かたなら貸すから！」

　両側からイクタの歩行を補ほ佐さするふたり。彼かれらに助けられながら、青年は道を進んでいく。やがて人の群れを割って進んでくる騎き兵へい集団が目に入り、その中ほどを進む馬車を見つけた瞬しゆん間かん、イクタはそれに彼かの女じよらが乗っていると確信して声を張り上げた。

「──シャミーユ！　ハロ！」

　突とつ然ぜんの元げん帥すいの登場に啞あ然ぜんとする騎き兵へいたちを押おしのけて、イクタたちは馬車へと歩み寄っていく。まもなくシャミーユが車窓から顔を出して彼かれらの姿を確かく認にんし、車内から自らの手で扉とびらを開いて三人を迎むかえ入いれた。

「──皆みなさん」

　そこで彼かれらが目にしたものは、車内に固定された寝しん台だいの上に横たわる親しい女性の姿。が、その有あり様さまは過去に類を見ない。全身に隙すき間まなく巻かれた包帯と右手を覆おおう固定具は、彼かの女じよがどれほどの暴力に見み舞まわれたかを示して余りあった。

「ハロさん！」「ハロっ！」

　トルウェイとマシューが弾はじかれたように駆かけ寄よる。真近で彼かの女じよを見て、彼かれらは言葉を失った。

「ごめんなさい──ちょっと怪け我が、しちゃって。でも、へっちゃらです、よ。こんなのすぐに、治りますから──」

　切れ切れの声でそう言って、気き丈じように両手を持ち上げてみせるハロ。よろめきながら彼かの女じよの傍かたわらに歩み寄り、イクタは寝しん台だいの縁ふちをつかんで全身をぶるぶると震ふるわせる。

「これが……これがへっちゃらなわけ、ないだろう。……大だい丈じよう夫ぶなわけ、ないだろう……！」

　負傷の箇か所しよも程度も分からないため、励はげましに手を握にぎることさえ許されない。歯がゆさに身を焼かれながら、それでもイクタは努めて理性的であろうと自分を律する。

「……っ、医者の手配は済んでる。このまま宮きゆう殿でんまで彼かの女じよを運ぼう」

　その指示に全員がうなずき、彼かれらを乗せた馬車は兵士たちに見送られてそのまま宮中に入っていく。イクタが腕うで利ききと見み込こんだ女医が待機する部屋へハロを運はこび込こみ、そこで診しん察さつが行われる間、彼かれらは廊ろう下かでその結果を待ち続けた。

「先生。ハロの……彼かの女じよの怪け我がの具合は、どうですか」

　やがて診しん察さつが終わると、廊ろう下かに出てきた女医に、イクタは仲間たちを代表して開口一番にそう尋たずねた。彼かの女じよはそれがデフォルトの仏ぶつ頂ちよう面づらで問いに答える。

「……短時間に激しい拷ごう問もんを受けたと見えるね。すでに処置はされていたから、私に出来ることはそれほどなかった。発熱で意識が朦もう朧ろうとしているけど、あの怪け我がならそれも当然。傷が化か膿のうしないよう、当面は細心の注意を払はらう必要がある。

　感かん染せん症しようの危機さえ乗のり越こえれば、ひとまず命に別状はない。……気き掛がかりなのはむしろ後こう遺い症しようのほうでね。特に右手の五指……何本かは、治っても元通りに動くようになるかどうか疑わしい。爪つめを剝はがされた左手も、全身の鞭むち打うち傷も……全力は尽つくすけど、痕あとが残らないというわけにはいかないだろう」

　それを聞いた四人の表情がやり切れなさに沈しずむ。彼かれらを気き遣づかってか、女医は続く言葉をやや明るくした。

「けれど──その上でひとつ感心したのは、回復に向かおうとする本人の意志の強さだ。診しん察さつの最中さなか、私が傷に触ふれるたびに恐おそろしい激痛に襲おそわれただろうに、彼かの女じよはただの一言も弱音を漏もらさなかった。病は気から……ってのは医者の言葉ではないにせよ、事実として、その有る無しは回復の速さに大きく影えい響きようする。彼かの女じよの気持ちが萎なえないよう、みんなで励はげましてやるのがいい」

　ぶっきらぼうな気き遣づかいを込こめてそう言った後、女医はふと真顔に戻もどる。

「……それと、もうひとつ気になったことがあるんだが。それを話す前に……ここにいる全員は、彼かの女じよとどういう関係か聞いてもいいか？」

　マシューとトルウェイが顔を見合わせる。イクタがはっきりと答えた。

「全員が家族同然。そう思っていただいて結構です」

　誰だれの表情にも異存は浮うかんでいなかった。それを見て取った女医が静かにうなずく。

「……迷ったけど、なら話そう。今回の負傷とは別に、彼かの女じよの全身には多くの古傷が見て取れた。時の経過によって薄うすくなってはいたが……あれはおそらく、幼少期に受けた日常的な虐ぎやく待たいの痕あとだ」

　イクタが押おし黙だまり、マシューとトルウェイの顔がこわばる。シャミーユだけがその意味するところを知らず困こん惑わくを顔に浮うかべた。

「私からは、それだけだ。その事実が何を意味するのかまでは分からない。もちろん詮せん索さくする気もない。

　……だが、あんたたちの反応を見るに、本当にただの蛇だ足そくだったかもな。ひとまず、今日はこれで失礼する。明日の同じ時間にまた来よう」

　肩かたに掛かけた藍あい色いろの上着をはためかせて、女医は身をひるがえす。彼かの女じよが去った後の廊ろう下かで、シャミーユの体がふらりと傾かたむいた。

「──シャミーユ！」

「……すまぬ。大だい丈じよう夫ぶだ、少しふらついただけで……」

　そうは言うものの、イクタに抱だき留とめられた少女の顔色は明らかに優すぐれない。それを見たトルウェイが真っ先に声を上げた。

「イッくん、ハロさんにはぼくたちが付いてる。いまは陛下を休ませてあげて」

　イクタは迷わずうなずき、シャミーユの手を取って歩き始める。ふたりの青年に見送られて、彼かれらはハロの病室の前を後にした。







　御ご所しよの居室に戻もどったところで、イクタはすぐさまシャミーユを寝しん台だいに横たえようとしたが、それには彼かの女じよ自じ身しんが首を横に振ふった。目を伏ふせたまま籐とう椅い子すへ腰こしかける少女と視線の高さを合わせて、黒くろ髪かみの青年は話しかける。

「シャミーユ。本当に、横にならなくて大だい丈じよう夫ぶかい？」

　その問いに対して返答はなく。ややあって、少女の唇くちびるが弱々しく言葉を紡つむぐ。

「………………………何も、出来なかった」

　そこから放たれたのは、限りない自責のこもった言葉。イクタは彼かの女じよの両手を握にぎって話に耳を傾かたむけた。

「あれほど息巻いて出て行って──余には結局、何も出来なかった。健全な暮らしに導こうとした流民たちは余の存在など最初から眼中になく、最初から最後まで軍人たちの存在だけに縋すがり続けた。……余が目の前に現れてもなお、この口から支し援えんを約束してもなお、彼かれらは余に一度も助けを求めなかった……」

　イクタの両手に包まれたこぶしが、抑おさえきれない感情にぶるぶると震ふるえる。

「挙句に、反逆者の罠わなを見み抜ぬけず窮きゆう地ちに陥おちいり……そんな余を救うために、ハロは命を懸かけて囮おとり役に打って出ることになった。少数の部隊で囮おとり役を務めて──その結果が、あの姿だ。

　なんと無様な君主であろう。無能を晒さらし、民衆からの支持のなさを露ろ呈ていし、もっとも身近な臣下に瀕ひん死しの大おお怪け我がを負わせ、何の成果も上げられぬままおめおめと帰ってきた。この様ざまではもはや暗君とすら呼べぬ。教えてくれソローク。余は──余は一体何なのだ？」

「──シャミーユ！」

　それ以上を喋しやべらせる痛ましさに耐たえかねて、青年は言葉を封ふうじるように両りよう腕うででシャミーユを抱だきしめた。だが、その腕うでの中でなお、少女は激しく暴れ回る。

「優やさしくしないでくれ、ソローク……！　擲うつか縊くびるか、いかなる形でも良い、その手で余を罰ばつしてくれ！　ハロが耐たえたのと同じだけの苦痛を余にも与あたえてくれ！　でないと、余は、余は──本当に狂くるって──！」

　言葉が続くほどに荒あらく、速く、浅くなっていく呼吸。彼かの女じよの精神状態がかつてない危あやうさにあることを察して、イクタは悩なやんだ末に強きよう硬こう手段に打って出た。

　シャミーユを片かた腕うでで抱だき留とめる傍かたわら、彼かれは籐とう椅い子すの前のテーブルに置かれていた小ぶりな水差しに手を伸のばし、そこにポケットから取り出した粉薬を注ぎ入れる。水差しを手にして軽く揺ゆすった後、その注ぎ口を少女の口元に寄せた。

「──飲んで、シャミーユ」

「……ん!?　ん、んん──！」

　口中に突とつ然ぜん注がれた水に驚おどろく少女。それでも反射的に飲んでしまい、喉のどの動きを確かく認にんしたイクタが水差しを口から離はなす。ごほごほと口を押おさえて咳せき込こみながら、その瞬しゆん間かんからシャミーユは急激な眠ねむ気けに襲おそわれるのを感じた。

「……ソローク……何、を……」

「今は眠ねむるんだ、シャミーユ。何も考えないでいい」

　再び両りよう腕うでで少女の体を抱だきしめて、青年は耳元でそう囁ささやく。徐じよ々じよに力が抜ぬけていく相手の体を全身で受け止めながら、彼かれは天てん井じようを見上げて泣き言のように口にする。

「暴君なんかじゃない、暗君なんかじゃない。立派な君主であり続ける義務さえない。あなたは最初から、ただのシャミーユで──それだけでいいのに」










「……ん、ぅ……」

　眠ねむりから覚めたシャミーユが目にしたものは、大きな寝しん台だいの右寄りの位置で仰あお向むけになっている自分自身と、その手を握にぎったまますぐ隣となりに突つっ伏ぷして寝ね息いきを立てている黒くろ髪かみの青年の姿だった。

「……ソローク？　これは……」

　彼かれを起こさないように注意しながら上体を起こす。と、籐とう椅い子すの前のテーブルに置かれた水差しが視界に入り、彼かの女じよはそれで状じよう況きようの全てを理解する。

「……そうか。取り乱した余に、薬を含ふくませて……」

　その時の苦みを、舌がかすかに覚えていた。自分がああした状態になる可能性まで見み越こして準備していたのかと思うと、彼かれが自分に向けている気き遣づかいの大きさに、少女は涙なみだが出そうになる。

「……すまぬ、ソローク。慣れぬ勤めの連続で、そなたも疲つかれていように……」

　眠ねむる青年の頰ほおを、シャミーユは指先でそっと撫なでる。……出会った頃ころには少年の面おも影かげを残していた顔立ちが、ここ数年でずいぶん大人びたように感じられる。重ねた年月に加えて、自分がもたらした苦労の分が影えい響きようしていないと誰だれに言えよう。

「……後こう悔かいすらひとりで満足に済ませられぬ有あり様さまだ。……どこまで醜しゆう態たいを晒さらせば済むのだ、余は……」

　思わず涙なみだがこみ上げて、少女は目元を両手で押おさえる。このままでは青年が起きた時にどんな顔をしているか分からない。そう思った彼かの女じよは、彼かれを起こさないようにそっと寝しん台だいから降り、気持ちの切きり替かえを求めて部屋を出て行った。







　自分の居室ではイクタと共に過ごすことの多いシャミーユだが、ひとりで落ち着いて思し索さくにふけりたい時に利用する場所は他にある。ここ御ご所しよの屋上もそのひとつ。屋根こそあるが半ば屋外なので風通しがよく、備え付けの長なが椅い子すに腰こしかけて夜空を一望出来る場所だった。

「……こんばんは」

　が、その場所に、この夜は先客がいた。長なが椅い子すの隅すみにぽつんと腰こしかけたヴァッキェの姿は、昼間に見かける快活な彼かの女じよとはまったく違ちがって見えた。

「……ヴァッキェか。何をしているのだ、このような夜よ更ふけに」

「……うん。この辺にいれば、シャミーユが来るかなって思って。ルカちゃんに頼たのんで入れてもらった」

　月明かりの下で向き合うふたりの少女。シャミーユが長なが椅い子すの中央に腰こしかけると、距きよ離りを置いた場所に座すわっていたヴァッキェが遠えん慮りよがちに語りかける。

「隣となり……行っていい？」

「……勝手にせよ。いつもは許可など求めぬであろう」

　妙みようにしおらしい相手の態度を怪け訝げんに思いつつ、女じよ帝ていはそう答える。科学者の少女は一度立ち上がって相手に歩み寄り、その傍かたわらにそっと腰こしかけなおした。

「…………ごめんね」

「……何を謝あやまる？」

「ハロおねーさんのこと。シャミーユは自分を責めてると思うけど、あれはほとんどわたしの責任。……流民の集団の膨ふくれ上あがり方に不自然さはあったんだから、ああいった事態は事前に想定してなくちゃならなかった。それが出来なかったのは、わたしの慢まん心しんであり傲ごう慢まんなんだよ」

　用意していた謝罪を口にするヴァッキェ。その件に関する後こう悔かいは、決してシャミーユひとりのものではない。

「集落の端はしでイグセム名めい誉よ元げん帥すいの助けを待つ間ま際ぎわ、おねーさんはひとりきりで敵の陽動を受け持った。具体的にどうやったのかまでは分からないけど、そのおかげでわたしたちのほうに向かって来る敵は減って、兵員の被ひ害がいも最小限で済んだ。もしそれがなければ……あの拷ごう問もんは、本当ならわたしが受けていてもおかしくなかったと思う」

「……そなたを責める気などない。経けい緯いがどうあれ、ああすると決めたのは余だ」

　突つき放はなす口調で女じよ帝ていは言い切る。その衣服の袖そでを、ヴァッキェは指先でぎゅっとつまむ。

「わたしの分を持ってっちゃやだ」

　それが微び妙みように涙なみだ声ごえだったことが意外で、シャミーユは驚おどろきを込こめて相手を見つめる。すんと一度洟はなをすすって、ヴァッキェは再び口を開いた。

「おねーさんはすごいよ。……わたしがあそこで囮おとり役を買って出たのは、しょせん自分の美意識に筋を通したに過ぎない。それはどこまでいっても自己愛の延長。あの状じよう況きようが自分のせいじゃないと思ったなら、きっと最後までああは動かなかった。

　でも、おねーさんは違ちがう。あの事態に対して何の責任もないのに、あの人は当たり前みたいに自分から矢や面おもてに立った。……軍人だからと言ってしまえばそうかもしれない。でも、将校であるおねーさんが体を張ることになる順番は、本当ならもっとずっと後だったはず。その時が来てから嫌いや々いやそうしても、誰だれも文句は言わなかった」

「……っ……」

「自分が痛めつけられる可能性まで含ふくめて、おねーさんには時じ間かん稼かせぎを成功させる確信があったんだと思う。逃にげている最中の情報攪かく乱らんの手て際ぎわを見る限り、もともと諜ちよう報ほう畑の出身だったりしたのかな……ううん、そんなことはどうでもいい。たったひとつ言えるのは、おねーさんは自分以外の誰だれかを守るために、自分の全てを懸かけられるすごい人だっていうこと」

　それは掛かけ値ねなしの敬意と羨せん望ぼうから紡つむがれた言葉だった。近い過去の記き憶おくを思い返しつつ、ヴァッキェは言葉を続ける。

「今日お見み舞まいに行った後にふと外を見たらね、宮きゆう殿でんの周りに大勢の兵士が詰つめかけていたの。……すごく兵に慕したわれているんだね、彼かの女じよ。最前線で働き続けた衛生兵ってそういうものかな。生きるか死ぬかの瀬せ戸と際ぎわで怪け我がを看みてもらった人からすれば、それこそ女め神がみさまも同然なのかもしれない」

　そうなのだろう、とシャミーユは思う。ハロのあの柔やわらかな笑え顔がおが、優やさしい所作のひとつひとつが、戦場という場所にあってなんと輝かがやいて見えることかと。

「将校でもない彼かれらが宮中に入れるわけはない。そんなことは彼かれら自じ身しんにも分かっていて、それでも大勢でやって来た。何の見返りもないのに、貴重な休きゆう暇かをそのために費ついやして」

「…………」

「ああいう光景を目にするたびに、わたしは自分が持ち得ないものの輝かがやきを垣かい間ま見みる。エゴと損得勘かん定じようの文脈の外にいる人々のことが羨うらやましく思える。……わたしにはああは生きられない。自己愛の塊かたまりに過ぎないわたしには、自分以上に他人を愛することが、どうしても出来ない」

　恥はじ入いるように深くうつむいて、ヴァッキェはそう告げる。その由来が気になり、シャミーユは思い切って尋たずねた。

「……それは、そなたの生おい立たちが理由か？」

「かもしれない、ね」

　返答は予想外に短かった。普ふ段だんなら求められずとも喋しやべりまくる相手だけに、その態度は逆にシャミーユの関心を引く。それを察したヴァッキェは、くすりと力なく笑ってみせた。

「……聞きたい？　長くて、しかもつまらない話になっちゃうけど」

　数秒の間を置いて、女じよ帝ていはゆっくりとうなずいた。科学者の少女はうなずいて語り始める。

「じゃあ話そう。わたしはね──昔、巫女みこだったんだ」




　──元来、アルデラ教に「巫女みこ」という概がい念ねんはない。神官の役割は主神の教えを広めることであって、時に神それ自体の依より代しろともなる巫女みことは本質的に役割を異にする。

　だが、帝てい国こく全土を見み渡わたすと稀け有うな例外もある。西域ラスカリェタ郷ごうの土着信しん仰こうもそのひとつで、ここではそれぞれの集落にひとりずつ巫女みこがいる。彼かの女じよらの務めは主神からの託たく宣せんを受けて集落を導くことであり、その役割の性質から、彼かの女じよは半ば生き神として敬われる。

　当然のこと、正統のアルデラ教徒たちからすれば怪け訝げんを通とおり越こして卒そつ倒とうものの信しん仰こう形態なのだが、ラスカリェタ郷ごうの宗教事情がこうなったのには止やむを得えない経けい緯いもある。地域そのものが山やま奥おくの凄すさまじい辺境にあるせいで、実に数世紀もの長きに亘わたって神官が不在だったのだ。結果、正しい教えを授さずける者が誰だれもいないまま、彼かれらはそれでも自分たちなりに教義を伝えていき──それは元の形から大きく変形してしまった。近年になってようやく正しい知識を携たずさえた神官が派は遣けんされても、もはや後あと戻もどりが利きかないほどに。




「──あの頃ころのわたしの役目は、事こと毎ごとに卜ぼく占せんを行って『あるでら様』の意志を周りに伝えること。でも、そのためには穢けがれのない清らかな体でいなくちゃならないと伝えられていて、そのせいで生活のあらゆる部分に執しつ拗ような束そく縛ばくがあった。家の外には特別な場合を除いてほとんど出られなかったし、俗ぞくに染まるということで年の近い子供たちとの交流も禁じられた。……だから、あの暗くて重苦しい屋や敷しきの中が、当時のわたしにとっては世界の全てだった」

　シャミーユは息を吞のんだ。彼かの女じよの想像力をしても、その境きよう遇ぐうを想像することは容易ではない。

「閉へい塞そく感にも耐たえかねたけど、それ以上に辛つらかったのは巫女みことして身に着けることを強しいられた『教養』のほうでさ。十数時間も延々と続く祈き禱とう文を、頭がパンクしそうなくらい覚えて暗あん誦しようするように求められたんだ。足し算と引き算を覚えた次にそれだよ。今でも冒ぼう頭とうの一文を思い返すだけで吐はき気けがする」

「それは……余よ程ほどであるな」

「疑うことを知らない子供だったから、それでも真面目に取り組んだよ。幼い割に物覚えは良いほうだったから大人からは誉ほめられもした。だけど、ある日ふと疑問が浮うかんだんだ──これに何の意味があるんだろうって。一字も間ま違ちがえずに祈き禱とうを諳そらんじたら、それで何か変わるのかなって」

　ヴァッキェは言う。そう考えてしまったことが、思えば全ての始まりだったと。

「そんな疑問を燻くすぶらせながら過ごしていた頃ころに、アナライ博士とその弟子でしたちがやって来た。研究に関してはとことん節操のない人だからさ、ラスカリェタ郷ごうの奇き習しゆうを聞きつけて興味を持ったんだって。調査に当たっては住民とかなり揉もめたみたいだけど、なんだかんだと宥なだめすかして祭さい祀しの現場に潜もぐり込こんだんだから大したものだよ」

　くつくつと笑うヴァッキェ。シャミーユも釣つられて小さく微笑ほほえむ。

「全唱でこそなかったけど、その日の祈き禱とうはとりわけ長かった。で、くたくたになって屋や敷しきに戻もどったら、格こう子し窓の外に白衣の裾すそがちらついていてね。興味本位で覗のぞき込こむと、案の定博士たちがこっそり庭へ忍しのび込こんでいた。……見つかれば住民から袋ふくろ叩だたきに遭あっただろうから、今にして思うと命知らずもいいところ。そこで窓まど越ごしに目が合って──一いち撃げきで魅みせられた。そこに宿る知性の輝かがやきに」

　ある種の戦せん慄りつすらにじませて少女は語る。シャミーユはごくりと唾つばを飲んで耳を傾かたむける。

「飢き餓が感にも似た衝しよう動どうに突つき動うごかされて、わたしはそのまま博士と話はなし込こんだ。三十分にも満たなかったと思うけど、交かわす言葉のひとつひとつが驚おどろきと感動に満ちていたのを覚えてる。あの屋や敷しきの外に広がる世界の途と方ほうもない広さを、その時わたしは初めて垣かい間ま見みて──同時に、自分の境きよう遇ぐうについての疑問がどうしようもなく膨ふくれ上あがるのを感じた」

　その時の興奮を思い出して語るヴァッキェ。口調がしだいに熱を帯びていく。

「たまらなくなって、わたしは博士に疑問をぶつけた。わたしが教えに沿って毎日を正しく過ごして、難解な祈き禱とう文を正しく諳そらんじることが何に繫つながるのか、その意味を尋たずねた。それを聞いた博士はね、あっけらかんと答えたんだ──『行動の意味を確かめるには、一度それを全部やめてみるのが良い』って」

「……全部、やめる……」

「そう。そして、わたしは実際にそうした。生活上でやってはいけないとされていた禁きん忌きを片かたっ端ぱしから破りまくった。祈き禱とうは最初のほうだけ諳そらんじて、途と中ちゆうからは思いつきで出で鱈たら目めな言葉を並べた。周りの連中が気付かないのは薄うす々うす分かってた──だって、私が必死に祈き禱とうを続けている間、大人たちの多くは後ろで目を瞑つぶって舟ふねを漕こいでいたんだから。

　だから、たぶん最初から相手は人間じゃなかったんだと思う。それらの行いを通じて、わたしはひたすら神を問とい詰つめていたんだ。その意志を、その企き図とを──その実在を」

　熱を帯びた声でヴァッキェは言う。受け続けた抑よく圧あつに比例して育った少女の暗い情熱が、その話を通して、シャミーユには目に見えるようだった。

「それからおよそ一か月後、年に一度の収しゆう穫かく祭が行われた。その年は近年稀まれに見る豊作で、住民たちは揃そろって気を良くしていた。祭りの日だから特別に外に出ることを許されたわたしと顔を合わせるとね、どいつもこいつも拝みながら似たようなことを言うんだ。──あなた様が巫女みこの務めを果たしたおかげです、今年も神の恩おん寵ちように与あずかれます、とか何とかね」

　あらん限りの嘲あざけりが少女の顔面に浮うかぶ。誰だれもが悪気なく当時の彼かの女じよへ向けたそれらの言葉は、その実、彼かの女じよが積み重ねてきた努力の全てを否定し尽つくした。

「その瞬しゆん間かん、わたしは悟さとったよ。──あ、神いねぇ。あれ全部無意味だった、って」

　嘲あざけりすらも抜ぬけ落おちて、ヴァッキェの声はひたすらに虚うつろだった。シャミーユの背筋がぶるりと震ふるえる。

「同じ日の晩、わたしは屋や敷しきに火を点つけて逃にげ出だした。アナライ博士の一行に混じって山を下りて──以来、あの村には一度も帰ってない。

　一方で、その日に炸さく裂れつした怒いかりは、それからもずっとわたしの中で激しく燃え続けた。無む駄だに煩はん雑ざつな手続き、難解で迂う遠えんな礼れい儀ぎ作法、権けん威いを根こん拠きよ付けるために後付けされたツギハギの歴史──そういった意味のない複雑さを目にするたびに、徹てつ底てい的てきにぶち壊こわさなくちゃ気が済まなくなっていた。自分の名前さえもそう。この馬ば鹿かみたいに長い名前に我が慢まんがならなくって、当時のわたしはランダムに組み合わせた発音で『カロ』とか名乗ってた。普ふ段だん使いの識別記号なんてシンプルなほど有用だと思ったから。

　当時のヨルリンもそんなわたしに同調して、わたしたちはアナライ博士の下で学んだ知識を使って暴れに暴れた。ある習慣の本質的な無意味さを浮うき彫ぼりにし、一度完全に瓦が解かいさせた後、シンプルで分かりやすい形に組み立て直す。──あの頃ころのわたしにとっては、それが科学そのものだった」

　嚙かみしめるようにそう言って、科学者の少女は空に向かって手を伸のばす。シャミーユもまた、それを追って夜空を見上げる。

「目を付ける獲え物ものはもっぱら、誰だれも幸せにしない古い因習に縛しばられている連中とか、さもなければ学のない人々を騙だまして利益を吸い上げるような手合いだった。シャミーユが粛しゆく清せいしてきた腐ふ敗はい貴族どもと同じような奴やつら。そいつら自体にも我が慢まんがならなかったし、自覚のないまま搾さく取しゆされ続ける人々を見ていると、昔の自分を見ているようで苛いら立だちにも似た怒いかりが湧わいた。自分と同じ道を辿たどらせたくないとか、そんな高こう尚しような気持ちは微み塵じんもない。ただただ怒いかりをぶつける相手を探していたんだ。そんなわたしを諌いさめようとする人たちにも、わたしは見境なく牙きばを剝むいて──あの頃ころのお前は狂きよう犬けんのようだったと、兄あに弟子でしたちには今でも言われるよ」

「……狂きよう犬けん……」

「イクタ兄がやって来たのは、ちょうどその頃ころ。ヨルリンと一いつ緒しよに次の獲え物ものを見定めて嵌はめる算段をしていたところで、後から首を突つっ込こんできたあっちにあっさり先を越こされた。『おい、そこのふたり。ずいぶん派手にやってるけど、自分たちが世界でいちばん賢かしこいなんて思うなよ』──それが最初にかけられた言葉だったっけね」

　懐なつかしげに夜空を見上げるヴァッキェ。出会った頃ころよりもさらに若いイクタ・ソロークの姿は、シャミーユにも容易に想像することが出来た。

「同じような形で何度かしてやられた後、本格的に話し合う機会があって、さっきの生おい立たちもそこで語らされた。それを聞いたイクタ兄はしばらく考かんがえ込こんで、『二週間後の同じ時間、ここにまた来てくれ』と言い残してその場を立ち去った。わたしは肩かた透すかしを食らった思いでいたけど──宣言通りの二週間後、わたしは予想外の一いち撃げきを食くらうことになった」

　当時の衝しよう撃げきを思おもい浮うかべつつ、科学者の少女は話を再開する。

「お前の名前の意味を調べてきた、とイクタ兄は最初に言った。正直意味が分からなかった。不思議に思うかもしれないけど、村にいた頃ころに、自分の名前の意味について教えられたことはなかったんだ。それは祭さい祀し用の特とく殊しゆな言語から成るもので、あえて意味を明かさずにおくことで、名付けた両親からの願がん掛かけとして成立するとか何とか聞いていた。……別に興味もなかったけどね。どうせ大した意味もない音の並びか、さもなければ神を称たたえる言葉でも詰つめ込こまれているんだろうと高を括くくっていたから。

　でも、イクタ兄はそう考えなかった。マィリゥウィーンヴァッキェン──自分では正しく発音さえ出来ないくせに、その音がどんな意味を持って与あたえられたのかを徹てつ底てい的てきに追つい究きゆうした。アナライ博士が持ち帰った資料から千を超こえる住民の名前を抜ぬき出だして並べて、帝てい国こく中の古語を漁あさって類るい似じの発音と文法を探して──そして、ついに手にした答えを、わたしの前に持ってきた」

「……それは、一体」

　固唾かたずを飲んで答えを待つシャミーユ。ヴァッキェは困ったように苦く笑しようして口を開く。

「『あなたを愛している』。──帝てい国こくの共通語に翻ほん訳やくすると、わたしの名前の意味は、たったそれだけなんだそうだよ」

　その回答に、シャミーユは今までで最大の意表を突つかれた。科学者の少女はぼんやりと夢見るように、星空へ視線をさまよわせる。

「それを聞いた瞬しゆん間かん、わたしはしばらくぽかんとして──それからふと、ほんとうに幼い頃ころの記き憶おくを思い出した。……わたしが巫女みことして屋や敷しきに入れられる以前、四つになる前に崖がけ崩くずれに遭あって亡なくなった、もう顔も思い出せない両親との思い出。特別なことなんて何もない日常の合間に、彼かれらから与あたえられた優やさしい言葉のひとつひとつ」

「…………っ」

「この名前には、意味があったんだと知った。神への祈いのりじゃなく、権けん威いのための修しゆう飾しよくでもなく──わたしのためだけに与あたえられた意味が。

　同時に──そういうものは、他にもたくさんあるんだと思った。一見して意味が見て取れなくても、深く掘ほり下さげると大切な意味を含ふくんでいるもの。わたしが怒いかりに任せて壊こわしてきた多くのものの中にも、それは含ふくまれていたのかもしれない」

　記き憶おくを振ふり返かえりながらそう言って、ヴァッキェは苦く笑しよう気味に肩かたをすくめる。

「そう考えちゃったところで、ぽろっと牙きばが抜ぬけてね……それから色々と反省して今に至る。話はこれでおしまい。ね、つまらなかったでしょ？」

「……いや」

　うまく感想が言葉にならず、女じよ帝ていはただ首を横に振ふってみせる。そんな彼かの女じよに向き直って、科学者の少女は言葉を続ける。

「ねぇ、シャミーユ。祝福っていうのはね、有るか無いかと同じくらい、気付くか気付かないかが問われることも多い。何年も後になってから気付いた、わたしみたいな馬ば鹿かもいる」

「…………」

「ハロのおねーさんは、あなたに無事であって欲ほしいと願って体を張った。わたしの名前と同じで、それは紛まぎれもない祝福の形。……だからね。おねーさんの怪け我がを悲しむのはいい。でも、それを理由に自分を嫌きらわないで。あなたがあなた自身の価値を否定しちゃったら、あなたを守ったおねーさんの頑がん張ばりが報むくわれないでしょ……？」

「…………っ！」

　感謝と自己嫌けん悪おの板いた挟ばさみがシャミーユを苛さいなむ。いたたまれなくなった彼かの女じよが長なが椅い子すを立ち、逃にげるようにその場を立ち去ろうとした。その背中に向かって、ヴァッキェは声をかけ続ける。

「……聞いて、シャミーユ！　おねーさんも、イクタ兄も、騎き士し団の他の人たちも、それにわたしも──あなたが皇こう帝ていだから傍そばにいるんじゃない！　あなたという人間が好きだから、大切だから、愛いとおしいから……ずっと一いつ緒しよにいたいと思うんだよ！」

　シャミーユはたまらず嗚お咽えつを漏もらす。……この世の何よりも自分が大だい嫌きらいな彼かの女じよは、返すべき言葉を何一つ持ち合わせなかった。







　翌日の昼。中央軍事基地の元げん帥すい用執しつ務む室を、その主の姿を求めたトルウェイが訪おとずれていた。

「……入るよ、イッくん」

　ノックを経て扉とびらを開けると、部屋の中では黒くろ髪かみの青年が机に向き合い、何かが描えがかれた紙をじっと眺ながめているところだった。すでにチェックを済ませたらしい書類は脇わきに山と積んである。

「朝に様子を見てきたけど、ハロさんの経過は悪くないみたいで良かった。侍じ従じゆうの人に手伝ってもらってだけど、ちゃんとごはんも食べていたよ」

「ああ、僕ぼくも朝に会ってきた。早く体を起こせるようになるといいんだけどな……」

　気き遣づかわしげにそう言いながら、イクタは手に持つ紙を別のものと入いれ替かえる。興味を引かれたトルウェイが隣となりから覗のぞき込こみながら尋たずねた。

「……何を見ているんだい？　風景画……かな」

「シャミーユが作った箱庭のスケッチだ。全部で十一枚ある」

　そう答えて、机の上に並べたそれらを視線で指し示す。トルウェイはじっと目を細めた。それぞれがテーマの異なる風景だということは一目で分かった。

「この遊びは、ヤポニクの盆ぼん景けいを元に、精神状態の観察手段の一いつ環かんとしてアナライ博士たちが作り上げたものだ。手ずから作り上げる風景には、自おのずと本人の心の在り方が色いろ濃こく反映される。──必然、その中から特とく徴ちようや歪ゆがみを見て取ることも出来る」

「なるほど……」

「彼かの女じよが作り出す風景は、どれも本当に丁てい寧ねいで繊せん細さいだ。どれひとつ取っても手て抜ぬきはないし、始めたからには最後まで面めん倒どうを見るという責任感に満みち溢あふれている。単に几き帳ちよう面めんなだけでなく、まだ見ぬ景色への憧あこがれも含ふくんでいて、美しい幻げん想そうの趣おもむきもある。……けれど」

　急激に苦い面おも持もちになって、ポケットから取り出した一個の小さな人形を、イクタはそっと机の上に置いた。

「これだけ多様な景観を作っておきながら──その景色の中に、彼かの女じよ自じ身しんはどこにもいない。この少女の人形は最初の一手で無意識に除のけられて、ただの一度も使われることがなかった」

　ぎり、と奥おく歯ばを嚙かみしめるイクタ。やるせない表情でスケッチを眺ながめて、彼かれは言葉を続ける。

「分かるか。これらの美しい光景は、彼かの女じよの夢であると同時にひとつ残らず自己否定でもある。幸せに満ちた世界を思い描く時、彼女自身は決してそこにいられないんだ」

「…………っ！」

　その歪ゆがみの根深さを感じ取って、翠すい眼がんの青年は言葉をなくして立たち尽つくす。そんな彼かれに向かって、黒くろ髪かみの青年は助けを求めるように問いかける。

「なぁトルウェイ、一体どうすればいい。この問題の突とつ破ぱ口こうはどこにある。

　僕ぼくは──僕ぼくはどうしたら、あの子の心をこの呪のろいから救えるんだ？」

　重い沈ちん黙もくが下りる。彼かれの問いに答える者のないまま、無む為いに時だけが流れていく。







　三国会議の申し出がキオカを経由して帝てい国こくへ届いたのは、ちょうどそんな頃ころ合あいだった。
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「……哨しよう戒かいの結果を報告いたします」

　風の吹ふきすさぶ平野に、奏上を行う兵の声が重く響ひびく。黒くろ髪かみの青年と並んで東を見み据すえていた少女が、それを受けてゆっくりと振ふり向むく。

「最新の国境沿いに展開した監かん視し部隊からは、いずれも異常なしとの報告が届きました。──事前の通告通り、キオカ軍は目的地に至る我々の進路を完全に空けているものと思われます」

「……そうか」

　その報告を待っていたにもかかわらず、不安とも取れる声を上げて女じよ帝ていはうなずく。相手がキオカとあっては無理もない。真っ先に思いつく類たぐいの罠わなが見られないなら、より周しゆう到とうな謀ぼう略りやくを警けい戒かいしなければならないが──それに怯おびえて立ち止まっているわけにもいかない。

「全軍、北上を始めよ。──三国会議の地、ラ・サイア・アルデラミンへ向かう」

　意を決して、女じよ帝ていは指揮下の旅団にそう告げる。その命に応えて──整然とした隊列をなす数千の兵士たちが、先頭に近い集団から順番に、北東へ向かって大地を踏ふみ鳴ならし始めた。







「……言語道断だ。このタイミングで、こちらを呼びつける形でのトップ会談など」

　遡さかのぼること数か月。中央軍事基地の大会議室の中、突とつ然ぜん送られてきた一大イベントへの招待状を前に、テルシンハ・レミオン大将は眉まゆ根ねを寄せていた。

「現在の国土状じよう況きようからして、我々がラ・サイア・アルデラミンへ向かうためには大アラファトラ山脈を越こえて行かざるを得ない。キオカにはその必要がないのだから、この時点で負担の釣つり合あいが取れていないだろう。加えて、現時点で三国会議に出席することによる確定的なメリットはあまりに少ない」

　至って常識的な見解を述べる翠すい眼がんの将。その意見を受けて、女じよ帝ていと並んで最上座に座すわる黒くろ髪かみの青年がおもむろに口を開く。

「まったく同感です。──けれど、キオカとしてもどうやら、その辺りは踏ふまえた上での提案のようでして」

　そう言って、キオカから送られてきたメッセージを掲かかげてみせる。距きよ離りを置いた面々が直接読むには字が小さすぎるので、青年は内容を口頭で説明した。

「ご親切にも、先さき払ばらいのメリットを提示してきました。具体的には、旧東域の領土の一部返へん還かん。これを見れば分かりますが、こちらが大アラファトラを迂う回かいしていくための進軍ルートの提供も兼かねています」

　書面の中には返へん還かんされる地域を示した地図も含ふくまれている。また当然ながら、キオカのほうでは領土の「返へん還かん」ではなく「割かつ譲じよう」と表記していた。降ってわいた話に裏を疑わずにいられるはずもなく、レミオン大将の隣となりに座すわるシバ大将もまた、険しい表情で口を開く。

「……やけに気前のいい話ですな。会談の結果ではなく、会談を開くための手付けとして領土を返へん還かんすると？」

「ええ、そういうことになります」

　即そく答とうするイクタ。と、この面めん子つの中では下座に位置するサザルーフ准じゆん将しようが声を上げた。

「……見みえ透すいた罠わなでないとすりゃ。そこまでして三国会議を開きたがる理由が、キオカにはあるってことですかい？」

「おそらくは、ある」

　答えたのは、今度は青年ではなく女じよ帝ていその人だった。軍高官たちの視線が集中する中、彼かの女じよは遠い記き憶おくを遡さかのぼる。

「キオカ共和国の政治指導者──現執しつ政せい官かんは、何事につけ『人を見る』タイプの政治家だ。人材を把は握あくした上で管理することを徹てつ底ていし、その実行に当たっては敵味方を問わない傾けい向こうがある」

　そこで視線を隣となりのイクタに向けて、彼かの女じよはさらに言葉を続ける。

「今回目を付けられたのは、間ま違ちがいなくソロークであろう。イグセム派でもレミオン派でもなく、それでいてその両方を取とり込こんだ新たな元げん帥すいの着任は、あの男ですら予見し得なかったことに違ちがいない。頭がすげ替かわった後の帝てい国こく軍の変質を知るために、あの男はソロークと直接会って話したいのだ。その対面から得られる情報は、あの男にとって国土の切きれ端はしなどとは比ひ較かくにならない価値を持つ」

　かつてキオカに身み柄がらを預けられていたシャミーユが、この中ではもっとも、かの人物の為人ひととなりを知っている。それを重く受け止めた上で、イクタは言葉を付け足す。

「……キオカの対外戦略において、情報の正確さはもっとも重視される要素です。僕ぼくとしても、同じものを軽かろんじるつもりはありません」

「つまり──陛下と閣下は、この誘さそいに応じられるおつもりだと？」

　鋭するどい視線でふたりに問いかけるレミオン大将。それを受けて、イクタは選せん択たくの根こん拠きよを提示する。

「この会談の実現は、我々にとっていくつかの大きな意味を持ちます。第一に──旧東域の領土の一部が戻もどることによって、大アラファトラ山脈を迂う回かいする形でラ・サイア・アルデラミンに出兵出来るようになること。これまではほぼ一方的に北から圧力を受けていましたが、その状じよう況きようが大きく改善するわけです。将来的には、大アラファトラに陣じん取どっているアルデラ神軍の撤てつ退たいも見み込こめるでしょう。

　第二に、ラ・サイア・アルデラミンとの国交が限定的にせよ再開すること。先だってのアルデラ教徒たちの大だい脱だつ走そうは、元を辿たどればあの国との宗教的関係が絶たれたことによって生じたものと言えます。国内では神官たちの不満も根強くくすぶっている。今回の会談は、それらの問題を解決するための端たん緒しよを探さぐる機会になることが期待出来ます」

　それらの理由付けには一応の同意を示しつつも、レミオン大将はまだ納なつ得とくしない。

「それもこれも全て、ラ・サイア・アルデラミンが三国会議に乗り気であるということが前提だが……」

　自分たちの判断を云うん々ぬんする以前に、彼かれには根本的にその点が半信半疑なのだった。会談の場に三国が揃そろわなければ交こう渉しようも何もない。が、そこに関してはイクタが書面を手にして補足した。

「文末を見てください。この会談は、もともと教皇の発案ですよ」

　彼かれの言う通り、そこにはラ・サイア・アルデラミンの宗そう主しゆによって直々に押おう印いんが施ほどこされている。押おし黙だまるレミオン大将の隣となりで、シバ大将が鼻を鳴らす。

「……キオカと組んで我々を攻せめていたあの国が、今度は三国で集まって話し合おうと言い出す。この態度の変化は、何が背景にあると見るべきでしょうな」

「この段階ではさしたる推測も出来ません。全てが僕ぼくとシャミーユを呼び寄せるための罠わなである可能性も残されています。ただ──それを恐おそれて見過ごすには、この機会は勿もつ体たいなさすぎる」

　リスクと期待される成果を秤はかりにかけた上で、イクタは後者のほうに重みの偏かたよりを見て取る。彼かれなりの根こん拠きよもそこにはあり、青年はそれを補足した。

「相手の顔が見えないまま戦争を続けるのは気が進まない。それはおそらく、僕ぼくを含ふくむ三国の政・軍のトップ全員が共有している心境だと思います。……ここしばらくは、間に暗幕を挟はさんだままの状態で戦いを続けすぎました。そのせいで敵の像がぼやけている。どこにとっても互たがいのスタンスを再確かく認にんするべき時期には違ちがいありません」

　その指し摘てきを受けて考かんがえ込こむ軍高官たち。イクタは方針の決定に向けて話を進める。

「安全管理を入念に行った上で、会談には出席する方向で話を詰つめていこうと思います。日程中の敵軍監かん視しは徹てつ底ていしますから、僕ぼくが留守にしている間に侵しん攻こうが始まって大だい打だ撃げきを被こうむる、なんてくだらない流れにはさせませんが──そこについて意見のある方は」

「ございますとも」

　誰だれにとっても聞き覚えのある声が会議の場に割って入った。軍人たちの視線が開け放たれた扉とびらを向き、カーキ色の文ぶん官かん服を身にまとって立つ帝てい国こく宰さい相しようの姿をそこに認める。

「三国会議──それは言わずと知れた外交の晴れ舞ぶ台たい。当然のことながら、最高等文ぶん官かんたる私も同席いたします。どなたにも異存などありませんね？」

　立場の上では当然となる主張も、この狐きつねが口にするなら見上げた開き直りとして響ひびく。イクタは無表情のままその顔をにらんだ。

「……もう嗅かぎ付つけたか、狐きつね」

「ふふふ、皇こう帝てい陛下も元げん帥すい閣下も人が悪い。このような重大事を、宰さい相しようたる私抜ぬきで決めてしまわれようなどと」

　あくまでも宰さい相しようとしての立場を強調するトリスナイ。イクタは肩かたをすくめる。

「……ま、出張って来るよなそりゃ。ラ・サイア・アルデラミンとの外交ルートは前々からお前が独どく占せんしてきたものだ。正式に別のパイプが通るとなると都合が悪いんだろ？」

「さて、何のことでしょうか。私はただ、この機会に宰さい相しようとしての職責を果たすのみですが」

　図ずう々ずうしく言ってのける狐きつね。その顔をにらみつけながら、イクタとシャミーユは同時に思う。会談の場では、他国の為い政せい者しやたちに加えて、この男の相手もしなければならないのだと。







「……っ……」

　彼かの女じよ自じ身しんの号令によって出発した旅団の中、移動する御ご所しよとしての機能も備えた大馬車の一室を、女じよ帝ていはしきりに落ち着きなく歩き回っていた。見かねたイクタが声をかける。

「……シャミーユ。考えることが多すぎて落ち着かないだろうけど、今のうちから気を張ってちゃ向こうで持たない。着くまではまだまだ長いんだし、リラックスして過ごすことを覚えないと」

「……分かっている。分かっているのだが……」

　そうするべきだと理解はしていても、少女にはどうしても開き直ることが出来ないでいる。伏ふし目めがちに黒くろ髪かみの青年を見つめて、彼かの女じよは躊躇ためらいがちに口を開く。

「……そなたには打ち明ける。余は──余は怖こわいのだ。君主として正式に他国と外交を結ぶのはこれが初めての経験になる。海千山千の他国の為い政せい者しやたちを相手取って、余は今回の交こう渉しようを上手うまく運べるのであろうか……」

　弱々しく震ふるえるシャミーユ。その様子には、先だっての太たい平へい宗しゆうの一件を踏ふまえた自信の喪そう失しつが見て取れた。そんな彼かの女じよの両手を握にぎって、イクタは努めて穏おだやかな表情で励はげます。

「そのために僕ぼくや外交団がいるんだよ。仮にあなたが向こうで寝ね込こんでしまっても、それでいきなり会談がご破算になったりはしない。何があっても僕ぼくたちが必ず何とかすると思って、もっと気楽に構えていいんだ」

　シャミーユの表情が複雑にゆがむ。そう言ってもらえることは嬉うれしくても、その言葉に甘あまえることを彼かの女じよは自分に許容出来ない。その心境を察して、イクタは微笑ほほえんだままこくりとうなずく。

「ま、そう器用にはいかないよね。──少し強ごう引いんにでも気を抜ぬこうか」







　進軍が一度止まったところで、大馬車にふたりの来客が乗のり込こんできた。

「ジャジャジャジャーン！　わたしちゃん登場ー！」

「フフフ……お休みのところ失礼いたします、陛下」

「……今度は驚おどろかぬぞ。さすがに予想していた」

　ヴァッキェとヨルガの来訪にため息で応じるシャミーユ。それを聞いた科学者の少女が、普ふ段だん通りの遠えん慮りよなさでずけずけと歩み寄っていく。

「またまたそんなー、退たい屈くつしてるならもっと早く言ってよシャミーユ。そういう時にはまず友達を呼んで騒さわぐもんだよ？」

　憚はばからずそう言って笑えみを浮うかべるヴァッキェ。その言動のおかしな部分はまとめて聞き流し、シャミーユは観念して席に着いた。

「ってなわけで、『アナライの弟子でし』謹きん製せいのボードゲームを片かたっ端ぱしから持ってきたよ！　傑けつ作さくから怪かい作さくまでよりどりみどりだぜい！　到とう着ちやくまで退たい屈くつしてる暇ひまがあると思うな！」

「確かに退たい屈くつはしなかろうよ……。かえって消しよう耗もうしそうな予感はあるが」

「フフフ……どのゲームになさいますか？　ボクとしてはこれなどオススメです。見た目は単なる双すご六ろくですが、勝敗を決める肝きもとなるのは複雑を極きわめる資産管理でして……」

「いつもやってる仕事をゲーム中でまでやらなくてもいいだろ、ヨルガ。道中の暇ひまつぶしが目的なんだから、もうちょい牧歌的なのにしてくれ」

「じゃ、これはどうかな？　ぶたさん、うしさん、ひつじさん……動物がたくさん出てきていかにも牧歌的だよ」

「ふむ、確かに可か愛わいらしいな。どういった内容なのだ？」

「今にも牧歌が聞こえてきそうな超ちようリアル畜ちく産さん疑ぎ似じ体験ゲーム。疫えき病びようの蔓まん延えん、野や盗とうや害がい獣じゆうの襲しゆう撃げき、資し金きん繰ぐりの難しさに負けず、いちばん多くの家か畜ちくを育てて収益を得た人の勝ちだよ！　同じ牛でも乳牛と肉牛だと儲もうけ方が違ちがってね！」

「別のにしろ。あとヴァッキェ、お前はたぶん牧歌的の意味をはき違ちがえてる」

　賑にぎやかなやり取りの中で過ぎていく時間。そこに束つかの間まの息いき抜ぬきを得つつ、女じよ帝ていを乗せた大馬車は目的地へ向けて進んでいった。










　長い旅路も後半に差さし掛かかると、体が気候の変化を明らかに感じ取る。掛かけ物ものなしで眠ねむることに誰だれもが限界を覚える頃ころ、女じよ帝ていの率いる一個旅団はついに、目的地であるアルデラ教本部国へと到とう着ちやくしていた。

「シャミーユ・キトラ・カトヴァンマニニク皇こう帝てい陛下、そしてその臣下の皆みな様さま。ようこそこの北の地までおいでくださいました」

　大勢の部下を連れた老年の男性神官が柔やわらかな笑え顔がおで来客を労ねぎらう。三国会議の会場にはそのために設計された外交館が使われるのが常であり、今回もその例に漏もれない。中央の本会議場を取り囲む形で三つの建物が放射状に建ち、各国の外交団はそこに部屋をあてがわれる。

「寒さとは無む縁えんの場所で生きてこられた方々に、ここの気温はひときわ厳しく感じられましょう。さっそく館内へ入って暖を取られるのがよろしいかと存じますが……」

「心こころ遣づかい痛み入る。が、ひとまずは外交団から六名のみ受け入れてもらいたい。いささか身み支度じたくもあるのでな、余自身の入場はその後に」

　とはいえ当然、何の警けい戒かいもせず他国の施し設せつに踏ふみ入いるわけにはいかないため、保安上の判断を身み支度じたくという口実で包んで通すことになる。向こうもそれは承知の上で提案しているので、断られたことで気を悪くしたりはしない。老神官は変わらず穏おだやかな笑え顔がおで頭を下げた。

「かしこまりました。代わって入り用のものがあれば、何なりとお申し付けください」

「では、兵士たちのために野営の許可と、可能ならば薪たきぎの提供を頼たのめるだろうか」

「速すみやかに手配いたします」

　礼を尽つくした振ふる舞まいで来客の要望を受け取って、彼かれらは一度館の中に戻もどっていく。その様子を見送る傍かたわら、シャミーユは冷えてきた両手をすり合わせつつ周囲の様子をうかがった。

「……キオカ側は、まだ到とう着ちやくしていないようだな」

　小声でつぶやく少女。出発日時も目的地までの距きよ離りも違ちがうので到とう着ちやくが前後するのは当然だが、ともあれ今回は彼かの女じよらがキオカに一歩先んじたようだった。相手国が来る前に地形上の要所を把は握あく出来るので、これも保安上のアドバンテージには違ちがいない。

「館内の調査と並へい行こうして周辺地形を網もう羅ら。……現時点で他にすべきことはあるか、ソローク」

「大だい丈じよう夫ぶ。その辺りは僕ぼくたちに任せてくれていいから、あなたはもう少し肩かたの力を抜ぬいて」

　そうたしなめて、青年は傍かたわらの少女の肩かたに手を置く。その温ぬくもりを衣服の布越ごしに感じながら、シャミーユは視線を目の前の外交館に戻もどす。

「……あの中には、すでに教皇がいるのであろうか……」

「おそらくは、ね」

　遅おそくても数日中には対面することになる相手のことを想像して、ふたりはしばらく黙だまり込こんだが──ふと、その額に雨あま粒つぶの感かん触しよくが当たる。

「……雨が降ってきた。体を冷やすとまずい。シャミーユ、ひとまず馬車の中に戻もどろう」







　女じよ帝ていを大馬車の中に送り届けると、彼かれ自じ身しんは再び外に出て、兵士たちが張った天幕の下から外交館をじっと眺ながめた。見ていてどうなるわけでもなかったが、さっきのシャミーユと同じく、彼かれも何もせずにはいられなかった。

　──参ったな。浮うき足あし立だってるのは僕ぼくも一いつ緒しよか。

　自分への呆あきれを込こめてため息をつき、青年は目を閉じて額を押おさえる。

　──シャミーユの不安もよく分かる。僕ぼくにしたって直接の外交はこれが初めてだ。軍事と同じように上手うまくやれるのか？

　考えれば考えるほど、青年の胸中に疑問がこみ上げる。……話術や交こう渉しようは得手とはいえ、他国のトップもその程度は当たり前に押おさえているかもしれない。なにしろ会談の場に集まる面々の中で、自分とシャミーユはいちばんの若じやく輩はいなのだ。

　──騎き士し団の仲間をひとりも連れて来られなかったのがいちばん痛い。みんなと相談出来れば不安は紛まぎれたし、良いアイディアだって浮うかんだだろうに……。

　そんな詮せん無ない思考まで始まってしまう。ハロは怪け我がの治ち療りようのために動ける状態ではなく、マシューとトルウェイは部下の育成に専念させるために基地へ残してきた。シバやサザルーフといった気心の知れた将官も連れてきていないため、この場でのイクタは孤こ軍ぐん奮ふん闘とうに近い。

「──大だい丈じよう夫ぶよ」

　そんなことを思っていると、ふいに隣となりから懐なつかしい声が聞こえた気がした。腰こしに差したマンゴーシュに視線をやって、イクタはその柄つかに手を当てる。

「……そうだね。ひとりなんかじゃなかった」

　炎えん髪ぱつの少女の意志と常に共にある自分。それを強く意識することで心の支えとし、彼かれは頭上の曇どん天てんを力強く見上げる。

「僕ぼくは科学者なんだから、経験不足は試し行こう錯さく誤ごで何とかしなくちゃね。──相談に乗ってよ、ヤトリ」

　すぐ隣となりからうなずく気配が返り。それからしばらくの間、イクタはそこで彼かの女じよと言葉を交かわし続けた。







　事前の館内チェックが済んだところで女じよ帝ていと外交団が入場し、ちょうどその頃ころになってキオカ側の到とう着ちやくが伝えられた。一足先に準備を終えた態勢で、あてがわれた清潔な部屋の中、イクタとシャミーユは対面の時を待っている。

「──キオカ側の準備が整いました。本会議場で顔合わせが始まります」

　午後七時を迎むかえたタイミングで、館の使用人がそれを報しらせに来た。イクタとシャミーユは顔を見合わせてうなずき合う。

「よし。行こう、シャミーユ」

「……うむ」

　顔に緊きん張ちようを湛たたえて立ち上がるシャミーユ。イクタはその手を握にぎって歩き出し、外交団の文ぶん官かんたちと合流して館内を一階まで下っていく。その中にはトリスナイの姿も含ふくまれていたが、薄うす笑わらいを浮うかべるばかりで今のところ何も口にはしない。やがて一階に辿たどり着つくと、そこから本会議場へと続く渡わたり廊ろう下かを通とおり抜ぬけて、最後に精せい緻ちな意い匠しようの施ほどこされた重じゆう厚こうな扉とびらを潜くぐり抜ぬける。

「お早い入場ね。いらっしゃいませ、可か愛わいい女じよ帝ていさんと元げん帥すいさん」

　恐おそろしく広い空間に出たと感じた瞬しゆん間かん、気さくな女性の声がふたりに向かって投げかけられた。その主を求めて視線を巡めぐらせた末に、中央の円えん卓たくに着いたひとりの老女の姿が目に入る。背後には軍人と見える恰かつ幅ぷくのいい中年男性が立ち控ひかえていた。

「……初めてお目にかかる。あなたが教皇に相そう違いないか、ご婦人」

「ラ・サイア・アルデラミン宗そう主しゆ、イェナーシィ・ラプテスマと申します。教皇などと呼ばれてはいますが、この場では位階なんて所しよ詮せん飾かざりのようなもの。気さくにイェナと呼んでもらっても構いませんのよ」

　女じよ帝ていの問いに対して、アルデラ教団の頂点に位置する女性は柔やわらかい口調でそう答えた。まぶたの奥おくの底知れない淵ふちを湛たたえた瞳ひとみが少女を見つめる。それに吞のまれぬよう努めながら、シャミーユは言葉を選んで返答した。

「……寛かん大だいな振ふる舞まいに感服する。が、余の立場から主神の代行者への敬意を忘れることは出来ない。作法に則のつとって、以後はラプテスマ猊げい下かと呼ばせていただく」

「あら、残念。でしたらわたくしも、馴なれ馴なれしくシャミーユと呼ぶわけにはいきませんね」

　本当に残念といった口調でイェナーシィは言う。どう応じるべきか迷う女じよ帝ていに代わって、そこから先は年配女性との交流に慣れたイクタが受け持った。

「僕ぼくのことは何と呼んでいただけるのでしょうか。聖典に倣ならって言い表すなら──『凍こおった時の中に咲さく花のように』美しいご婦人？」

「あら、お上手ね。ソローク閣下ではご不満かしら？　帝てい国こく史上最年少の元げん帥すいさん」

「そうですね。もうひと押おし距きよ離りが縮まると、僕ぼくとしては天にも昇のぼる気持ちになれるのですが」

「こら貴様。いい加減に──」

　背後に控ひかえた軍人が声を上げかけるが、イェナーシィ自身が片手でそれを制す。どこか感かん慨がい深ぶかげに黒くろ髪かみの青年を見やって、彼かの女じよは静かに告げた。

「振ふる舞まいのひとつひとつに面おも影かげがあるわ。……本当にバダ大将の息子むすこなのね、あなた」

　その名前が出たことに少なからず意表を突つかれて、イクタはとっさに応える言葉を見失う。と、その沈ちん黙もくを見計らったように、彼かれらが入ってきたのとは別の扉とびらから最後の一団が姿を現した。

「いやはや──遅ち参さんにて失敬！」

　明るい声を上げて登場したのは、紺こん色いろのブレザーとズボンに身を包んだ中年男性と、その背後に続く総白髪の若き軍人。教皇の姿を認めると、ふたりは同時に恭うやうやしく頭を下げる。

「キオカ共和国執しつ政せい官かんアリオ・キャクレイ及および陸軍少将ジャン・アルキネクス、居室にて突とつ貫かんで身み支度じたくを済ませてただいま参上しました。久しぶりだね、イェナ。以前と変わらず美しい」

「あなたも変わらずお上手──と言いたいところだけれど、残念ながら二番手よアリオ。彼かれのほうから先に褒ほめられてしまったわ」

　くだけた口調でイェナーシィも即そく座ざに応じる。その内容に執しつ政せい官かんは目を丸くした。

「褒ほめ言葉ひとつ取っても、聖典から表現を引用した彼かれのほうが気が利きいていてよ？」

「これは手厳しい。そう言われると年とし甲斐がいもなく、文才に恵めぐまれたそこな恋こい敵がたきが妬ねたましいばかりだが──」

　教皇が視線で示した相手に顔を向けて、その正体を見て取った瞬しゆん間かん、執しつ政せい官かんの顔面が内心と完全に乖かい離りした政治家の笑えみを形作る。

「──君がイクタ・ソロークか。うちのジャンが何度か世話になったようだね。おかしな話だが、初対面とは思えない親しみを感じるよ」

　そう言って青年に歩み寄り、正面から堂々と握あく手しゆを求める。相手が右手で杖つえを突ついていることを踏ふまえて、あえて左手で。イクタもすぐさま握あく手しゆに応えた。

「初めましてキャクレイ閣下、帝てい国こく軍元げん帥すいイクタ・ソロークです。──おかしな話とは思いませんよ。僕ぼくのほうでも、あなたとは初対面の気がしません」

　穏おだやかな挨あい拶さつだが、並々ならぬ含ふくみがあることは互たがいが察している。とはいえ、その点を巡めぐるやり取りは後々に回して──アリオはひとまず、青年から顔見知りの少女へと人ひと懐なつっこい視線を移す。

「そして──久しぶりだね、シャミーユ。今はもはや陛下と呼ぶべきなのだろうが、この一度だけは親しみを込こめてこう呼ぶことを許して欲ほしい。キオカにいた頃ころから可か憐れんな少女だと思っていたが、そこからさらに見み違ちがえるように美しく育ったものだ。あえて挨あい拶さつを後回しにしたのも、僕ぼくなりの親愛と照てれ隠かくしの表現だと思ってくれたまえ」

「……アリオ・キャクレイ執しつ政せい官かん……」

　親しみのこもる挨あい拶さつに対して、シャミーユは半ば凍こおり付ついたように反応を返せない。その一方で、白はく髪はつの将は久しぶりに対面する教皇へと礼を尽つくしているところだった。

「……キオカ陸軍少将ジャン・アルキネクスです。この場に同席するには未いまだ不相応の立場ですが、皆みな々みな様さま、どうかご容よう赦しやを」

「誰だれも不相応などとは思いませんよ、ジャン。未来のキオカを担になう俊しゆん英えいたるあなたに通り一いつ遍ぺんの謙けん遜そんは似合いません。不眠ねむらずの輝き将しようここに在りと、誰だれ憚はばかることなく胸を張っていなさい」

「恐きよう縮しゆくです、イェナ様。客員将校の任期を終えて以来、長らく連れん絡らくを欠いていた失礼をお詫わびいたします」

「便りがないのは元気の証あかしと申します。何も気にしてはいませんよ」

　寛かん容ような微笑ほほえみを顔に浮うかべたまま、若者たちの姿を順番に見つめるイェナーシィ。と、その背後から太い声が響ひびく。

「吾わが輩はいはラ・サイア・アルデラミン神聖軍大将アクガルパ・サ・ドメイシャと申す。若じやく年ねんにして才気迸ほとばしるそこな両名と違ちがい、見ての通りの枯かれた爺じじいであるが、それでも良ければお見知りおきを願おう」

　自己紹しよう介かいを終えると、アクガルパ大将はそれで口を閉ざした。彼かれに背中を向けたまま、教皇はくすくすと笑いをこぼす。

「あなたに限って枯かれたなどとは少しも思いませんよ、アクガルパ大将。それに、心配せずとも、あなたと会って顔を覚えずに帰る人はあまりいません。

　さて──各国の代表については、これで一通りの顔合わせは済んだようですね。では、続いて各国の外交団の紹しよう介かいに──」

「待ったぁぁあああ！」

　バン、と激しい音を立てて、アリオたちが出てきた扉とびらが再び開かれる。そこから姿を現したのは、あろうことか科学者の証あかしたる白衣に身を包んだ老人と青年だった。場内をじろじろと遠えん慮りよなく見回してから、アナライはほっと安あん堵どの息をつく。

「よし、間に合った！　まだ会議は始まっておらんようじゃぞバジン！」

「いや、どう見ても間に合ってませんからね!?　完全に場の空気を壊こわして乱入しましたからね僕ぼくら!?」

　周囲からちくちくと突つき刺ささる視線を感じて老人に突つっ込こむバジン。ふたりのやり取りをぽかんと見守ってから、イクタはほとんど反射的に口を開く。

「──アナライ博士？」

　その名前を本人に向かって口にするのは、彼かれにとって本当に久しぶりのこと。呼ばれて振ふり返かえった老賢けん人じんの目が、たちまち喜びに見開いていく。

「……そこにいるのは、もしやイクタか？」

　だが、師し弟ていの再会とは別の理由で、そこから先は修しゆ羅ら場ばだった。一連の乱入を黙だまって眺ながめていたイェナーシィが、その笑え顔がおをまったく崩くずさないまま、怒ど気きと迫はく力りよくだけを後光のように付加してキオカの執しつ政せい官かんをにらみつけたからだ。

「……アリオ。これはどういうことか、説明してくださる？」

　そう求められたアリオ・キャクレイは、思案に一いつ拍ぱく置き、それから白々しいまでに平然と新顔の紹しよう介かいに移る。

「ああ、うん。そちらは緊きん急きゆうで外交団に加わったアナライ・カーン博士だ。紹しよう介かいに併あわせて、報告が遅おくれたことをお詫わびしよう」

　ピントのずれた謝罪を受けて、無言の圧力を秒刻みに増していく教皇。が、当の老賢けん人じんはそんなことに少しも頓とん着ちやくしない。積年の恨うらみも露あらわに教皇を見み据すえて、アナライは声も高らかに言ってのける。

「貴様ら教団から逃にげ回まわるのもいい加減に飽あいてきての。いい機会と思い、今日は逆にこちらから来てやった。いったい何のためか？　そんなものは決まっておる──貴様ら神官どもの硬かたい頭をぶっ叩たたいて柔やわらかくしてやるためじゃ！

　ひとたびわしを呼よび込こんだ以上、これよりこの場は科学が支配すると決まった。ふふふふふ、せいぜい雲の上から歯は軋ぎしりして眺ながめておるがいい主神め。──正しよう真しん正しよう銘めい、これが此こ度たびの三国会議の幕開けである！」

　科学者による宣戦布告が広大な空間にわんわんと反はん響きようする。これまでの誰だれの発言にも増して、そのインパクトは圧あつ倒とう的てきであり──三国会議という一大イベントの始まりを飾かざったことで、それはまさしく歴史に残る暴挙になったのだった。





〈了〉
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あとがき




　自宅の居い心地ごこちが良すぎて今日も外に出たくない。こんにちは、宇う野の朴ぼく人とです。

「無理！　死ぬ！　こんなん死ぬ！」を合言葉に、周囲の人々及および環かん境きように多大な迷めい惑わくをかけながら進めてきたアニメ周りの執しつ筆ぴつも、このあとがきを書く頃ころになってようやく終しゆう盤ばんに差さし掛かかりました。ここに至るまでに及およぼした周辺被ひ害がいのほどは筆ひつ舌ぜつに尽つくしがたく、必然「宇野朴人の顔面を助走つけて殴なぐっていい人リスト」の記き載さいがそろそろ百人の大台を突とつ破ぱしそうです。サイン会とは別にパンチ会を開くべきかもしれません。前述のリストから招待するだけで確実に満員御おん礼れいです。

　さて、まだひと月を残してはいますが、今年は総じて創そう意い工く夫ふうの一年でした。環かん境きようを変え習慣を変え生活を変え、激増した執しつ筆ぴつ依い頼らいに対応できるコンディションを作り上げるべくトライアンドエラーを繰くり返かえす毎日。日々を雑に生きていては筆が走らないのだと痛感した一年ですが、同時に得たものもかつてなく大きかった。アフレコに参加させてもらってアニメ制作の一いつ端たんに触ふれ、様々なメディアミックスを通して作品が世界に広がっていく過程を実感し、その喜びと戸と惑まどいとままならなさにきりきり舞まいしながら過ごしました。それらの貴重極きわまりない経験から血肉にした多くのものを、今後の作家人生で活いかしていければと思います。




　では、この辺りで、お世話になった方々にご挨あい拶さつを。

　マッドハウスの方々を始め、アニメ制作に関わってくださった多くの人々。皆みな様さまの注そそぎ込こんだとてつもない労力によってあの作品が仕上がったということを、放送が終わった今、いっそう強く実感しています。アフレコでは声優の方々の演技力・存在感に毎回脱だつ帽ぼうさせられました。素す晴ばらしい作品と刺し激げき的な時間、貴重な体験の数々をくださったこと、原作者としてこの場で改めて御おん礼れい申もうし上あげます。

　イラストレーターの竜りゆう徹てつ先生。巻を追うごとに凄すごみを増していくイラストにはただただ頭が下がるばかりです。この十一巻ではかねてから絵にしたかったキャラクターを描かいていただくことも叶かないました。表紙、口絵、挿さし絵え、いずれも何度も見返して楽しませてもらっています。

　コミック版作者の川かわ上かみ先生。連れん載さい開始から時間が経たって巻数も重なり、それでも変わらず丁てい寧ねいなコミカライズを続けていただけていることが嬉うれしくてなりません。いちばんの思い出はコラボ企き画かくで短編にイラストを付けてもらったことです。ぜひまたご一いつ緒しよしたいです！

　担当編集の黒くろ崎さきさん。重ね重ねご迷めい惑わくをおかけしました……。今日までの綱つな渡わたりの日々をまがりなりにも越こえて来られたのは、編集者という揺ゆるがぬ支えがあったからこそです。

　そして何より──この本を手に取ってくださったあなたに、今回もまた最大級の感謝を！
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